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はじめに

大室公園にある前二子・中二子 ・後二子古墳の 3基は、 6世紀前半から後半にかけて

築かれた、大型の前方後円墳です。平成 17年に整備が完成して以来、多くの市民の皆

様に親しんでいただいております。

本市では平成 26年度から 3ヵ年計画で大室公園民家園を中心に、前二子古墳の石室

副葬品を再現することなどを目的に実施してきた「前二子古墳石室復元市民プロジェク

トJを継承した『大室古墳の教室』事業を展開しております。

『大室古墳の教室』事業では、体験学習として「小学生 ・夏休み森の考古学教室Jr須

恵器や馬具を作る~匠の教室'""Jを実施し、市民ボランティア協力の基で「おおむろ ・

こふんの藤棚jや民家園土蔵を改装し「大室はにわ館Jを開設しました。このほかに、

「講座・赤城南麓の考古学 2014Jや 「須恵器 ・馬具完成記念考古学講演会j などのメ

ニューを用意しました。

本書の第一部は、古代東国文化サミット~ググッとぐんま ・大室古墳フェスタ~のー

っとして、平成 25年 11月 2日(土)に前橋市総合福祉会館おいてシンポジウム『東

アジアから見た前二子古墳』の開催結果を収録した記録集です。シンポジウム開催にあ

たっては、国立歴史民俗博物館名誉教授 ・大阪府立近つ飛鳥博物館館長の白石太一郎先

生をはじめ、宮崎大学名誉教授の柳津一男先生、専修大学教授の高久健二先生、 公益財

団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団理事の右島和夫先生には大変お世話になりました。

第二部の資料集には、明治 11年の調査で出土した前二子と後二子古墳石室の未発表

資料を掲載しました。明治 11年の調査は、明治政府の命令による陵墓探索の一環で、

群馬県と西大室村が総力をあげて前 ・中・後二子古墳石室の解明に努めました。陵墓と

しての認定はされませんで したが、出土品はすぐに公開され、全国津々浦々 から 5000

名を超える見学者を迎えることができました。また、英国外交官アーネスト ・サトウ氏

の調査より国外にまで成果が伝えられました。

最後に本書の刊行にあたりまして、文化庁、群馬県文化振興課、群馬県教育委員会文

化財保護課をはじめとする多くの関係機関や関係者にお世話になりました。今後も多く

の皆さんのご支援をいただきながら、大室古墳群を核とした様々な魅力ある事業を展開

して行きたいと思います。

平成27年 2月 71::1 

前橋市教育委員会

教育長 佐 藤 博 之
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l 本書は、平成25年11月2日(土)に前橋市総合福祉会館おいて開催したシンポジ

ワム「東アジアから見た前二子古墳jの発表をまとめた記録集を群馬県文化振興課の許

可を得て再版したものである。

2 本書には明治11年、平成3、4、14年に実施した前二子 ・後二子古墳石室調査資料

についてもあわせて掲載した。なお、明治11年調査資料は本書で正式に公表するもので

ある。

3 本書の編集は前原豊(前橋市教育委員会文化財保護課)が行った。原稿執筆は、

杉山秀宏(公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団)と前原があたった。

4 講演およびシンポジウムの文章化については、主として岩丸展久(前橋市教育委員

会文化財保護課)が、一部を小林 徹(群馬県文化振興課)が行った。

5 本書の作成にあたっては、倉地啓仁、小川卓也、伊藤孝子、大塚美智子、佐藤佳子、

武井洋子、竹内るり子、戸丸澄江、柴崎まさ子、 内藤貴美子、商í~津弘幸、 峰岸あや子、

吉田真理子の協力があった。なお、掲載した石室 ・出土品 ・絵図写真は、たつみ写真ス

タジオ、表紙写真は綱島 徹氏(上毛新聞社)の撮影による。

6 本書に掲載した『西大室村古墳出土祭器現形之図』は、群馬県立歴史博物館所蔵品

のため引用・転載にあたっては、群馬県立歴史博物館の許可を得る必要がある。

7 本書に掲載した 『群馬県陵墓図』は、増田一裕家蔵本のため引用 ・転載にあたって

は、 「増田一裕家蔵本『群馬県陵墓図~ Jと出典を明記する必要がある。

8 本書に掲載した f前二子古墳、中二子古墳、後二子古墳、伊勢山古墳に関連した絵

図 ・古文書」は、斎藤 忠編著1979W日本考古学史資料集成 2 明治時代 l~ 斎藤考

古学研究所を転載した。
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PL.1 大室公園と大室古墳群
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PL.2 前二子古墳の石室
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PL.2 前二子古墳の石室
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PL.3 前二子古墳の石室
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PL.4 前二子古墳石室出土の副葬品 (1)
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PL.4 前二子古墳石室出土の副葬品 (1)
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PL.5 前二子古墳石室と墳丘出土の副葬品 (2)
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PL.6 前二子古墳石室出土の副葬品 (3)
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PL.7 前二子古墳石室出土の副葬品 (4)
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PL.6 前二子古墳石室出土の副葬品 (3)
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PL.7 前二子古墳石室出土の副葬品 (4)
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PL.8 後二子古墳の石室
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PL.8 後二子古墳の石室
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PL.9 講演会とシンポジウムの様子(1)

１ 前橋市 山本 龍市長のあいさつ

２ 大阪府立近つ飛鳥博物館館長 白石 太一郎氏の記念講演



PL.10 講演会とシンポジウムの様子(2)

１ 白石 太一郎氏の講演 ２ 右島和夫氏の講演

６ パネルディスカッションのようす

３ 高久健二氏の講演 ４ 柳澤一男氏の講演

５ 前原 豊氏の基調講演

７ 前二子古墳石室出土の土器 ８ 市民プロジェクトで制作された馬具
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Pし 11 明治 L1年右室出上品 (前二子占噴 ・後二 許庁境) (l ) 

11 

凶

ー

電.

-a 
..， 
』



唱【
). 

'..，・

-e、.

..， 
N 

~ 

.・、、

~ 
H 

由
利

2 

~ 

." 
四

PL 12 明治1l年Zi"!主出土品 (前二子古瓜 ・後二子背広o (2) 
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Pし13 明治 11年石室出土品 (前て子出・墳 ・後て子凸・境) ( 3) 
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Pし14 明治 IL年石室出土品 (前一子古墳 ・後て子占噴) (4) 
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第 1部記録集

シンポジウム
『東アジアからみた前二子古墳』

須恵器小像付筒形器台 (明治11年前二子古墳出土)





古代東国文化シンポジウム 記念講演

前二子古墳の営まれた時代一 6世紀初頭の畿内と東国一

白石太一郎

(国立歴史民俗博物館名誉教授 ・大阪府立近つ飛鳥博物館館長)

はじめに みなさん、おはようごぎいます3 た

だ今ご紹介いただきました白石でございます。

本日のシンポジウムで取り上げられます前

橋市の大室古墳群の前二子古・墳につきまして

は、半世紀以上前になりますけれども、確か大

学2年生、ちょうど‘二十歳になったばかりの頃

でありますが、関西から群馬の古頃を見学に参

りました。その時、確か午前中に総社の古墳を

見学して、午後に上毛電鉄の新屋駅から歩いて

大室古墳群に来ました。それで、タ京IJ新屋駅に

帰り着いたときは真っ暗だったという記憶が

ございます。とても懐かしい思い出です。

その後、昭和 60年代に入りまして、前橋市

がこの前二子、中二子、後二子の3古墳を中心

とした大室古境群を中心とする大室公閣の整

備事業を 10数年間という長期計画で実施さ

れました。私は、その頃千葉県の佐倉にござい

ます国立歴史民俗博物館にいましたが、この大

室公闘史跡整備委員の一人として、最初からほ

ぼ最後まで 10数年間お手伝いさせていただ

くことができました。皆さんもよくご承知のよ

うに、赤;賊南麓のすばらしい環境の中にこの古

墳群は所在します。これは私だけではなく 、他

の整備委員会の先生方も全く閉じ意見でした

が、目をむいたような古墳の復元 ・整備はここ

ではやらない方がいいだろうと、むしろ自然環

境を活かした形での整備をした方がよいので

はないかというのが、整備委員の一致した怠見

でございました。前橋市さんのご努力もありま

して、各地にこういう史跡公闘が数多くありま

すが、とりわけ環境と調和した、格調の高い古

墳公闘になったことを大変喜んでおります。

今日は、「東アジアから見た前二子古墳j と

いうことで、この大室古墳群の3つの後期の大

きな前方後円墳のうち、最初に営まれた前二子

古墳が中心的なテーマです。それを、特に東ア

ジアの視点で考えようという 、きわめて興味深

いテーマで、す。 しかし、この問題を考えるため

には、まず何よりも先に、この古蹟が日本の古

墳の中でいったいどのような位置を占めるの

かということ、また、さらにその古墳が営まれ

た時代が日本の古代史の中でどのような時代

であったかを理解しておいていただく必要が

あると思われます。10年ほど育ilに歴博をやめて

35 

関西に帰りまして、その後こちらの古墳の勉強

をしておりません。そうした最新の情報につい

てはシンポジウムで先生方がいろいろお話し

になると思いますが、布、にはそうした新しい情

報をお話しすることはできません。非常に大ざ

っぱな話になりますけれども、前二子古墳の営

まれた時代、 6世紀初頭頃の畿内と東国という

ζ とで、お話をさせていただきたいと思ってお

ります。

この前二子古墳、おそらくこれは6世紀の初

頭頃の古墳と考えてよいと思いますが、それに

次いで中二子古墳が 6世紀の中頃、そして後二

子古境が 6世紀の終わり頃というように約 1

世紀問、 3代続いて墳丘長が 100m前後の大前

方後円噴が営まれるわけです。こうした古墳時

代後期の前方後円墳が代々営まれた古憤群は

関東各地にたくさんありますが、それらの中で

も代表的なものであります。特に、先ほどお話

しがございましたけれども、前原さんらのご努

力によりまして発掘調査が行われ、 3古境の実

態やこの古墳群の形成過程などがはっきりわ

かっています。その点からも、関東の後期の大

型古墳群の中でもとりわけ重要な古墳群で、あ

る二とは言 うまでもありません。

ここではまず第一に、この古墳群で最初の古

墳である前二子古墳が営まれた時代、6世紀初

頭頃というのが、古墳時代の中でいったいどう

いう時代で、あったのか、これをまずお話しさせ

ていただきます。それから、次にこの時代の畿

内の大王とこれら東国の豪族との関係、これを

考える上にきわめて貴重な資料が、すぐお隣の

埼玉県の稲荷山古墳から出ています。稲荷山鉄

貧1)ですね。この稲荷山鉄貧1)とその銘文から、当

時の畿内の大王と東国豪族の関係を考えてみ

ます。その上で、6世紀の東国豪族の性格を、

上毛野全体の肯墳のあり方から考えてみたい

と思っております。

私の資料は、 49貰から 52貰までです。49

頁以下の図面を適宜ご覧いただければと思い

ます。

それではまず、前二子古境が営まれた時代が

古墳時代の中でどういう時代であったかとい

う問題ですが、私は、古墳時代に大きな画期が

2つあったと考えております。まずこの古墳時



代の 2つの大きな画期についてお話させてい

ただきたいと思います。

1 古墳時代の二つの大きな画期 古墳時代と

いうのは、皆さんよくご承知のように、前方後

円墳を中心とする巨大な古墳が日本列島各地

で営まれた時代です。最近の研究では、だいた

い3世紀の中頃から6世紀の終わりくらいま

で約 350年間前方後円墳が造られ続けます。古

噴自体は、その後もしばらく造られますけれど

も、前方後円墳は6位紀末ないし7世紀初頭で

一切造られなくなります。私は、この前方後円

噴が造られた時代を古墳時代と理解するのが

いいのではないかと考えています。

前方後円墳は、 7世紀の初頭、ちょうど推古

朝ぐらいで造られなくなりますけれども、大型

の円債や方境、あるいは見事な横穴式石室など

はしばらく造られ続けます。この時代は、政治

史でいう飛鳥時代に相当いたしますので、もう

古墳時代と捉えないで、飛鳥時代と捉えたほう

がよいのではないかと考えております。

いずれにしても古墳時代というのは、日本列

島各地に非常に大規模な前方後円墳が営まれ

た時代ということになります。この時期は、結

論的に申しますと、日本列島各地の有力な政治

的首長、豪族といってもいいのですが、日本列

島各地の有力な政治的首長たちが、のちに大王

あるいはさらに後には天皇と呼ばれることに

なる畿内の大首長を中心に政治連合を形成し

ていた時代と捉えられています。文献による古

代史の先生方はこれをヤマト政権と呼んで、お

られます。古墳時代というのは、このヤマト政

権と呼ばれる政治連合が形成されていた時代

と捉えられているわけです。畿内の大首長を中

心に政治連合を形成していた円本列島各地の

首長たちが、その首長連合の中での身分秩序に

応じて大小さまぎまに前方後円境あるいはそ

れ以外の古墳を造っていたと考えられており

ます。

ですからこの時代は、そうした首長連合 ・政

治連合の体制から、畿内のヤマト王権を中心と

する中央集権的な国家が徐々に形成されてい

く段階です。ただ首長連合体制といっても、 350
年間同じような体制が続いているわけではな

いのでありまして、簡単にいえば、次第に中央

の畿内勢力の力が強くなる、大王を中心とする

中央集権的な体制へと進んでいくわけです。そ

ういう首長連合体制から中央集権的な古代国

家が形成されていく 、まさに激動の時代で、あっ

たのです。

いくつもの人ーきな画期がその中に見い出さ
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れるわけでありますが、先に申しましたよ うに、

私はその中に 2つの大きな画期があると考え

ています。そのひとつは、前方後円墳が造られ

はじめて約 1世紀たった頃、 4世紀の後半に、

きわめて大きな回.期があったと思っておりま

す。

これは、皆さんもよくご承知だと思いますが、

4世紀になりますと 、中国の北や酉の方にいた

遊牧騎馬系の民族ですね、何奴とか鮮卑とか、

五つの種族を五胡といいますが、これが中国本

土に侵入してまいります。そして、中国の漢人

の王朝、当時は晋といいましたが、晋は南に落

ち延びて、今の南京、当時は建康(けんこう)

といいましたが、建康に都を遷して中国の南半

分を支両日するにすぎなくなる。北半分は、そう

した遊牧騎馬系の五胡と呼ばれる民族の支配

する世界となり 、五胡が入れ替わり立ち代り王

朝を建てたり滅ぼしたりするわけです。これを

五胡十六国とH手びます。中国は、いわゆる南北

朝時代を迎えることになります。

この北方民族の南下、民族移動の大きな波は、

当然中国の東の方のt世界にも影響を及ぼすわ

けであります。五胡のひとつの鮮卑族(せんぴ

ぞく)は、朝鮮半島の北から中国東北部に大き

な勢力を持っていた高句麗を攻めるわけです。

そして、高句麗はそれに大賢官L、たしまして、当

時の王様、故国原王(ここくげんおう)のお父

さんの美川王(びせんおう)の基が暴かれて、

その屍が奪われてしまう。さらに、美川主の奥

さん、敵国原王から見ればお母さんが鮮卑に人

質として散られてしまう。そして、5万の男女

を奪われたと書いてあります。要するに、高句

麗が鮮卑に襲われ、攻撃されて、多くの国土と

人民を失うわけです。

そこで高句麗は、北で失ったものを南で問復

しようとする。もちろん高句麗は、それ以前か

ら南に勢力を伸ばそうという政策を持ってい

ましたが、北方民族の鮮卑に膨大な領土を奪わ

れて以降は、南下策を積極的に進めるわけで、あ

ります。当時朝鮮半島の南の方には、既に新羅

や百済、さらに日本列島に近い南の地域には曲11

耶諸国など、小さい原生国家がたくさん残って

いたわけですが、そういう南の百済や新羅、さ

らに伽耶諸国などは、まさに国家存亡の危機を

迎えるわけです。

このとき、新羅はとうてい高句麗に対抗する

ことはできないということで、早く高句麗lこ降

って、なんとか生き延びようとする。

それに対して宵済は、あくまでも軍事的に高

句腿と対決しようとするわけです。このとき百

済が伺をつけたのが、朝鮮半島の南にある倭国



ですね。ここは、当時としてはまだ遅れた地域

ですが、人口は栂当いたことは間違いない。こ

の倭国に目をつけて、倭国に好を求めてくるわ

けですの倭固と同盟を結んで‘、倭国を高句麗と

の戦いに巻き込もうとするんですね。

その辺の状況は、詳しくお話しする時間はご

ざいませんが、倭国も当時きわめて重要な鉄資

源を朝鮮半島に頼っていたこともあって、朝鮮

半島の情勢には大きな関心があるわけです。そ

ういうことで、倭国は、百済の誘いにのって、

ここに百済と倭国の同盟が成立するわけです。

この辺の経緯は、ずっと後の 8世紀に編纂され

た『日本書紀』の中に、部分的に司確かな史料に

基づいて舎かれている部分がある。中でも神功

皇后紀には、百済系の史料に基づいて文章を作

っているところがあって、その辺は割り合い{言

憲性が高いわけです。そこに、倭国と百済の同

盟が成立した経緯が書‘かれています。

こうして、 4世紀の半ば過ぎに倭国と百済の

同盟が成立するわけですが、それを記念して百

済の王家からヤマ トの倭国王に対して贈られ

た鉄剣が残っています。皆さんもご存知と思い

ますが、現在も奈良県の石上神宮に残っている

七支刀という 、先が七本に分かれた鉄剣、これ

に銘文があります。その銘文の解釈については、

研究者の意見は部分的に違うところはありま

すが、大きくは一致しておりまして、これは倭

国との問盟の成立を祝って百済主の太子であ

った後の貨須主から倭主に贈られたものであ

ることが、銘文から知られます。そういうモノ

資料も残っておりますので、これは、まず歴史

的事実であると考えて差し支えないと思われ

ます。

そういうことで、倭国も4世紀の後半になり

ますと、東アジア世界の大きな動乱に巻き込ま

れるわけです。そして、百済の要請を受けて朝

鮮半島に出兵して、高句麗と鉾を交える、戦う

ことになります。

ただ、これも皆さんご承知のように、『醜志』

倭人伝には 「牛馬なしj と書いてありますが、

これはどうも事実で、あったようで、弥生H寺代か

ら古境時代の前半期に倭国には、馬はいなかっ

た。高句腿の騎馬車問と戦争するには、 何とし

ても騎馬戦術を身につけなければならない。そ

うしないと戦争にならないわけです。

そういうことで、倭国は、急いでまさに泥縄

で騎馬戦術を学ぶ、馬の文化を受け入れようと

した。これには、当然百済も自国の存亡がかか

っておりますから、百済も、さらに百済の影響

下にあった伽耶諸国も、積極的に倭国に対して

馬の文化を教えてくれるわけです。たくさんの
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工人を倭国に派遣して、日本列島で馬具を生産

する。それから、馬がいないので、馬そのもの

を生産しなければいけない。各地に大きな牧を

作って、馬を生産する。そして、そういう海を

渡って倭国にやってきた朝鮮半島の馬具作り

の技術者の影響は、当然馬具作りだけではなく

て、倭国の金属加工その他さまざまな技術に大

きな影響を与えます。

たくさんの人びとが、朝鮮半島からやってく

るということは、その影響は単に生産技術だけ

にとどまらない。その他様々なところに影響が

及ぶことになります。まず倭国で本格的に文字

が使用されるようになるのは、大体この頃以降

なんですね。後でお話しいたします稲荷山鉄剣

の銘文も、長文の銘文が鉄東IJに象眼されている

わけですす人これなども 5-世紀後半のものです。

5世紀以降になって倭人たちも文字を使いζ

なせるようになるわけです。

それから、当然様々な学問とか思想なども、

倭国にとうとうと入ってくることになります。

また、例えば焼き物でも、この会場に須恵器

が並んでおりますが、こういう lOOOOC以上の

高い温度で、構築した窯で焼く焼き物を須恵、器

といいますが、これの生産技術なども4世紀の

終わりごろには朝鮮半島から伝えられること

になるわけで、こういう朝鮮半島の優れた技術

や文物や文化が倭閣にもたらされることにな

るわけです。

私は、これは非常に重要なことだと思ってお

ります。そういうたくさんの百済や、あるいは

伽耶諸国から渡来人たちが日本にやってきて、

様々な先進的な生産技術などを教えてくれる。

それから倭人たちも、基本的には戦争のためで

しょうが、海を渡って、向こうで様々なものを

見たり、学んだりして帰ってくる。その結果、

ようやく倭国も東アジアの文明社会の仲間入

りを果たすことになるわけです。

もちろん、倭国はそれ以前の邪馬台国時代に

も、あるいはそれ以前にも中国に使いを送った

りしています。中国や朝鮮半島と交渉がなかっ

たわけではありません。 しかし、4世紀後半以

降のたくさんの渡来人が倭国に渡って、優れた

技術を教えてくれるようになる、その段階とは

交流の質が違うわけですね。私は、 4世紀の後

半以降、こうした東アジア情勢の大きな変化の

影響を受けて、ようやく倭国も文明社会の仲間

入りを果たすことができるようになったと考

えるわけです。

この、新しい肢術や文化の受容は、当然東国

にも及んでくるわけです。特に東日本では信濃、

長野県や、ご当地の上毛野、群馬県ですね、こ



こには多くの渡来人がやってきて、牧を設置す

る。大きな牧を設置して、そこで馬の生産を始

めるわけです。『延喜式』によると、この東日

本の、特に信濃や上毛野、それから南の方では

上総や下総などにもたくさん牧があったこと

が知られていますが、こういうものは、おそら

く5世紀頃、この地域にたくさんの渡来人がや

ってきて、そうした新しい馬生産の技術を伝え

た、その結果だと思われます。そして、その馬

生産が非常に大規模に行われるようになるわ

けでして、これを契機に東国社会それ自体が大

きく変化することになります。

以上は、文化史的な影響でありますが、この

新しい朝鮮半島諸国との関係は、当然政治にも

影響してくるわけです。資料の3頁目をご覧い

ただきたいのですが、畿内における大型古境の

編年図があり ます。 この図でもお分かりいただ

けますように、それぞれの時期に、他の古墳か

ら隔絶した規模をもった大きな前方後円頃が

あります。古い方では、西暦 250年過ぎだと思

いますが、奈良県桜井市の箸墓古墳といった

280mの大前方後円墳が現われるわけです。こ

の時期の日本列島中を見渡しでも、こんな大き

な古債はほかにみられません。

先ほど申しましたように、古境u寺代というの

は、日本列島各地の首長たちがヤマ ト政権の中

での身分秩序に応じて、大/J、操々に前方後円墳

を初めとする古噴を造っている時代です。そう

いう考え方かちすれば、ヤマト政権と呼ばれる

首長連合の盟主、後に大王 ・天皇と 呼ばれるこ

とになる盟主のお墓は、当然最も大きな前方後

円境ということになるわけです。事実、それぞ

れの時期で、日本列島各地の他の古埴から隔絶

した規模をもっ古墳があります。それは、比較

的容易に見つけ出すことができます。

それはほとんど畿内にある、というか全部畿

内にあるわけですが、古い方からlやしますと、

おそらく一番古い段階では、箸墓古墳がヤマト

政権の盟主、倭国王のお墓と思われ、その次の

段階では、大和古噴群の中の西殿塚古墳、240
mの長さの前方後円墳で、おそらく 3世紀の後

半、これがおそらく 2番目になる。それに続い

て、次は外山 (とび)茶白山古墳、桜井茶臼山

古噴ともいいますが、これはちょっと小さくて

200mの前方後円墳、最近の橿原考古学研究所

の再調査ではこの古墳には少なくとも 81面以

上の鏡が含まれている ζ とが、知られた。これ

は乱掘などの結果か小さな破片となって残っ

ているんですね。その検出状況からいうと、お

そらくもっとあったと恩われるので、どう少な

く見積もっても外山茶臼山は 100面以上の鏡
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を持っていたことは疑いない。そういうことか

らも少し小さいですが、これは大王墓に間違い

ないだろうと思います。それが3番目です。

その次は、メスリ 山古墳で、これは240"-'250
mの大前方後円墳で、これが大王墓であること

は疑いなv'oこれが4番目です。5番目が天理

市の柳本古墳群の中の行燈山古墳¥これは現在

宮内庁が崇神天皇|壌としておりますが、 240m
の大前方後円墳で、これがおそらく 5代田にな

る。それから、次が渋谷向山古墳で、これは現

在宮内庁が景行天皇としておりますが、 310m
ありまして、これは前期の古墳としては日本列

島で最大のものです。

この、箸墓、西殿塚、タト山茶臼山、 メスリ山、

行燈山、 渋谷向山、 この初期の6代の倭国王の

お基がいずれも奈良盆地の東部の三輪山の麓

付近に営まれております。なぜかその後の4世

紀後半には、奈良盆地の東南部には大きな古墳

は造られなくなってしまう。そういう大王墓は

どこに造られたかというと、奈良盆地の北の端

ですね、後に平城京が営まれる地域のすぐ北の

佐紀古墳群に移るわけです。結論だけ申します

と、佐紀古墳群の南のほうに宝来山古墳があり

ます。これは現夜垂仁天皇|凌になっているもの

で、現状では横丘の長さが 230数mで、す。これ

は周りに水を満々と湛えた壕を廻らしていま

すが、この壕の水は、近|止に農業用水として利

用されましたので、水位が上がっているわけで

す。本来の水位はもっと下だったはずで、実際

の大きさはどう少なく見積もっても 240""'"'250
mはあったというふうに私は思っております。

従って、これは大主基と考えられます。それか

ら、その次は、五社神(ごさし)古墳で、これ

は現在宮内庁が神功皇后陵に決めてお ります

が、280m近くあります。おそらく、 4世紀の

後半には、佐紀古墳群に宝来山、五社神古墳の

2代にわたって大主基が造られたと思われま

す。

この佐紀古墳群では、その後5世紀になりま

しでも、 200mを越える大前方後円墳が造られ

続けます。しかし、4世紀の終わりから 5世紀

になりますと、もっと大きな古墳が河内や和泉

に、大阪府南部の古市古墳群や百舌鳥古墳群に

営まれるようになります。そして、大王墓もそ

の中に求められることになります。

私は、大阪平野で最初に造られた大王基は、

河内の古市古墳群に仲ツ山古墳だと思います。

これは現在、応神天皇のお后の仲ツ姫のお基に

宮内庁が決めておりますが、 270数mの大前方

後円墳です。これが、大阪平野に営まれた最初j

の大王墓だと思います。その次は、なぜか古市



から和泉の百舌鳥古墳群に王基が移ります。百

舌鳥古墳群の中の現在殿中天皇陵になってい

る上石津ミサンザイ古墳、宮内庁の測量図で調IJ

りますと 365mで、すが、これもおそらく水位が

大幅に上がっていることは間違いない。本来は、

どう少なく見積もっても 400mはあったと思わ

れる前方後円墳ですね。おそらくこれが仲ツ山

の次になります。

それから次はまた古市古墳群に戻って、現在

宮内庁が応神天皇陵に決めている誉間御願山。

その次は、また百舌鳥古墳群に移りまして、宮

内庁が仁徳天皇陵に決めている大仙陵古墳。噴

丘長が 486mとされていますが、これも当然壊

の水位が上がっておりますから、本来は、 500

mを趨える大前方後円墳であったことは間違

いないと思われます。

このように、少なくとも大仙陵古墳の時期く

らいまでは、比較的容易に大王基と思しき古墳

を見つけ出す、選び出すことができるわけです。

誰が見ても、それがずば抜けて大きいとわかり

ます。ただ、それ以降は古墳は小さくなってま

いりますので、こういう単純な方法で大王基を

抽出することはできなくなるわけです。それは

ともかくとして、 3世紀中葉すぎから 4世紀後

半の段階まで、ずっと奈良盆地に営まれ続けら

れてきた大正墓が、4世紀の終わりごろく らい

から、大阪平野に移ることになるわけで、す。そ

してそれ以降、仲ツ山古墳以降は、大王墓と思

しき古墳はいずれも河内 ・和泉に営まれること

になるわけです。

この大王基が、奈良盆地から大|仮平野に移っ

てくることについては、いろいろな考え方があ

りまして、あくまでも大和に本拠を置く大王家

が、単にお墓だけを大阪平野に移したにすぎな

いという説もあるわけです。ただ、私は、基本的

に古噴というのは、その政治勢力の本拠地に造

るのが大原則だと思います。その原則に立って

考える限り、大阪平野に大王基が営まれるよう

になるという ζ とは、大阪平野の勢力が王権を

掌握した結果と考えざるを得ないわけです。

いずれにしても、大王墓が大和から河内、和

泉という大阪平野南部に移るわけです。ですか

ら古噴のあり方からみても、そこに大きな画期

があることがおわかりいただけると思いますe

ζれが私に言わせますと、先ほどlやしました第

ーの画期にほかならないと思います。 4世紀後

半になって高句麗の南下に伴って、倭国が朝鮮

半島に出兵せざるを得なくなったということ

です。東アジアの動乱に巻き込まれるζ とにな

るわけです。そして朝鮮半島に出兵して、高句

麗と鉾を交えることになったと思います。

39 

こういう東アジアの激動の情勢に、おそらく

邪馬台国以来の宗教的と申しますか、腕術的な

性格の強いヤマトの王権では対応できなかっ

た。そこで畿内勢力の中でそれ以前から朝鮮半

島との外交や、交易などを担当していた大阪湾

岸の和泉や河内南部の勢力が、畿内政権のリ ー

ダーシップを撞るようになったことは、私はむ

しろ当然のことであると思います。

ですから、高句麗の南下に伴う東アジア情勢

の大変化に伴って、倭閏も朝鮮半島に出兵する

ことになる。その第一の画期が、政治的に現わ

れているのが、この大王墓の大阪平野への移動

にほかならないのではないかと考えています。

いずれにしても、これが第一の画期です。基

本的には、それ以前の時代を古墳時代の前期と

いっているわけです。この第一の間期より後を

中期と、 まさに4世紀末から 5世紀を中期?とい

っております。この第一の画期の結果として倭

国は、東アジアの文明社会の仲間入りを果たす

ことになったわけで、多くの渡来人がここ上野

の地にもやってきて、たくさんの牧を営むこと

で、馬の生産を開始する。これは、その後の上

野の歴史に非常に大きな影響を与えることに

なる。それはまさに第一の間期の結果によるも

のなのです。

それから、もうひとつ第二の岡期ですが、こ

れも 3頁目の図をご覧くださし、。この畿内にお

ける大型古墳の編年図を見ていただくと、 5世

紀代の終わりごろから肯墳の規模が急に小さ

くなっていくのがお解りいただけると思いま

す。

それで、ちょうど西暦 500年の線のすぐ上に

古市古墳群の岡ミサンザイ古J長があります。こ

れは、後期の初めのこるですね、この頃から後

期になります。ただ、この古墳はこの時期とし

ては非常に大きな古墳です。結論的にflヨします

と、これは後で触れますが、雄略天皇、ワカタ

ケノレ大王のお墓で、ある可能性が大きいと考え

ています。ほかに雄略天皇陵の候補が見つから

ない、年代的にも雄略天皇の没年と一致してい

ます。これがおそらく雄略陵ではなし、かと思う

んですが、この時期、それ以外大きな古墳は見

られなくなります。

いずれにしても、この雄略朝以降、畿内でも

大きな古撲は、際津の今城底古境、これはおそ

らく継体天皇陵と考えられています。それから

|珂ミサンザイの下の方に、正確な年代はわから

ないのですが、河内大壕古頃がやはり後期の大

前方後円噴です。後期としては、最大の前方後

円墳です。それから、更に6世紀の終わりにな

ると、大和に五条野丸山古墳、かつて見瀬丸山



古墳と呼んでおりましたけれども、 310数mの

大前方後円墳が大和の南部に造られます。これ

らがいずれも大王であることは、まず間違いな
し、。

ですから、畿内でも大主基・だけは大きな占墳

ですが、それ以外の有力な首長たちは、あまり

大きな古墳を造らなくなった、造れなくなった

のですね。このことは、畿内以外の地域と比較

すると、よりはっきりわかります。

例えば、中期の段階、西暦 400年代前半頃の

段階では、吉備地方、岡山県から広島県の東の

方、吉備と呼ばれていた備前、備中、備後、 美

作の地域ですが、この吉備の大首長が、非常に

大きな古頃・を造りました。5世紀初めの岡山市

の造山古墳が 360mあります。それに続けて 5
世紀の前半から中頃には、その少し西の方に噴

丘長 286mの作山古境、これは総社市にありま

す。更に、おそらく 5世紀の半ば過ぎに、墳丘

長 192mの両宮山古墳が岡山市の東に造られま

す。この段階までは、畿内の大王墓に準ずる大

古噴を吉備の大首長が造っていたわけです。

ところが、吉備でそういう大きな古墳が造ら

れるのは、 5世紀の中頃から後半と思われる両

宮山でおしまいになります。それ以降は、最大

のものでもせいぜい 100mくらいになってしま

います。

これは、ご当地の上野でも同じで、5世紀の

前半には太田市の太田天神山古墳、210mくら

いの大前方後円墳が造られます。ですから、こ

の5世紀前半から半ば過ぎにかけては、各地に

そうし、う大前方後円墳が造られるわけです。も

ちろん、大王墓はその頃400mを超える規模で

すから、それよりは小さいけれども、それに準

ずる規模の巨大古噴が日本列島各地に造られ

ていたわけです。

ただ造山古墳は、おそらくこの機内の編年表

でいいますと、上石津ミサンザイ古墳に近い時

期です。上石津ニサンザイ古墳は、おそらく本

来は 400mくらいあったと恩われますが、造山

も360mくらいで、少し小さいだけです。吉備

の勢力に、こんな巨大な古墳を造ることを許し

たというのは、やはり特別な事情があったと思

われます。それ以前の、前期の段階では、おそ

らく畿内以外の地域では、機内の大王墓の2分

の1ないしはそれより少し大きいくらいの古

墳しか造れなかった。この 5世紀前半の造山古

墳の時期は、特別なのですね。

この太田天神山古境などもそうだと思いま

すが、要するにこの時期は、ヤマト政権が朝鮮

半島へ出兵して、朝鮮半島で戦争・しているわけ

ですね。朝鮮半島でそういう戦争を遂行するに
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は、日本列島内の吉備とか上毛野とか、そうい

う有力な地域の大首長の協力が不可欠なので

すね。そうし、う特別の事情があって、この時期、

畿内以外の古墳が 5世紀前半を中心に非常に

巨大化するのだと思います。

それにしても、 5世紀の後半以降には、畿内

以外の地域では、もう大きな古墳は全く見られ

なくなってしまいます。これは、文献による古

代の先生方も明確に指摘しておられることで

すけれども、雄略天皇の時代というのは、いわ

ゆる大王の権威が非常に強くなってきた時期

といわれています。3貰の編年表でも岡ミサン

ザイ古墳の時期|から畿内でも大王墓以外に他

に大きな肯墳はなくなってしまうわけです。

例えぱ、奈良盆地の商南部の葛城地域ですね、

ここには葛城氏という有力な豪族がいたわけ

です。そこでは馬見古境群の大型前方後円墳や

室宮山古墳とか大王謀に準ずる巨大な古墳が

造られていたわけです。ところが、雄略靭くら

いを最後に葛城の巨大な前方後円墳も造られ

なくなってしまいます。これは文献史料でも、

雄略天皇によって結城氏が滅ぼされたことが

『日本書紀』にもはっきり書かれています。

これは、単に畿内だけではなくて、日本列島

のほかの地域でも閉じでありまして、雄略朝頃

に急速に、ヤマト王権の力が強大化したという

ことは、 I:!J"墳のあり方からも疑いありません。

ですから私は、これを第二の画期ととらえます。

まさに文献でいえば雄略天阜の時代ですが、5
世紀の後半を境に、それまでの日本列島各地の

大首長たちとヤマト主権との力関係が大きく

変化するんですね。

最初に、古墳時代というのは首長連合の時代

である、日本列島各地の首長たちが、同盟関係

を結んでいた首長連合の時代だと申し上げま

した。しかし、厳密な意味で首-長連合の時代と

いえるのは、この第二の画期まで、5世紀の後

半まで、それ以降はもう首長連合とはいえなく

なる、ヤマトの主権の力が非常に強くなり 、そ

れに服属する地方豪族という形がはっきりし

てきます。

いずれにしても、雄略朝前後を境に、日本列

島各地の首長たちとヤマト主権との関係が大

きく変化する、これを古噴時代の第二の画期と

考えております。先ほど伸しましたように、第

一の画期以前がだいたい古:境時代の前期、第ー

の画期から第二の画期までが中期になるわけ

ですね。第二の画期以降、推古朝に前方後円墳

の造営が停止されるまでの聞が後期というこ

とになります。

以上ですね、古墳時代にそういうふたつの大



きな画期があった。特にこの2番目の画期が、

これからいろいろ検討いただく前二子古l賞、大

室古墳群とも関係することになるわけであり

ます。

2 有銘万剣からみた大王と地方豪族 この第

二の画期、雄|略朝頃のヤマト王権と地方豪族、

たとえば大室古墳群などを営んだ豪族との関

係を考える考古学的な資料として、古墳がある

んですが、古墳だけではわからないこともたく

さんあります。それを補うものとして、この時

期のヤマ ト王権と地方豪族との関係を考える

上に非常に重要な資料があります。それは資料

の4頁、5頁にあげておりますけれども、ひと

つは埼玉県の稲荷山古墳から出土しました金

象台東の銘文をもっ稲荷山鉄剣ですね。それとも

うひとつは、九州、|の熊本県の江田船山古墳から

出土した銀象阪の銘文をもっ江田船山刀です。

このふたつの長文の銘文をもっ刀剣資料をも

とに、この段階のヤマ ト王権と地方豪族との関

係を考えてみたいと思います。

稲荷山鉄剣は、貧IJの裏表に長文の銘文が金象

畝されています。この銘文をもっ剣が作られた

のは、辛亥の年。結論から申しますとこの辛亥

の年というのは、471年ということで、日本の

研究者の意見はほとんど一致していますが、韓

国の研究者の中には、もう 60年下げて考える

方もおられます。ただ私だけではなく、 日本の

多くの研究者は 471年で間違いないと考えて

います。

辛亥の年、西暦471年、まさに雄略朝ですね。

7月中、記す。ヲワケの匝(しん)。臣という

のは「おみj と読むと、これは後のカバネ制の

臣と、カパネ制が成立しているようにとられる

とまずいので、これは 「しんj、自分のことを

へり くだるということで、ヲワケの「しんJと

読むのがいいと思いますが、オワケの臣、この

人がこの寅IJを作らせたわけです。このヲワケの

上組、名はオホヒコという。その児、名はタカ

リのスクネ、その児、名はテヨカリワケ、その

児、名はタカヒシワケ、その児、名はグサキワ

ケ、その児、名はハテヒ。

裳に移りまして、その児、名はカサヒ ヨ。そ

の児、名はヲワケの臣ですね。この刀を作らせ

たヲワケが、 8代位遡った上祖ヲワケに始まる系

譜をこζ に繭いあげているわけです二 ヲワケの

一族は、代々、杖刀人 (じようとうじん)のか

しらとなり 、杖刀人というのは、刀を杖つく人

と書いてあるわけですが、これは刀を持って大

王の宮を警護する、そういう武人を言ったのだ

ろうといわれています。杖刀人のかしらとして
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奉事し来たり今に歪る。大王に仕えて今日に歪

っていると。ワカタケル大王の寺ですね、ここ

に出てくるワカタケノレ大王というのは、日本書

紀、古事記に雄略天皇、fワカタケノレノスメラ

ミコトj と番かれている、まさにそれと一致す

るわけです。これが雄l略天皇であることは、年

代からも疑い得ない。寺というのは、役所とい

う意味です。雄略天皇の宮、役所が斯鬼宮(し

きのみや)にあるとき。雄略の宮は、古事記、

日本書紀では、泊瀬朝倉宮(しきあさくらのみ

や)ということになっていますが、その泊瀬朝

倉というのは、奈良県のl磯城地方、磯城上郡に

あるわけです。 したがって、古事記、日本書紀

にいう、泊瀬朝倉宮のことをここでは斯鬼宮と

言っているわけです。ワカタケノレ大王の寺、斯

鬼の宮にあるとき、吾というのはヲワケですね、

天下を左治し、天皇が天下を治めるのをお助け

したということです。天下を左治し、この百錬

の利刀を作らしめ、わが奉事の根源を記すなり

と。雄略天皇が、斯鬼宮においでになったとき

に、自分は雄l略が天下を治めるのをお助けし、

そのことを記念して、この練りに練ったよい刀

を作らせ、自分と自分の一族が、大主に仕えて

きた奉事の根源、をここに書くんだと いうこと

で、 この文章の意味自体はそう難かしくはない

ですね。

問題は、 ここに出てくるヲワケ、この剣を作

らせたヲワケというのは、 一体例者かというこ

とですね。これにつきましては、銘文が見つか

った当初から、ふたつの意見が対立しておりま

す。

そのひとつは、まさにこの稲荷山鉄貧IJを出土

したよ奇玉稲荷山古噴、埼玉県行岡市にある埼玉

古墳群の中で最初に営まれた大前方後円墳で

ある稲荷山古墳の被葬者、すなわち武蔵の大変

肢がヲワケにほかならないというものです。そ

れは、国立歴史民俗博物館の初代館長をしてお

られた井上光貞先生のお考えです。井上先生は、

若い頃非常に有名な論文を書いておられます。

これは、天皇に仕えた舎人ですね、天皇の警護

をしたり 、その身の回りのお世話をしたりする

舎人ですね、この舎人の起源を文献史料から論

じられたものです。舎人というのは、もともと

古墳時代に東国の豪族の子弟を大和に上番さ

せて大主の宮を警護させていた、これが舎人の

起源、にほかならないというものです。

井上先生にしてみれば、まさにこの若き日の

論文を実証する資料が出てきたわけですね。東

国の大豪族の古墳‘から、こういう銘文をもった

鉄刀が出てきて、そこには、杖刀人の頭として、

ヲワケという人の名前がみられるわけですね。



このヲワケが東国から上番して大王の宮を瞥

護する武人たちの頭として仕えて今日に至っ

ていると書いてあるのですから、井上先生とし

ては、若き日の自分の論文がまさにこの資料に

よって実証されたというふうにお考えになっ

たのは当然だと思います。

私は、千葉県の佐倉市に国立膝史民俗博物館

ができますときに、その準備室室長であった井

上先生から歴博創りを手伝わないかと呼んで

いただきまして、文部省の中にあった準備室で

井上先生と一緒に仕事・をしておりました。ちょ

うどその頃銘文が見つかったんですね。ですか

ら、その時の井上先生のお気持ちは非常によく

わかる。たいへんお喜びになり、積駆的にシン

ポジウムなどにも参加され、自説を展開されま

した。布、も、損掘り葉掘りこの古境の年代とか

いろいろ考古学上の問題についてご質問を受

けたことを覚えております。先生が、まさに自

分のお書きになったことが実証されたと理解

されたことは、ある意味では当然ではないかと

も思われます。

ところで、この新発見の銘文を解読されたの

は、当時京都大学におられた岸俊男先生や奈良

文化財研究所におられた問中稔さん、あるいは

狩野久さんらです。そのお一人の岸先生が、井

上先生の説に疑問を提起しておられます。それ

はどういうことかというと、ひとつは、ヲワケ

は菩天下を左治しと書いである。雄略天皇が、

天下を治めるのをお助けしたと書いてあるわ

けですね。いくら何でも東国の豪族が、杖万人

という大王の宮を響護するリ ーダーとして上

番していたとしても、こういう表現をするだろ

うかということですね。

それからもうひとつは、このヲワケの上祖は

オホヒコとなっています。『日本書紀』にオホ

ヒコ系諮というのが残っておりまして、二の時

代にはいくつかの有力な豪族が自分たちは組

先を共通とする同族なんだとして、擬制的な同

族関係を形成しているんですね。そうした代表

的な同族系譜に、このオホヒコ系譜がある。二

のオホヒコを上祖として、その子孫に有名な阿

部氏ですね、軍事的に活躍する阿部氏とか、膳

氏とか、多くの豪族が含まれているわけです。

岸先生が注目されたのは、そのうちの阿部氏

です。というのは、この稲荷山鉄剣を出土した

稲荷山古墳のある北武蔵には、のちに郡司にな

る有力な豪族の中に、丈部(はせっかベ)とい

う部を地方で管理していた丈部直(はせっかベ

のあたい)がみられる。その丈部というのは、

実は阿部氏が軍事的な役割を果たすために必

要な人的資源や、あるいは経済的資源を確保す
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るために設定された部、これが丈部にほかなら

ない。その丈部直、地方に置かれていた丈部を

その地域で統括 していた丈部直を名乗る豪族

が北武蔵に多いということから、このヲワケと

いうのは、例えば阿部氏のような中央で軍事を

司っていた有力豪族の族長と考えた方がいい

のではないかというのが、岸先生のお考えです

ですから、このヲワケを地方豪族、すなわち

武臓の豪族と考えられた井上先生に対して、岸

先生はそうではなくて、このy!11は畿内の大家族、

ヤマト王権の中で軍事を担当 していた大家族

が、その大哀-族の軍事にかかわる仕事を東国に

おいて助けてくれている有力な武蔵の家族に

与えたものと考えた方がいいのではなし、かと

考えられたわけです。

これについては、今でも両方の考え方が対立

していますが、私はこの問題を解決するには、

これと非常によく似た性格の銘文をもった鉄

刀、ほぽ閉じ時期の鉄刀がもう一本江田船山古

墳で‘見つかっています。これと一緒に考えるの

が有効だろうというふうに考えています。

この鉄刀は、熊本県の北の方、玉名市からか

ら菊池川を少し遡ったと ころの清原 (せいばる)

古墳群の江悶船山(えたふなやま)古墳という

60m余りの前方後円墳から出たもので、こちら

は刀です。東京国立博物館の考古展示室に展示

されておりますが、その鉄刀の棟の部分の非常

に細いところに小さい字の銀象朕銘がある。銀

ですからすぐ黒くなってしまうので、 何度も研

いでいるうちに、いくつか字が消えてしまい、

読めないところ、残っていないところがありま

す。東博では、 この鉄刀を窒素ガスケースに封

じ込めて保存をはかるため、最終的な調査 ・検

討をされました。私も、そのお手伝いをいたし

ましたが、そのときに文献の方からは奈良大学

におられる東野治之さんが加わられ、最終的に

この銘文を検討されました。

その東野さんが読まれた釈文をそこに示し

ております。読み下し文も東野さんのものです。

「突の下治らしめし獲口口口歯大主J、これは

先ほどいいましたように、何度も研いでるうち

に、飛んでしまって 3字がわからなくなってし

まったんですね。最初これはわかりませんでし

たので、何か最初に獣偏の文字がある。それか

ら四宇目に歯というような字がある。それで、

最初はこれを反正天皇、f峻口口口歯大王j と

読んでいたんですね。ところが、稲荷山鉄剣銘

が知られた結果、稲荷山鉄剣の大主名と同じで

あることがわかった。ワカタケノレ大王で、あるこ

とが、 初めてわかりました。

「天の 卜?台らしめし獲口口口商大王の世、典



曹に奉毒r.せし人、名は元利豆 (ムリテ)J。これ

は東野先生の読み方で、普通はこれを「奉事せ

し典曹人Jと読んでいます。東野先生は、最後

のところに f力を作る者、名は伊太和、書:する

者は張安也Jとあり 、それと対にして、「典留

に奉事せし人、名はムリテ」と読んだ方が読み

方としてはよいだろうと言っておられます。た

だ多くの人は、「奉事せし典曹人Jと読みます。

「杖刀人j に対して「典曹人Jと読んだ方がい

いだろうということでしょう。「奉事せし入、

名はムリテ、八月中、大いなる鉄釜を用い、四

尺の延刀を井わす。八十たび練り、九十たび振

っ。三寸上好の刊刀なれ 此の刀を服する者は、

長寿にして子孫洋々、口思を得る也J。三思で

しょうね、非常にいいことがたくさんあるとい

う。そして、「其の統ぶる所を失わずj。その支

配する土地と人民を失わない。「刀を作る者、

名は伊太和、書する者は張安也J。張安という

のは、これは朝鮮半島にはあまり見ない名です

から、恐らく中国系の渡来人が、この雄略の宮

にいたのではないでしょうか。

いずれにしても、ここでは、ムリテ(元利豆)

という人が刀を作らせているんですね6 そして、

このムリテは、ヲワケが杖)J人であったのに対

して、この人は典曹人だ、ったのですね。曹とい

うのは役所のことですね、典というのは総べる、

統括するとしづ意味ですから、役所を統括する

人という意味で、すね。だから、文人であると理

解されていますが、読み方によるとこの雄略天

皇の宮を統括していたような、非常に高い身分

の官人といいますか、有力豪族であるとも読め

るわけですね。そのムリテが、これを作らせた

というふうiこも読み取れるわけです。

江田船山鉄刀の場合も稲荷山鉄剣の場合と

閉じように、このムリテについて肥後の豪族で

あるという説と、やはり畿内の大豪族と考えた

方がよいのではなし、かという説が対立してい

ます。問題は、 ζの鉄刀を出した江田船山古憤

ですが、その担葬施設は横口式の石棺式石室で

す。横に入口を持った横穴式の埋葬肱設で、追

葬が可能で、 何人かの人が合葬されているよう

です。たくさんの銅鏡や甲骨、刀剣、 それに金

銅製の冠や帯金具や沓など見事な金銅製装身

具などが出土しています。金銅製装身具には百

済系のものが多いようですが、時期もさまぎま

です。そして、これは学術調査でなくて、明治

年間に地元の人たちが掘ってしまったので、出

土状況などもよくわからない。ただ幸いなこと

に、出土品はほとんど全部東京国立博物館に保

存されています。

結論的にいうと、この古墳の石室からは耳飾
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りが三組出ています。そのことから、私は三人

の葬者が葬られていたと考えていいのではな

いか、その目で見ると、造物も古柚のものと新

禍ものと、さらにもっと新しい最新相のものと、

3相くらいに分けることができます。だいたい

古相の造物は5世紀の後半くらい、新相の遺物

は6世紀の初めくらい、最新相のものがだいた

い6世紀の前半くらいと考えてよいのではな

いかと、私は思います。

次の問題は、江田船山古墳から鉄刀だけでも

14本見つかっておりますが、この銀象献銘大刀

が、この 3人の被葬者のうちどの被葬者の持ち

物であるかということになるわけですね。この

銘文をもっ刀は、ちょっと特殊な型式の万なん

ですね。これは、棟の部分に銀皐盤で文字が書

き連ねられておりますが、その柄に差し込む茎

の部分と刀身との境の部分、関(まち)といい

ます、下から約 20cmのところに闘があります

が、その関のところにくり込みがある。それか

ら、関から刀身の一番元のところに、そこはま

わりに銀象献を施して花の形を表わしていま

すが、その中央を扶っているんですね。これは、

錦l本孔といってこ ζ に孔をうがったものがあ

るのですが、銀象限銘大刀まさに二の鍋本孔が

あるんです。

こういう特徴のある刀は、大阪府の古市古墳

群の峯ヶ塚古墳ですね、 5世紀末架から 6世紀

初頭くらいの立派な前方後円境があります。そ

二から見事な倭風のJ存えの大刀が何本も出て

きているわけで‘すが、その中に同じように鋪i本
孔をもち、関に方形の快込みをもったものがあ

る。これはまさに6世紀初頭くらいの時期のも

のなんです。ですから、この銀象保大刀のそれ

自体の刀身の型式からいっても、これはやはり

5世紀後半の古相の遺物までは上がらない、ま

た最新相までは下がらない、恐らく新相の6世

紀初頭の遺物を伴う 2番目の被葬者の持ち物

と考えてよいでしょう。だから、江田船山の有

銘鉄刀は、この古蹟の最初の被葬者、まさにそ

の人のためにこの古墳が造られた墓主の持ち

物ではないんですね。

このことは、実は稲荷山鉄剣にもいえること

です。稲荷山鉄剣は、稲荷山古境の墳頂部の磯

榔から出上したものです。二の古墳の後円部の

墳頂では粘土榔と磯榔のふたつの埋葬施設が

見つかっています。それは、後円部の墳頂平坦

部の端のと ころから見つかっています。そのう

ちの牒榔から出たものです。非常に浅いところ

からです。その稲荷山古墳の後円部の中央部の

真ん中の深いところは、まだ蜘られていないん

ですね。報告書を見ますと、数 10cmは掘って



あります。それは、横の非常に浅いところから

傑榔と粘土榔が出てしまったので、真んlやは深

く掘られなかったのだと思います。稲荷山古墳

というのは、墳丘長 120mくらいの大前方後円

墳です。その中心的な埋葬胞設は、竪穴系のも

のであるとすると、墳頂部から恐らく 2m以上

の深さの大きな墓墳を掘って、その底に中心的

な埋葬施設が営まれていると考えられる。私は、

稲荷山古墳の中心的な被葬者、最初の被葬者の

埋葬施設は、まだ後円部の中央部深くに眠って

いると考えております。

この稲荷山古墳の造営年代は、くびれ部出土

の多量の須恵器から 5世紀後半であることは

疑いないと思います。ところが、稲荷山鉄寅IJと

一緒に出てきた馬具のセットの中に3鈴の鈴

杏葉、 3つ鈴がついた鋳銅製の杏葉、馬具の下

げ飾りがあります。それは他の古噴の例では、

6世紀の初めくらいにみられる型式であり ま

して、従って稲荷山古墳の稲荷山鉄演IJを出した

礁櫛というのは、やはり 5世紀終り 6世紀初頭

くらいに、そこに追葬された人の埋葬施設と考

えるほかない。

そう考えてよいとすれば、稲荷山鉄寅IJもまた、

江田船山鉄ノJと同じように、まさにその人のた

めにその古墳が造られた基主の持ち物ではな

いんですね。 そこに 20~30 年後に追葬された

人の持ち物ということになります。

そのことを重視しますと、井上先生の説は稲

荷山鉄貧IJが武蔵の大古墳の墓主の持ちもので

あることが大前提ーとなっているわけですから、

これはやはり、岸先牛のお考えに賛成せざるを

得ないということになります。稲荷山鉄剣を作

らせたオホヒコも、江田船山を作らせたムリテ

も、それぞれ武肢の大豪族あるいは肥後の大豪

族ではなくて、これはやはり畿内の大豪族であ

ると思います。

その場合面白いのは江田船山古噴ですが、二

の古墳からは、冠とか沓とか見事な金銅製の装

身具が出ています。冠だけでも三組あって、古

摘の造物を持った被葬者、新相の造物を持った

被葬者、lliWr相の遺物を持った被葬者、それぞ

れのものです。それらは、すべて朝鮮半島系の

装身具です。一番古いものは百済系、その後の

ものも百済や伽耶の影響が考えられるもので

す。

他の日本の古墳であまり見ない朝鮮半島系

の見事な金銅製の装身具を畳富に持っている

二とから、江間船山古墳の被葬者は、恐らく朝

鮮半島との受渉 ・交易に活躍した有明梅沿岸の

豪族であると考えられますa この時期には、九

州でも玄界灘沿岸の勢力ではなくて、むしろ有
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明海からその南の八代海沿岸の人たちが、朝鮮

半島との交渉 ・交易の中心的な役割lを果たすよ

うになっていたことが考古学的にも考えられ

ます。

『日本書紀』の敏逮紀によりますと、八代海

沿岸の火華北の国造名前が出てきまして、この

火葦北国、すなわち八代海沿岸の豪族が、百済

へしょっちゅう出かけて行っていたことが判

る。百済の女の人との聞に子供ができています。

その子供を日羅というんですが、この日躍は成

人して百済の高級官僚になります。それを、後

に敏達ぷ皇が日本に呼んで、その知恵を借りて

任那(みまな)を複興しようとする。『日本書

紀』は、 当時倭国は朝鮮半島の東南部に任那と

いう植民地を持っていたように書いてありま

すが、任期1諸国はそれぞれちゃんとした狐立国

です。いわゆる伽耶諸国ですね。決して倭国の

植民地ではないのですが、倭国の影響力が非常

に強く及んだ地域であったことは間違いない

ようです。そうし、う伽耶諸国や百、済との交渉 ・

交易を実際に担当していた有明海あるいは八

代海沿岸の家族は、しょっちゅう百済にも行っ

ていた。彼等と百済の女性との間に生まれた子

供が百済の高級官僚になっていたというわけ

ですね。

このことは、まさに有明海 ・八代海沿岸の京-

族たちが、 5世紀の後半から 6世紀代に朝鮮半

島との交渉 ・安易を実際に担当していたことを

物語っています。彼等を中央で統括していたの

が大伴氏の族長の大伴金村です。『日本書紀』

の記載によると、日経が日本に呼ばれてやって

くるわけですが、日羅は大伴金村ーのことを「我

君大伴金村大連Jと呼んでいます。中央で外交

を統話している大伴氏と、実際にその下で朝鮮

半島との交渉 ・交易を担当していた有明海や八

代海沿岸の地方豪族との聞には、 一種の君臣関

係のような関係が成立していたことが窺えま

す。まさにそうした豪族の一人がこのムリテに

ほかならないと思われます。

これについては立命館大学におられた山尾

幸久先生も同じ様な考え方でして、江同船山鉄

刀に出てくるムリテというのは、大伴氏のよう

な中央で外交を担当している大豪族と考えら

れました。大伴氏は、江田船山鉄刀のような有

銘刀剣を自己の職掌であるところの外交の仕

事を実際に担当してくれている有明海沿岸の

有力豪践に与えたと考えるのが、君、もいいので

はないかと思います。

このように私は、江田船山鉄刀のムリテも、

稲荷山鉄剣のヲワケも、共に中央の大豪族の族

長と考えます。稲荷山鉄貧1Jについては、例えば



阿部氏のような中央で軍事を担当している大

豪族、それがその軍事に関わる仕事を東国で支

えてくれている武臓の大豪族の子弟に与・えた

もの。 江田船~LI鉄刀についても、例えば大伴氏
のような中央で外交を担当していた有力豪族

の族長が、 外交の仕事を実際に担当してくれて

いる有明海沿岸の有力豪嫉に与えています。

この時代、すなわち 5世紀後半から 6世紀に

なってくると、大王が直接地方の豪族と関係を

結んでそれを掌握するという形ではなくて、大

王を取り巻く畿内の有力豪族がそれぞれ地方

豪族と関係を結ぶようになってくる。ヤマト王

権の中でいろいろな職掌を分担している有力

豪族、阿部氏は軍事、大伴氏は外交というよう

に分担しているわけですが、そういう畿内の有

力豪族が自己のl職掌をはたすためには、それぞ

れ各地の有力地方豪族の力を借りなければな

らないわけですね。そういうことで中央で特定

の職掌を担当している有力豪族と、地方にあっ

てその豪族の配下として特定の職掌を地方に

おいて担当していた有力豪族が強力に結びつ

いていた時代と考えていいのではないか。まさ

に前二子古墳が造られた6世紀初頭というの

は、そういう時司代であったと考'えることができ

ると思います。

それからもうひとつ申しあげておきたいこ

とは、この稲荷山鉄貧IJには、「吾、天下を左治

しJと書いてあります。大王が天下を治めるの

をお助けしたと書いてある。それから、江間船

山の大刀には、一番最初から「治天下ワカタケ

ル大王j と書いてあります。この「治天下j と

いう考え方、「天下を治めるJという考え方は、

これは皆さんご承知のように中国の皇帝の思

想であって、中国から言えば東方の小国である

倭国の王が、「治天下」などというのはとんで

もない二とですが、こうはっきり書いてあるん

ですね。この「治天下大王Jの「大王Jという

のは、恐らくこの頃から使われだしたのだろう

と思います。というのは、今日はお話できませ

んでしたけれども、千葉県市原市の稲荷台 1号

墳から f王賜J銘鉄剣というのが出ています。

二れは、 5世紀の前半のもの、 5世紀中頃の古

噴から出てきましたので、それよりちょっと古

い時期のものですが、そこには f王賜るJと書

いてあるんですね。王が、その後は読めないで

すが、ヱが恐らく地方豪族にその剣を与えるた

めに作ったものと思われます。

ですからこの5世紀前半の段階では、恐らく

畿内の大王は、王と呼ばれていた。これは東ア

ジアの高句麗、新経、百済みな王ですね。国王、

王と呼ばれますね。と二ろが、雄|略の時代にな
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ると倭国王は自ら 「大王j と名乗るようになり

ます。f大王Jは一般的には、キングオブキン

グズですね。王の中の王が大王ですね。ところ

がこの場合は、たくさんいる王の中のその上に

立つ大王という意味ではないと思います。日本

列島各地にたくさん王がいて、この大室にも王

がいて、その上に立つ「大正Jという意味では

ないと思います。この時期、朝鮮半島はいくつ

かの国に分かれて戦っているんですね。そして、

倭国も最初は百済、その後も基本的には百済と

最も親しい関係を持つわけで、すが、時期iによっ

ては百済と戦うこともある。要するに、この時

期の倭国は漁夫の利というか、一段高い立場に

立てたんですね。何とか倭国を味方に引き入れ

たいと、それぞれの朝鮮半島諸国は思うわけで

すから、そういう一段有利な立場にあった倭国

王が、 一種のミニ天下思想、ですね、朝鮮半島か

ら倭国までの範囲で、自分は朝鮮半島諸国の王

より 一段上にある、そう いう一種のミニ天下思

想、に基づいて、 「大王Jと名乗るようになった

のではなし、かと私は考えています。

3 古墳からみた 6世紀の東国豪族 そろそろ

大室古墳群に話を戻さなければならないんで、

すが、今までお話したことを前提として、 6世

紀の東国の豪族のあり方を考えてみたいと患

います。

先ほど申しましたように、雄略朝の 5世紀後

半以降、時代は古境時代の後期に入ります。こ

の時期になると日本列島各地で、大主基を除い

て前方後円墳の規模は急速に小型化します。そ

の数も減少していきます。ところがそうした中

で、関東地方だけは例外なのです。52頁目にuニ

毛野における後期大型前方後円境の分布Jの図

があります。今から 20年ほど前、歴博にいる

ときに作ったもので、その後は調査 ・研究も進

んでおり本当は訂正しなければならないので

すが、大筋は変わっていないと思いますので、

これでお話しをさせていただきます。

これは上毛野、すなわち上野の範闘で、5世

紀末から 7世紀初頭くらいの古墳時代後期の

大規模な前方後円墳の分布状況を示したもの

です。そこには墳丘の長さが 60m以上の中クラ

スのものから、それ以上の大規模な前方後円墳

を示しであります。その下に表にしてまとめで

ありますが、上野では 60mから 70m台のもの

が64基、80m---90mおのものが 17基、100m
---110m台のものが 15基、120m以上が1基、

これは白石(しろいし)古墳群の七興111(なな

こしやま)古境ですが、いずれにしても 60m以
上のものが全部で97基もあります。墳丘長 60



m以上の前方後円墳が 6世紀前後の上野では

97基もあるわけです。

それに対して、畿内の大和を見ましても、 60

m以上の前方後円噴は全部足しでも 20基にす

ぎ、ません。河内でも 12基にすぎない。和泉に

は1基もありません。摂津には2基、山城には

5基、合わせて 39基しかない。ところが上野

だけで 97基です。関東地方では、この表でみ

られますように、下野でも 16t吾、常陸は多く

て 38基、下総が 11基、上総も多くて 28基、

武蔵も 26基、合わせると 216基もあります。

畿内全体でも 60m以上の前方後円墳は、わずか

39基しかありませんが、それに対して関東全体

では 216基ということになります。

他の地域と比べるとよくわかりますが、後期

の前方後円墳は西円本各地などと比べても関

東は異常に多いわけで・す。その範囲はまさに今

の関東地方、ただし私にもよくわからないんで

すが、安房は房総半島の先の狭い地域ですから

日IJにしても、 相模に 1基もないんですね。その

理向はちょっとわからないんですが、相模以外

の関東地方が前方後円墳造営において特別な

地域で、あったということが、この表からもおわ

かりいただけるのではないかと思います。

そして群馬の場合は、分布図にみられるよう

にいくつか古境群があります。代々その首長が

亡くなると、 60m以上の大前方後円境を造り続

けた勢力が、いく つも割拠していたことになり

ます。もちろん、大室古墳群のように、 代々 100

m級の むのが 3代も続いて造られたところも

あれば、 1基だけのところもあります。 1基だ

けのところは、その前後の古墳が少し小さかっ

たということでしょうね。いずれにしても、こ

の上野では、 6世紀に大前方後円墳を造り続け

た勢力が、数え方によりますが、 20余りもあり

ました。上野国の後の郡の数が 14ですから、

二の時期には、後の榔よりももっと狭い範囲ご

とに、その首長が亡くなると、 60m、80m、100

mを超えるような大前方後円境を造るような

有力豪族が 20余りも割拠していたことになり

ます。こう しづ状況は、 関東地方以外ではちょ

っと見られない、きわめて特異な現象で、ありま

す。このことは、この時期には前方後円境の造

営が日本列島内で一律に同じ基準で行われて

いたわけではないという ζ とをはっきり示し

ているわけです。

そのことを考慮しでも、関東地方における後

期前方後円墳の造営数が異常に多いことは明

確であります。その意味が追求されなければな

らないわけですが、これはなかなか難しい問題

です。さきに稲荷山鉄索IJ、江間船山鉄刀につい
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てお話させていただきましたが、そこで申し上

げましたとおり、 5世紀後半以降の地方豪族の

果たした役割は、畿内の特定の有力豪族と繋が

って、その畿内の特定の有力豪族の担うヤマト

ヱ権内で職掌を助ける、その完遂に一定の役割

を果たすことにあったと思われます。そうした

役割をになった地方豪族が、この関東の場合、

特に群馬の場合、非常に多かったということに

なります。

それはー体どういうことかということです

が、これは結論的にいいますと、この 6世紀前

後、東国でも特に後に関東と呼ばれる地域が、

やはり畿内王権と特別な関係をもっていたと

いうこと、これは認めざるを得ないと思います。

皆さんご承知と思いますが、律令時代になり

ますと、商国の防備にあたる防人が各地から徴

発されて、壱11度、対馬、九州などを守るわけで

す。これは、九州方面の防備にあたるわけです

から、西日本から徴発すればよさそうなものな

のに、防人というのは東日本から徴発してるん

ですね。東山道では信濃から東です。東海道で

は、遠江より東、静岡県あたりから東の地域か

ら徴発することになっていたわけです。これは

一体どういうことなのかということですね。

それからもうひとつ興味深いのは、「回関(こ

げん)Jの問題です。これは都で天皇が亡くな

られる、そういう大事変が起きた際に、畿内と

東国の聞の 3つの重要な関、東海道では鈴鹿関

(すずかのせき)、東山道では不破関(ふわの

せき)、北陸道では愛発関(あらちのせき)、こ

れを三関といいますが、都から使いが遣わされ

て、その三関を閉めるわけです。闘を!薗める、

ζ れを間関といいます。

この畿内と東国の間にある三関ですが、これ

はよ く誤解されていますが、東国の勢力が畿内

に攻め込んでこないように、畿内の東の外側に

そういう三つの関を置いているわけではない

のです。東海道の鈴鹿関を守っているのは、鈴

鹿関の外側の伊勢国です。東山道の不破関を守

っているのは、関の外側の美濃国です。それか

ら、北陸道の愛発関を守っているのは、畿内か

ら見てタHJlIJにある越前固なんですね。それから、

不破関などはある程度調査が行われて、 構造が

わかっていますが、これは畿内の特定の勢力が、

東と連絡をとることを防ぐ、そういう関の構造

なんで、すね。

これはどういうことかと いいますと、もうお

わかりになると思いますが、 例えば有名な壬申

の乱では、大、海人方、後の天武天皇方が、東国

に逃れて東国勢力を押さえたというのが勝利

に繋がっているわけです。これは、他にもいく



っか例があります。聖徳太子の子供の山背大兄

(やましろのおおえ)皇子が蘇我氏に滅ぼされ

るときに、周りの人は、東国に逃げて東国の勢

力を味方にして蘇我氏をやっつけようと進言

していますが、111背大兄はそれをせず、自ら死

を選ばれたわけです。要するに当H寺のヤマト王

権を構成する個々の畿内勢力の軍事的な拠点

というのは、いずれも東国にあったのですね。

だから、天皇が亡くなられたり大事変が予想さ

れるときには、まず三関が閉められます。畿内

の特定勢力が、東国との連絡を行うことを絶つ

ために、国関というのが行われるわけです。

防人が東国から徴発されたというのも、まさ

に畿内五権の軍事的基盤が東国にあったとい

うことをはっきり物語っているわけですね。こ

れは単に軍事的基盤だけではなくて、例えば大

化の改新ですね、最近では大化の改新といわず

に乙巳(いっし)の変といっていますが、この

ときに中大兄らが蘇我家本宗家を倒してしま

う。そういうクーデターがあったことは間違い

ないが、その後続けて行なわれたという改革が、

どの程度のものであったかということは、見解

がいろいろ分かれております。ただ、この乙巴

の変の後、それなりの政治改革が行われたこと

は疑いえないわけですが、そのときに新政権が

まず行ったことは何かというと、まず最初に東

国国司というのが派遣されて、東国諸国の戸籍

を作成する、それから耕地面積を調査する、そ

れからそれぞれの勢力が持っている武器を収

納する二とを、まずやっています。大化の改新

の直後、新政府は、東問問司を東問に遣わして、

それぞれの地域の戸籍の作成、耕地面積の調査、

武器の収納をやるんですね。このことは、やは

りヤマト王権、畿内王権を支える、軍事的にも

経済的にも大きな基盤がこの東国にあったと

いうことをはっきり物語っているのであろう

と思います。

このように6世紀の関東地方における前方

後円墳のあり方というのは、ζ うしたヤマト王

権にとっての東国、特に関東地方の重要な役割

が、5世紀末ないし 6世紀初頭くらいに始まる

ということを、はっきり物語る非常に貴重な資

料と考えていいのではないかと思います。

いずれにいたしましても、前二子古墳が営ま

れた時期というのは、まさにそう した東国豪族

が、畿内豪族と特別な関係を結ぶようになった

時期に他ならないのでありますa 例えば、この

前二子古墳に始まる大室古墳群も、それが畿内

の何という豪族で‘あったかわかりませんが、恐

らく特定の有力豪族と結びついて、その豪族の

分担しているヤマ ト王権の中でのl敵撃を助け
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る、そこできわめて重要な役割を果たしていた

ことは間違いないと考えられるわけでありま

す。

以上、前二子古墳が営まれた6世紀という時

代の、特に畿内と東国の関係を中心に、お話し

させていただきました。皆さんがさらに視野を

東アジアの中での前二子古墳の位置を考えて

いただくうえに何らかの参考になれば幸いで

す。ちょうど時聞がまいりましたので、終わり

にしたいと思います。ご情聴ありがとう ござい

ました。

質疑応答

(質問)

先生のお話の中で、4世紀後半に高句麗の南

下に伴って百済が日本に援軍を求める、その際

に、馬の活用というのが必要だということだっ

たのですが、で、長野とか1洋馬に牧が多いとい

う、それは、やってきたのはどちらから、例え

ば日本海の方からやってきたのか、畿内の方か

らそれが伝わってきたのかという ことが、ちょ

っと知りたかったんで、すけれど‘も。

(回答)
ヤマト王権は、畿内の河内にも牧を設けて、

まさに泥縄で馬の生産を始めわけで寸一ね。やは

り牧に適当な場所は、東日本に多かったんでし

ょうね。東日本に大きな牧を作ったことは間違

いないですが、その牧を作り馬匹生産を行うめ

には、当然執鮮半島で、馬生産をやっていた技術

者を派遣したようです。それで渡来人がたくさ

んやってくる。それが、どのノレートからやって

きたかということは、残念ながらわかりませんe

ただ非常に興味深いのは、信濃に古い牧が多

いことです。信濃の、例えば長野市の北に大室

古墳群がございますが、そこにはちょうどその

ころから小古墳が数多く造られるようになり

ます。面白いのは、大室古墳群の初期の埋葬施

設が合掌形の石室といっていますが、天井を屋

根形に組み合わせた一種の横穴式石室です。

これは、それに近いものが百済にあります。

現在知られている百済のものはもっと新しい

H寺期のもので、長野のものの方が古いのですが、

私は百済でも古い時期ににもそういうものが

あったのだと思います。

そういうことから、百済やその勢力下の人た

ちがやってきて、長野で牧を営んで、馬の生産

を始めたという ことは、私はまず間違いないと



考えております。伎念ながら考古学だけでは、

その勢力がどのノレートからやってきたかとい

うことは、なかなかわからない。ただ実際には

朝鮮半島と倭固との交渉 ・交易は、いわゆる対

応 ・壱岐ルートですれ。朝鮮半島から対馬 ・壱

岐、北部九州を経由して行われたことはまず間

逃いないと思いますa 信濃だから、日本海/レー

トで|立接やってきた考える必要はないと思い

ます。

ただill要なことは、今申しましたように、大

室古lJ'i昨にある合掌形石室は、これはいろいろ

な凡はありますけれど‘も、私は、基本的には百

済系のものと考えていいと思っております。百

済やそのJ;~$I!~下にあった伽耶諸国が、 積極的に

周H-の也j藍技術もそうですし、それから、馬匹

の生産技術を伝えたことは間違いないのでは

ないでしょうか。このことは4世紀後半、高句

麗の市 Fに対応して、百済の要請に応じて倭国

が行済と同制を結んで、朝鮮半島に出兵するこ

とになったという、当時の東アジアの国際情勢

の大きな流れとも一致しています。
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古代東国文化シンポジウム 基調報告

前二子古墳の二つの調査から 一明治 ・平成の発掘調査一

前原 豊(前橋市教育委員会副参事)

1 はじめに みなさんこんにちは。前橋市教育

委員会文化財保護課の前原です。今日は、後方に、

前二子肯墳から出土した資料を展示しました。

まず左前に置かれたものが前二子占墳から出

土した実物の石見型埴輪(し、わみがたはにわ ・|苅

20・21)です。石見型埴輪は王の杖を模したもの

で関西ではたくさん出土してますが、東日本では

前二子古墳を含め数例しか出土していません。実

物の後ろに復元した本場の奈良県石見遺跡や大

阪府羽曳野市i陸里北4号墳の石見型埴輪を展不し

てあります。 これは数年前から活動を開始した前

二子古墳石室復元市民プロジェク トに参加した

市民の皆さんが復元制作したものです。

真ん中に明治 11年に前二子古墳石室から出土

した実物の土器や馬具を展示しました(図 12)。

右側には前二子古墳で出土した須恵器小像付筒

形器台のノレーツを探るため、朝鮮半島南部の加耶

地域の小像が付いた筒形器台 2個体と東部の新

緑地域の小像が付いた葉と査を復元しました。さ

らに福岡市羽根戸古墳や島根市金1崎古横、さぬき

市川上古墳の筒形探台も比較で、きるように制作

しました。

前二子古墳石室復元市民プロジェクトは毎年、

一般の方々に参加していただき、前二子古墳から

出土した品々の復元制作を通して古i費や考古学

の興味を深め、モノ作りの楽しさを味わっていた

だく市民参加型の事業です。

平成 18年度に前二子古墳出土の土師器や須恵

器、平成 19年度に f字形鋭板(えふじがたかがみ

いた)や双葉剣菱形杏葉(そうようけんびしがた

ぎょうよう)などの馬具、平成 20年度に珠文鏡

(しゅもんきょう)とガラス玉類、平成 22年度

に国内外の筒形器台、平成 23年度は前橋市111王

町にある山王金冠塚古噴から出土した新線系の

背銅製冠の復元、平成 24年度に石見型埴輪など

の瞳輪制作を街・年約 25名の参加者とともに制作

や学習を行ってきました。

私の今日の演題は前二子古墳の明治と平成の

二つの|時代の調査についてです。まず、前二子古

墳の石室は明治時代の調査で閉口されました。続

きまして、白石先生のお話のあったように平成に

なって大室古噴鮮の整備を行い一般公開するた

めに、史跡整備委員会が発足し、整備事業に伴う

範囲確認調査を行いました。私は6年間にわたる

調査を担当する機会が与えられました。調査は、
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平成3年に後二子、平成4停に前二子、平成5・

6年に中二子、平成7・8年に小二子の調査を行

ってきました。

2 大室公園と大室古墳群 大室公園は、東西1

km、南北が 500mで商積は 37haと非常に広大な

公園(図 2) です。公園の西側に 3つの大型前方

後円横と小規模の小二子出・墳が南北に説んで存

寵しています。南から前二子、中二子、後二子(う

しろふたご)と呼ばれ、前二子が 94m、中二子が

111m、後二子が 85m、小二子 38mの大きさで 6

世紀の中で前二子、中二子、後二子、小二子古墳

の1頓で変遷します。4基と も前方部を西に向けて

東西方向に揃えて造られ、 4基の中心軸が交差す

るあたりに、豪族居館である梅木(うめのき)遺

跡があります。

梅木遺跡は調査の結果、堀の一辺が約 85mある

面積 7200111'を測る比較的規模の大きな豪族居館

であることがわかりました。堀の底には6世紀初

頭に榛名山から噴出した火山灰が積もっていた

ことから、 5世紀後半に造られて 6世紀初頭まで

使われていたことが判明しました。H寺期的な検討

から前二子古墳に葬られた人物との関係が考え

られます。

梅木遺跡は、残念なことにすぐ東側に流れる桂

川による氾離で遺跡の主要な部分l主流されてし

まったため、細かなことはよくわかっていませ

ん。しかし、前二子に向いた西側に突出部が存在

し、ここに被数の柱穴がみつかったことから、西

に門が付くこ とがわかりました。

3 明治 11年前二子と後二子の調査 前二子や

後二子の石室探査の裏には明治政府が施策とし

て実施した天皇制の復活を民的とした陵墓の全

国調査がありました。この陵墓の全国調査は、明

治4年2月に太政官布告として全国に通知され、

群馬県は明治7年に、教部省に上毛野君・下毛野

君の始組とされる盟;城入彦命 (とよきいりひこの

みこと)の陵墓として総社町にある総社二子山古

墳の申請をしています。明治8年には教部省から

些城入彦命の墓として治定 (じじよう)、管理者

が置かれることとなりましたが、明治9年に地元

のトラブ‘/レによって陵墓治定が自然解消のやむ

なきにいたっています。このことで、群馬県は大

きな打撃に受けましたが、総社二子山古墳に代わ

ってすぐに豊城入彦命の墓として注目をしたの

が大室古境群の前二子古墳でありました。



県庁に提出された文書には、地元の人が偶然に

石室を見つけたように書かれています。 しかし、

本当は用意周到な計繭のもとに実施 した調査で

ありました。そのことは、恨岸家に残された数々

の文書から窺い知れます。また、克明な絵阿国は

美術の素養のある人物でなければとうてい描け

ないものでした。商大室村の国学者井上JE香の子

である井上真弓の手によって拙かれたものです

(図 5)。こういった計画の基で数々の記録を残し

た調査でしたが、結果的には陵墓の治定は受けま

せんでした。県の計臨は失敗に終わった訳です。

ところで、前二子は最城入彦命の纂と考えられ

ました。豊城入彦命lま崇神天皇 (すじんてんのう)

の第一皇子であり 、 『日本書紀』によりますと、

崇神天皇は兄の豊域入彦命と弟の活目尊(いくめ

のみこと)に対して、共にやさしく優れた子であ

り、どちらを後継者とするか決めがたいため、そ

れぞれの見る夢で判断すると伝えました。豊域入

彦命は「御諸山 (みもろやま)に登り、東に向か

つて槍や)Jを振り回す夢を見たJと答え、活目尊

は「御諸山に登り、 四方に縄を張って雀を追い払

う夢を見たj と答えました。その結果、弟の活目

尊は領土の確保と農耕の振興を考えているとし

て王位を継がせることとし、監城入彦命は東に向

かい武器を賑るったので東国を治めさせるため

に派遣されたといわれます。このように当時、群

馬県の役人は、前二子を豊城入彦命墓と し、 L~I二

子を:盟城入彦命の孫の彦狭島王(ひこさしまのお

う)の墓、後二子を彦狭島王の子の御諸別王(み

もろわけのおう)の基と想定しました。調査によ

って、前二子と後二子の石室は開けられました

が、中二子の石室は明治の調査で見つかりません

でした。さらに平成の調査でも、電気探査方法や

地下レーダー探査法などの科学的な方法も駆使

したのですが、発見できませんで・した。この石室

関口 のロマンは来来の研究者に引き継いでいき

たいと考えています。

4 アーネスト ・サトウの調査 県のも くろみは

見事に失敗に終わりましたが、このニュースを聞

きつけたイギリス外交宵のアーネス ト・サトウ(図

的が前二子を訪れました。その結果、前二子の成

果を学術的に国内や世界に広めることができま

した。サトワは、調査の 2年・後である明治 13年

3月に前二子の調査に訪れます。サトウは、3月

7日に前橋に着き、油屋旅館に立ち寄り、県のl隊

員とともに下大屋町にある産泰神社に立ち容り、

帽子を被る埴輪に興味を抱き、トラベリングノー

トにスケッチ(図 11)を揃き残しています。その後

大室三古墳を見学し、宿舎に入ります。翌 3月8
日には、造物や古墳のスケッチと測定を絵師加藤

竹斎(図 10)とともに自らも行いました。サトウは

横浜に帰ってから調査報告をまとめ、講演を行い
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論文として「上野地方の古墳群JWアジア協会紀

要~ 1880年第 8巻 3号(図 8)に発表しました。こ

の論文は東京人類学会の創立者のー人となった

若き向井光人ー郎にも多大な影響を与えています。

また、朱いベンガラとガラス玉のサンプノレをイギ

リス本国に送り、科・学分析を行っています。今で

こそ出土品の科学分析は盛んです。残念ながら、

その後日本国内では長い間、科学分析は実施され

ませんでした。

また、地元では明治 11年 4月から明治 12年 6

月までの 1年間以上も前二子や後二子石室出土品

の一般公開が催されます。群馬県立文書館に寄託

された根岸孝一家文書の中に明治 11年『占・墳神

器拝礼人名誌~ (肉 7) がありますe これは厚さ

6Clllの横長1援で幾|冊かを麻で合綴したものです。

内容は、前二子古墳の石室から発損された古器物

を見学に各地から訪れた人々の住所、氏名、日付、

年齢などの記録で、これにより古墳発掘の関心の

広がりを推測することができるものです。記録さ

れた 5179名のうち地元の勢多郡が最も多く 、続

いて山田、新問、群馬郡となっています(図 6)。

県外では埼玉県、次いで栃木県、続いて関東各県

となっており速いと ころでは石川、 愛知、滋賀県

の各県から見学に訪れています。

5 平成4年の前二子古墳調査 前二子古墳の

史跡整備に伴う範囲確認調査は平成4年に実施い

たしました。調査方法は、古墳を全部掘るのでは

なく、保護しながら古墳を解明する調査でした。

方法としては、1/250の測坑図を基にどこを調査

すれば効率よく古墳を解明できるか検討しトレ

ンチ調査を用いました。トレンチ調査はl臨2mで

古墳のー長側l方向とそれに直交する方向、さらには

何 度に 18本の構を入れる方法で調査を行いまし

た(図 3)。古j貰の保護や保存を第一の目的とし

ながら必要最小限の潤筆で古墳の形状 ・構造 ・時

期を解明できるようにし、綿密な調査で遺構商を

検出することに専念し、掘り過ぎがないように細

心の注意ーを払いました。

調査により前二子古境は周堀の外側にも期が

巡ることがわかりました。 2mから4mと狭い

掘であったため外明とは呼ばすに外周溝と 11乎び

ました。 占墳の大きさを外周溝で計測した場合

は全長 148mとなります。外周溝と内堀の関に堤

があります。この堤は 10mと広い1隔を持ってい

ますe 墳Eは2段で造られた前方後円墳である

ことが分かりました。 1段目は地山を削 り出し

た上に盛り土を行なっています。 2段目は盛り

土によって造られていることがわかりました。

噴丘の全長は 94mで前方部の長さが 33mと中二

子古墳と比べると短いことがわかります。墳丘

の高さは 14mですが、台地の突端に造られてい

るためより高く感じます。



古墳全体を覆う葺石は 2段目に限って葺かれ

ていました。中二子古墳は 1段目と 2段目の阿

方に葺石が見られ、後二子i1i墳の場合は葺石を

まったく使っていないというように占墳によっ

てそれぞれ異なっています。

円筒埴輪夢IJは外堤と墳丘 l段目テラス、 2段

目の墳頂部に並べられていました。タト堤の円筒

J誼輪列は外周憎からも破片が見つかっているた

め内外の縁辺に 2列あったことが想定できま

す。墳丘 1段目の円筒埴輪列の残りはよく平明

面の縁辺にl味間なく設置されていました。一つ

の岨輸の大きさは、直径が 45cmで高さ 60CIUの

4条突帯の大型品です。

形象埴i輸は原位置では出土しませんでした

が、人物や馬、盾、靭、家、盾持人、大刀、矛、

葦(きぬがさ)がみつかっています(図 12)。

この中で盾形埴輸は、発掘当時、石見型盾形塙

輪と呼ばれてましたが、現在では石見型埴輪と

呼ばれています。この埴輸の分布は近畿地方に

中心があるもので東日本では珍しいものです。

前二子古墳からは数多くの石見型犠輪がみつか

り、円筒埴輪列の外側に規則的に配置されてい

ました。このほか前方部の西の外堤からも人物

埴輪の破片が見つかったことから人物埴輸を配

置していたと思われます。

石室入り口は一般的に 1段ド|のテラスにあり

ます。 しかし、前二子古噴の石室は、 1段目の

斜面に関口している珍しいものです。地形を選

定した結果ここに石室を造ったものと思われま

す。今回の調査で、石室前面部の地山を削り出

して造ったテラスがあることがわかりました。

このテラスは石室から 2m下がった斜面部を削

り出して造られたもので、幅 1mで長さが 9m

あります。このテラス周辺に柱穴が 20個近く見

っかり、このうち 4個の柱穴はテラスに伴うよ

うです。テラスや柱穴は儀式に使われた施設と

思われます。

石室は東国に導入された初期横穴式石室の特

徴である狭くて細長いもので長さが 13mありま

す。また、石室の基盤は地山をほとんど削 らな

い状態で石室の石を積み上げており、入口部か

ら奥に向かつてやや高くなる地形のままに石室

を造っています。基盤が軟弱な場合は、土を入

れ替えたり叩き締めたりするのですが、そうい

ったことはしていませんでした。すでに明治 11

年に閉口されていたため 100年経過する中で、

厚さ 1mほどの土が積もっていました。この土

を排除した結果、見事に加工された凝灰岩製の

切石が玄室企面と羨道の一部に発見することが

できました。石は大きいもので幅 1mで長さ1.5

mで、中くらいのものが 1m四方、小さいもの

が幅 0.5mで長さ 1mでした。玄室の奥には2枚

の立てて置かれた仕切り石があり、それを挟ん
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で大きな床石が 2枚組み合わされて配置され、

それに続く玄室内には中サイズの石を 8枚、羨

道部には小サイズの石を 10枚を使い、合計 20

石で構成されていました。このほかに墳丘から

2石出上したことから羨道部の敷石がまだ続い

ていたようです。凝灰岩製の床石の上には、玉

石が敷かれていましたが、明治の調査でほとん

ど取り除かれていました。

入口には羨門と呼ばれる幅0.8mで、高さI.5mの

立石があり 、玄室の入口には玄門と床面に梱石

(しきみいし)、天井に楠石(まぐさいし)が設

置されています。また、埋葬が終わった段階で玄

室の入口を凝灰岩製の扉石(とびらいし)で塞い

だのです。このように石室をみた場合に、初期の

横穴式石室であるのにもかかわらず、ずいぶんと

凝った造りがみられます。県内の初期横穴式石室

と比較した場合でも、これほどまでに凝った造り

の石室は存在しません。また、石室の全面に酸化

第 2鉄であるベンガラを用いて真っ赤に塗られ

ていました。特に床面には鮮明な朱い色彩が残っ

ていました。床石の写真 (PL.3)の中央部分が持

ち上がっているのは明治の調査の時に、どうも床

石をテコで持ちヒげて下部を調べたようです。持

ち上げたものを、再び元通りにできなかったよう

です。副葬品が更に床石の下にもなし、かどうか確

かめた結果といえます。

また、石室の壁面を観察した結果、鈎状鉄製品

(かぎじようてっせいひん)が 2カ所に差し込ん

だままで見つかりました。さらに平成 17年に布

島さんと再び観察した結果3カ所の差し込みを確

認することができました。

副葬品は明治の調査でほとんど取り上げが終

わってましたが、石室の土をふるいにかけたとこ

ろ、水晶製の丸玉、ガラス製の黄色や緑色小玉、

青ガラスの丸宝、銀製の空玉、碧玉製の管玉や金

製耳飾などの装身具が 197点もみっかり 、馬具や

鉄搬、土器類が新たに出土しました (Pし5)。

6 まとめ 前二子古墳の石室の特殊性につい

ても日本国内の古墳との比較では解決できない

点も多く含んで、います。後に発表する柳津先生は

韓国の松鶴洞 1号墳の石室と前二子出ー墳の石室

が共通するという見解を発表しておられますの

で、柳津先生の発表に譲りたいと思います。

そこで、前二子古墳の出土品から国内さらには

半島との関係を見渡してまとめにしたいと思い

ます。まず、前二子を特徴付ける造物として石見

型塙輸があげられまず。関西地域を中心に瀬戸

内、北九州にかけて分布する製品(図 22)で、埴

輸のほか石製品、木製品もあります。近年、朝鮮

半島では木製品が発見されており注目を集めて

います。

東国の 5世紀後半から 6世紀の古墳で石見型塙



輸は群馬県内では、前二子古墳をはじめとして安

中市琴平山古境、笛岡市ーノ宮4墳、太田市西長

岡東山 3号墳の4i-片境、栃木県で‘は小山市飯塚 44

号墳の 1占境の計 5占墳ーから見つかっているに

すぎません。その中でも前二子のものは大型優品

といえます。他の古墳のものは細身の士車輪で構成

されています。また古墳の規模でも前二子が 100

m級の前方後円墳で、すが、他は 501ll級の中規模の

前方後円墳です。このことは、畿内の石見型埴輪

型を出土する古墳も同様で中規模古墳で多く採

用され、大型古墳ではほとんどみつかっていませ

ん。また、東国の古墳では前二子古墳以外は6世

紀中柴以降のものであって、 6世紀初頭に石見型

植輸を受け入れるのは前二子古墳だけです。今

後、調査が進めば類例は増加すると思いますが、

おそらく石見型埴輸の導入にあたって、前二子の

被葬者が主導的な役害11を果たしたことが考えら

れます。

次に前二子のを特徴づける遺物として、 20点を

超える鈎状鉄製品 (図25)をあげることができま

す。現在、園内では6世紀中葉以降の奈良県藤ノ

木古境や高崎市綿貫観音山古境、観音塚古墳など

の大型古墳から見つかっています。また柳津先生

が紹介する韓国松鶴洞 1号墳 (図 26)からも見つ

かっています。このように圏内や韓国の代表的な

古墳でしか係用されていない鈎状鉄製品を6世紀

初頭から採用した古噴として位置付けができま

す。

また、かつて重要美術品に指定された小像付筒

形器台の原形は朝鮮半島南部の加耶にあり ます

加耶では200個体近い筒形器台が古墳から出土し

ています。 現在、日本国内では 30例くらいしか

ないかと思います@

この中で前二子古墳のように小像がつくのも

のは日本と韓国をあわせても 10例にも達しませ

ん。小{象が付く器台は加耶においても数例しかな

い状況です(医129) 0 5""' 6世紀に土器に小像を

付ける事例は、朝鮮半島の東部にある新経(図

27・28) からたくさん出土しています。加耶の筒

形器古に付けられた小像も新羅の影響を受けた

ものであり、福岡市羽根戸古墳や島根市金崎古墳

の筒形器台は加耶と新羅が融合した結果と考え

られます。福岡市や島根市の古墳の筒形器台は5
世紀後半であり前二子の筒形器台よりも年代が

先行するものです。朝鮮半島起源の筒形器台や小

像が九州、山陰、四国、関東にポツンと存在する

ことは伝播した結果とは考えにくいため、それぞ

れの地域で加耶や新経と の交流の結果と思われ

ます。

明治 11年出土品の中に摂り路頭大刀柄頭(ね

じりかんとうたちつかがしら・図 17)があります。

絵図にも残されていることから前二千古墳のも

のと思われます。摂り環頭大万は日本国内特有の
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刀であります。5世紀末に出現した可能性が高い

とされ、大阪府峯ケ嫁古墳や奈良県藤ノ木古損な

どのよう に、大王やそれに準ずる古墳からも出土

していることから振り環顕大刀をヤマト政権と

の政治的つながりを示す威信財として評価され

ています。

6世紀前半には畿内、滋賀、福井、岐阜、 三重

県に多く分布 (図 18) します。また、大規模肯墳

よりも中規模占境からも多く出土する傾向があ

ります。二のように振り環頭大刀は文献にみられ

る継体大王との関連地と一致した分布する特集

な大刀といえます。

また前二子古漬から出土した馬具の一つであ

る双葉剣菱形杏葉(図 13・14) も継体大王との関

連地と一致した分布をみせるものです。現在、囲

内から 20例くらいしか出土しておりませんが、

その分布も福井に特に多くみられ、次いで大阪、

奈良、島椴、群馬に分布をみせています。また、

双葉剣菱形杏築も韓国松鶴洞 1号境から出土し

ています。

このほかに金製耳飾(図 (5)も半島との関係が

大いに気になる製品です。おそらく耳環には垂れ

飾りがあったことが推定でき、慶州皇吾里古境

(図 16)のよう なもので、なかったかと推定されま

す。

以上のように石室の特徴もさることながら多

くの出土品に前二子古墳の特殊性を読み取るこ

とができます。朝鮮半島との関連する文化的要素

を多く含んでおり 、しかも時代の最先端の情報を

いち早く取得でき、深くヤマト政権との関わりを

持っていた首長であったことがわかります。

予定していただいぶ時間も超過していますの

で、これで終わりにしたいと思います。ご静i陣、あ

りがとうございました。
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図5r古制徴証』に錨かれた前二子古墳石室と出土造物
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図9大室を訪れた英国外交官
アーネスト・サトウ(1843-1929) 

サトウ fトラベリンヅノー トjスケッチ図

図11 サトウによってスケッ
チされた前橋市下大屋町
産泰神社の人物埴輪
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図13 心葉形杏葉と双葉動j菱
形杏葉(橋本英将2005より)
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図17前二子古境出土の譲り
環頭大力柄頭

図18撮り環頭大刀の分布(よみがえる継体王朝2∞5より)
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図22石見型製品の分布(和田2006より)
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古代東国文化シンポジウム 基調講演①

前二子古墳の頃の東国

一上野地域を中心とした初期横穴式石室の様相とその特徴一

右島 和 夫

(公益財団法人・群馬県埋蔵文化財調査事業団理事)

こんにちは、右島と申します。よろしくお願い

します。

私の方からは、前二子古墳が造られたl時期の上

毛野地域(現在の群馬県の主要部分に近し、)につ

いて、東国(関東地方)の中の一地域という観点も

踏まえて検討してみたいと思います。

1 前二子古墳の概要 前二子古墳は、上毛野地

域さらには東国の中でも最も早い段階に横穴式

石室が採用された古墳の一つである点に阜大の

特徴があります。その場合、前二子古頃と同様の

前方後円墳に採用されている事例も上毛野地域

には多く指摘できます。また、これらの次位の階

層にも及んでいることも確認できます。そこで、

おれら初現期の横穴式石室の採用のされ方、構造

的特徴、さらには時代背景について具体的にお話

しをさせてもらいたいと思います。これ以降は、

呈示します実際の写真を見ながらお話を進めさ

せていただきたいと思います。

図1は、前二子古墳の噴丘を南東側lから望んで

いるところです。東西を主取Iiとし、東側を後門部

とするその中心に横穴式石室があります。ちょっ

と注意していただきたいのは、墳丘が 2段構造に

なっており、石室へは、その1段開を断ち割るよ

うに械にずうっと入っていくという構造になっ

ています。石室入口の左右は各一枚の板状の石材

を縦{立に据えているのが特徴的です(図 2)。

羨道を奥へ進むと埋葬部である玄室の入口の

部分になります。調査時には手前側に倒れていた

板石を起こして、玄室を閉じる本来の姿に復元的

に戻しました。その閉塞石は、羨道最奥部の側壁

面から石室内側に突出する門柱状の玄門に帯せ

掛けるようになっています(図3)。

この閉塞石を外すと、玄室の埋葬空間が見えて

きます。その奥寄りの床面には加工した板状の石

材を起こした状態で据えて前後に区切っていま

す。その奥側に遺骸は安置されていました。壁面

上半部には、適当な間隔をあけて棒状の先端を折

り曲げた鈎状鉄製品(図4・5)が差し込まれてい

ました。おそらく古代中国では垂帳と呼ばれてい

る幕状のものが吊り下げられていた可能性があ

ります。これに近いものが韓国公州市の百済武寧

王陵でも確認されています(図的。
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現在、玄室床面には、先ほど紹介された市民プ

ロジェクトで復元制作された多くの須恵器も置

かれています。この須恵器が、前二チ古墳の築造

時期を考える上で、は大きな手がかりになります

(図 7)。

それらの実物が、今回こちらに展示されていま

す。これらの土器ですが、日本列島では、 5世紀

初め頃に朝鮮半島から近畿地方に伝えられ、組織

的な生産が始められます。今の大阪府の堺市の周

辺一帯に陶邑古窯跡群と呼ばれている大祭跡群

があり、そJ二で生産された須恵器の技術的影響が

全国に及んでいきます。そのため、この窯跡群出

土の須恵器の時期的な移り変わりの特徴は、上毛

野地域出土の須恵、器の場合にも、大いに参考にな

ります。

これに照らし合わせると、前二子古墳の須恵、器

は、おおよそ6世紀初頭に流行した、そういう須

恵、器になります。これがひとつ前二.子古墳を考え

ていく上で、年代的な目安になるかと思います。

それで、午前中の白石先生の御誹演にもありま し

たが、東国とヤマト王権の本拠地である畿内との

繋がりが、非常に強くなってくると言う意味では、

5世紀後半の時期(雄略朝)がポイントになって

くると言ってもよいかと思います。それから見る

と、前二子古墳の時期は、その少し後ということ

になります。直接、前二子古墳の時期に入ってい

く前に少しその前の段階を見て、その上で肝腎の

前二子古墳の時期へと入っていきたいと思いま

す。

2 渋川市金井東裏遺跡 これは、見慣れた写真

かと思いますが、渋川市金井東袈遺跡で、 6世紀

初頭の膝名山噴出物j留の直下から見つかった甲

開着装成人男性の発見時の様子です(図8)。今も

調査進行中で、同じ火山噴出物層下に広がる歴史

空間が明らかになりつつあります。甲骨男性に接

近すると、最初の火山l噴火から程なくして襲った

火砕流に埋もれているのがわかります(図 9)。金

井東裏遺跡、の時期は、ちょうど前二子古墳が造ら

れる直前の時期lになります。その時期に上毛野地

域を大きくゆるがすような大噴火があったとい

うことを踏まえておく必要があります。

金井東裏の男性が着けていた申は、小札甲(こざ



ねよろい)という新しいスタイノレの|明です。この

叩は、非常に数が限られており 、この時期iですと

前方後円墳に埋葬されるような首長、あるいはそ

れに準ずる人に限られます。その意味で、この人

物像も、少し狭められてくると言えます。

その場合、この小札申は、恐らく畿内のヤマト

王権から上毛野の豪族にもたらされたもの理解

できます。上毛野地域における小札甲の出土例を

見てみると、 {呆渡田古墳群の一子~LJ、八幡塚古墳
が持ってますし、それ以外の同じ時期の前方後円

頃の大半にも伴っています。 日本全国で見ると、

上毛野が全国の中でも一番数多く出ていること

がわかります。先ほどの白石先生の話の東国に対

してヤマト王権が軍事的基盤、あるいは更には経

済的基盤として非常に重きをなしていく動きの

中の、まさしく、そういう歴史上の人物が現われ

たと言えます。

これは、遺跡の中の小道を歩いている人の足跡

です(図 10)。人の足跡もありますが、も うひとつ

住目されるのは、直径 10""-'12cmのたくさんのま

るい凹みの存在で、馬の蹄跡です(図 11)。ここで

重要なのは、馬がいたということです。また、金

井東裏遺跡の周辺で馬が生産されていた可能性

がでてきました。

これら以外にも、いろいろと注目されるものが

見つかっています。そのいくつかを紹介すると、

まず、屋外と思われる場所から 1000個近い土器

がまとまって出てきました。ここでカミマツリが

行われ、そこで使われた、あるいは他の場所での

カミマツリに使われた土器が、 カミ機用の土器は

1回限りの使用ですから、そうしづ土器が、ガサ

っと出てきたわけです。多量の石製品、 ガラス玉、

鉄製品や鏡も出ています。そうしづ点から、単な

るムラのマツリというよりも、もっと大きな枠組

みのものであったことがわかります。これを主導

したのも甲男性だったと思われます。それから、

つい最近報道されましたが、テニスボール大の赤

い土玉が大量に出てきました。前原さんが話され

たように、前二子古墳の壁面はベンガラで真っ赤

に塗られていますが、これは、前二子古墳だけに

限られたことでなく、同時期の上毛野地域の横穴

式石室の大半に認められます。それは、弁柄とい

う顔料を使って塗るわけです。金井東裏遺跡;の赤

玉は、その顔料の流通する形態ではなし、かと予測

しています。これらの生産も、馬生産同様に甲男

性が所管していた可能性があります。

3 5世紀後半の上毛野地域 榛名山噴火前の

上毛野地域の中心勢力は、高|崎市(旧群馬町)の保

渡田部員群で、その豪族の生活 ・政治の舞台が三

ツ寺 I遺跡という豪族居館になります。前二子古

墳が登場する直前の上毛野地域で最大の勢力で

あったと言うことになります。図 12の手前が最
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初に造られた井出二子山古墳で¥その奥に2番目

に造られた八幡塚古墳、その在の林のところが3
番目の薬師塚古墳になります。

その薬師塚古墳を造り始めている途中で、榛名

山が大l噴火します。それで、 |噴火が収まってしば

らくすると築造を再開わけですが、 二子111、八幡

塚のすごい充実した内容と比べると相当にトー

ンダウンしているのがわかります。

その薬師塚が造られているときには、もう上毛野

の他の地域では、横穴式石室の前方後円墳が登場

してきます。そこのところは、非常に微妙な問題

を含んでいます。薬師嫁古墳は、横穴式石室では

なくて、舟形石棺ですから、前の段階の埋葬施設

ですロ舟形石棺から横穴式石室に大きく変わって

いく、その流れの中で見ていくと、この違いは興

味深いところです。

4 上毛野地域の渡来人 もう少しi噴火以前の

様相を見ていきます。それは渡来系の人たちがか

なり目立って上毛野地域に入ってきていること

です。高崎市の剣IU奇長瀞西遺跡、で・見つかった古墳

群は、中規模ないし小型の古墳が密集しているも

ので、そのうちの大半は円噴で、墓域の主要部分

を占めています。その一番端のと二ろに小型の方

l費・積石基が寄り添うように見つかっています。

その中のひとつ 10号墳から、純金製の精巧なっ

くりの耳断iが出土しています。これは明らかに朝

鮮半島南部の地域(加耶の地域)のものと恩われ

ます。細部を見ていく と、非常に精巧で、高い技

術力によっているこ とがわかります。

古墳の近くからは、馬を埋葬した土横が見つか

っています。その馬は、馬を制御するための鉄製

の馬具(鏡板付轡)を口にくわえたままの状態で

埋葬されていました。その馬具の特徴を見ると、

明らかに朝鮮半島南部の地域のものに非常によ

く似ています。これを見にきた韓国の考古学者ーた

ちからも、朝鮮半島製で間違いないというお墨付

きをもらっています。

それから、古墳群の東側に広がる集落跡からは、

半島系の土器が出土します。素焼きの土器で土師

器に似ていますが、っくり方が違う土器で、朝鮮

半島南部によく見られるものです。同じものが、

様名山の東南麗から東麓にかけての地域にも認

められます。これは、朝鮮半島からの人の移動を

如実に物語るものと言えます三

これらの事実を併せていくと、榛名山の大噴火が

起こる前の保渡田古墳群の頃、渡来系の人たちが

一気に入ってきて、ひとつには馬の生産に従事・

指導し、リードしたと考えられます。

5 五世紀後半の東国と古東山道ルー ト 保渡田

古墳群が登場してくるとき、北武蔵(埼玉県地域)

では、行田市のところに、銘文の刻まれた鉄剣で

有名な埼玉稲荷山古墳が埼玉古墳群の先駆をな



すものとして登場します。一方、下毛野地域(栃

木県地域)では、現在の小山市北西部に突然5世

紀末葉の摩利支天原古墳という大前方後円墳が

登場し、さらに大前方後円墳の琵琶塚古墳へと続

きます。

保波間古墳群、崎玉古墳群、あるし、は下毛野の

大前方後円境の出てくる時期が、非常に近いのは

偶然の一致とは考えられず、非常に強し、関係性の

もとに成立したと考えられます。

このことは、畿内と東国を結ぶ新たなノレートと

して、内陸の遠距離直接ノレー トが成立したことと

大いに関係していると考えられます。それには、

馬が登場したことが、非常に大きな意味をもって

います。これによって、古代の幹線道路である律

令制の東山道駅路に近いところを通るノレートが

開かれたものと思われます。というのは、先ほど

の東国の三つの大古墳群が、ちょうど東山道ノレー

トに非常に近いところにあるからです(図 13)。

それから、 5世紀後半以降の上毛野地域では西寄

りの地域が非常に重視されてくる流れがありい

ますユ畿内からの内陸のルートを来ると、東国(関

東地方)へ入る玄関口の地j攻、上毛野の西部にな

ると言 うことが反映 していることは十分惣定で

きるところです。このことは、次にお話しする横

穴式石室を持つ前方後円墳が、上毛野の中で中・

西毛地域に限られていることも大いに関係して

いると考えられます。

なお、伊那谷の飯田市周辺地域が、もうひとつ

馬生産が 5世紀後半から非常に活発に展開する

地域になります。この飯田市の地域も、東山道の

/レート上の場所に当たりますので、このことも馬

の登場によって東山道のノレートが聞かれたとい

う想定を補うものと言えます。

6 上毛野における初現期横穴式石室 次にい

きたいと思います。上毛野の中で横穴式石室が一

番最初に入ってくるのはどこかといいますと、前

二子古境より少し早いと思いますが、安中市の築

瀬二子塚古墳がこれに該当します。5位紀末葉ま

でさか上る可能性も十分あります。信州側からl峠

を越えてきて、ちょうど関東平野が広がる手前の

ところこの古墳はあります。鯵蒼としていた竹林

を取り除いたため、現在、噴丘は図 14に見られ

るように前方後円噴の姿が非常にわかりやすく

なっています。境丘の右手、後円部に横穴式沼室

の入nがあります。現在はカギが樹、けられた鉄扉

で閉鎖されていますので、図 15を見て、中の状

態をイメージしてもらいたいとと思います。二子

塚の場合、 二段構造の墳丘の第一段の上に石室が

関口しているという点で、前二子古墳と造り方の

発惣が大分違うのを注意してください。

この中へ入っていくと、下へ階段状に降りてい

って、奥の玄室にたどり着きます。実を言うと二
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子塚の玄室の位置は、商ii二子古境で第一段を断ち

審11って入っていった高さと閉じ位置になります。

ですから、下へ降りていったところで第一段の一

番下のところになります。玄室の壁面は川原石で

構成されており、すべてベンガラにより真っ赤に

塗彩されています。非常に強固なっくりになって

いて、天井石材にひび、が入っているのを除けば、

築造当初からほとんど狂いのない高い技術力が

よくわかります。

石室からの出土品で注目されるのは、金庖ガラ

スとか金箔ガラスと呼ばれている、透明ガラスの

中に金箔をサンドイツチして作った、非常に高い

技術力を要する製品です(図 l6)。日本列島では非

常に類例が少なく、当地でつくられたものではな

いとされています。朝鮮半島にもありますが、朝

鮮半島で作られたものでもない可能性がありま

す。更に西アジアの先で作られたという説もあり

ますし、ちょっとまだ確定していません。少なく

とも日本列島で作られるものではない。そういう

明らかに外から入ってきたものを二子壊古墳は

持っていたことになります。

図 17は馬具の破片でわかりづらいですが、そ

のうち右側にある人の舌のような形をした金銅

張製の杏葉と呼ばれる飾り馬具で、花弁形杏葉と

呼ばれています。これは、説内の前方後円墳など

の有力古墳から出てくるもので、関東地方では二

子塚に限られていますので、畿内との関係の中で

見ていく必要があります。

築瀬二子塚古噴が造られた同じ時期、その周辺

では、次位にランクづけられる人たちの古墳も横

穴式石室を採用します。図 18は、後閑3号墳と

いう古境ですが、石室の構造は、二子塚とちょっ

と違いますが、基本的な造り方はよく似ています。

共通した構築技術の中で支配者層の墓・が横穴式

石室になっていくと いうふうに考えてよいと思

います。図 19は、旧の松井田町に所在する下増

田上問中 1号墳で、これも二子塚の周辺地域に位

置する。石室は後閑 3号墳と瓜二つの T字形を呈

するもので、これも基本的なところでは、 二子塚

の石の扱い方、積み方と非常によく 似ています。

これらは兄弟というか二子塚が親で、後閑 3号 ・

上間中1号が二つの子みたいな関係かと恩われ

ます。

次に、初現期の横穴式石室がどういう広がりを

示すかを考えてみたいと思います。図 20は、富

岡市一ノ宮にある前方後円墳ですが、県の合同庁

舎を造るときに調査され、調査後に撤去して庁舎

を造るわけでしたが、設計を中庭式に変更して、

古墳を残したものです。ちょっとこれは拍手とい

うところだと思っております。図 21は、羨道か

ら石室の中を覗いた状態です。築瀬二子援と同様

に中ぶりあるいは小ぷりの川原石を使っている

のがわかります。



図 22は、前橋のグリーンドームの南側の南北

の道を前橋市街地側から披けたすぐ右側lにある

王山古墳で、す。これも、後同部に横穴式石室があ

ります。墳丘の表面には、座布団状の川原石を非

常に丹念に積んで、見事な葺石を実現しています。

図 23が横穴式石室を奥壁側から望んだものにな

ります。天井石が欠落していますが、非常に細長

い奥行きのある石室構造になります。このことは、

王山に限らず、初現期の前方後円墳の横穴式石室

全体にあてはまる特徴です。ところで、王山古墳

の石室の位置が特異です。それは、 二段構造の墳

丘の第二段の中位のところに石室があるからで

す。これでは、外からスムーズに石室に入れない

ことになります。

同じ時期に、中 ・酉毛地域でほぼ一斉に前方後

円境に採用されながら、 三者三様である点は興味

深いところです。

最後に、その広がりの一番北寄りですが、吾妻川

をさかのぼった東吾妻町に四戸古墳群というの

がありまして、そこに初現期の石室があります。

図 24は四戸 1号墳の石室を入口側から見たもの

です。川原右を使用したもので、赤色顔料が塗彩

されており、規模としては通有の円墳です。ただ

し、副葬品は充実したものであるので、 地域の中

で非常に高い地位を占めていたということがわ

かりますユ
このように前二子古墳と前後する時期の上毛

野の初現期横穴式石室を見てきました。最後に、

上毛野地域で採用された横穴式石室の特徴をい

くつかお話ししたいと思います。まず、 6世紀初

めを前後したl時期の前方後円境を実現した段有

力者が横穴式石室を採用していることがあげら

れます。それから、前方後円境で導入された地域

では、その次のランクの人たちも、横穴式石室を

採用しています。逆に言 うと、支配者層に採用さ

れた地域でも、それより下位の人たちは、まだ横

穴式石室になりません。だから、横穴式石室が入

ってくると、上野の地域全体がこれに替わってく

るということにはなりません。

次に、上毛野全体を見渡してみると、その全体

ではなく、西半分の地域、前橋周辺から、高11崎の

方にかけてを中心とした地域に広がったのがわ

かります。このことは、単に群馬の地域へ横穴式

石室の文化が入ってきたというよりも、意図的に

入ってきている可能性、意図的に受容している可

能性を注意する必要があります。これはどういう

ことか言 うと、 5世紀後半以降、上毛野西部を中

心に地域展開がはかられるようになったことが

関係していると思います。その場合、様名 111大噴

火以前を主導していた榛名山麓の地域が欠落し

ている点は控意されます。

ところで、上毛野で横穴式石室が採用された時

期は、畿内の大王墳をはじめとする最有力古墳に
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係用されるようになった時期と一致します。石室

そのものは、両者の聞に直接的な即財各はないもの

の、採用の大きなきっかけを共通にしていること

は間違いないところです。この時期の横穴式石室

の採用は、特に選ばれた地域でのもので‘あったこ

とを考える必要がある。

所定の時間をだいぶ過ぎてしまいましたので、

ここまでで私の話は終らせていただきます。



図 1 前二子古境の演E

図3 貫iJ二子宮境石室 (渓道部から玄室入り口を望む)

図版 1
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図4 前二子吉境石室出土の鈎状鉄製品

図7 前二子宮境の石室 (玄室部に復元された土著書が並ぶ)

前橋市教育委員会提供



図9 発見された甲需着装吉壌人

(公費オ)群馬県埋蔵文化財調査事業団提供

図版2
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図12 保渡田古頃群金策 (手前が井出二子山古績)

高崎市教育委員会提供



図13 東山道と東山道駅路

図14 ~灘二子塚古噴漬丘

図15 築激二子塚古境の横穴式石室

安中市教育委員会提供

図16 築瀬二子縁古嘆から出土した金箔ガラス

安中市教育委員会提供
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図18 後閑 3号償金景

安中市教育委員会提供

図版3
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図19 上i曽田下回中 1号境

安中市教育委員会提供

図20 ーノ宮4号境全景

図21 ーノ宮 4号績の績穴式石室

図22 王山古墳の境丘と石室

図版4
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古代東国文化シンポジウム 基調講演②

前二子古墳横穴式石室のルーツを探る 一九州と韓国の横穴式石室ー

柳 j宰一男(宮崎大学名誉教授)

はじめに みなさん、こんにちは。宮崎からやっ

てまいりました柳津と申します。

今回のシンポジウムは前橋市に所在する前二

子古墳が主題、タイトノレは「東アジアから見た前

二子古墳Jです。前ニチ古墳がなぜ「東アジアj

なのか、と首を傾けられる方も少なくないのでは

なし、かと思し、ます。

ご承知のよう に、前二子古墳は同じ前橋市の王

山古墳や、安11市にある梁瀬二子康古墳とともに、

上毛野地方で、は最古期の横穴式石室を採用した

古墳として知られています。横穴系基室は、古代

中国の前漢代後半に出現し、朝鮮半島を経由して

日本列島に導入された開通原理の外来系埋葬施

設です。その点で東アジアの諸地域と共通する墓

制を共有することは確かですが、それだけで前二

子古墳と 東アジアの関係を語るには不十分でし

ょう。

以前から指摘されていたことですが、前二子古

噴の横穴式石室とは何者で、そのノレーツはどこに

あるのか、まったく見当が付かないほど日本列島

では例をみないほど特異な形態と構造なのです。

詳しいことは後でお話ししますが、近年の朝鮮半

島南部で発掘調査された古墳のなかに前二子古

境と酷似する横穴式石家がみとめられています。

このことは、前二子古墳の石室構築が、日本列島

内勢力ではなく、朝鮮半島の特定地域勢力との連

燐のもとに行われた可能性がでてきたところで

す。限られた時間ですが、前二子古横の横穴式石

室のノレーツと、その当時の日本列島と朝鮮半島諸

地域との関係について、考えていると ころをお話

ししたいと思います。

上毛野地域における出現期横穴式石室と前二子

古墳 前二子古墳の調査経緯や二れまでの調査

成果をもとにした古境の具体的な内容について

は前原豊さんから、上毛野地域の出現期横穴式石

室の様相については右島和夫さんから、それぞれ

詳しいお話しがありました。お二人のお話と重な

るところがあるかもしれませんが、改めて前二子

古墳の横穴式石室の特徴をまとめておきたいと

思います。

図 1は、右島さんが 1980年代にまとめられた

論文のなかで取り上げられた上毛野地域の出現

期大型横穴式石室の図面ですのそれぞれ特徴的な
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形態と構造をしめしていますが、梁瀬二子塚を除

く3基の横穴式石室は、遺体を収める玄室と呼ぶ

空間は細長く、その前面に取り付く通路(羨道)

も異様なほど狭くて長いものです。そのうち、前

二子と主山の 2つの横穴式石室には玄室と羨道

の境に細長い棒状の仕切り石(細石)が配霞され

ています。正円寺も玄室の境よりも少し前面側に

川原石を並べた梱石がみとめられます。この二つ

の石室は、玄室の奥の壁(奥監)は大型の石を二

段に積みあげる構成法が共通しています。また石

室の上部が残っている前二子 と正円寺の二つの

石室上部を見ますと、玄室から羨道はほとんど水

平に大型石材(天井石)が架構されていますが、

羨道の入口部寄りが少しずつ低くなるようにつ

くられていることがわかります。

このように、梁瀬二子塚を除く 3某の横穴式石

室には形態や構造に共通する部分が多くみとめ

らます。古;憤の築造年代からみると 、前二子古墳

の横穴式石室の築造を起点にして、部分的な改変

を加えながら、短期間のあいだに連続してつくら

れた可能性が高い、と考えています。と二ろが、

前二子古墳の横穴式石室には、王山と正円寺とい

う仲間の石室にはみとめられない特異な構造も

あります。

一つは、玄室と羨道の境に板状の石材を立てて

配鐙し、玄室 ・羨道の側壁よりも内側に突出させ

る部分です。このような板石を立柱石と呼びます

が、立柱石の聞の床面には糊石を置き、さらに立

柱石と天井石との問に、細長い石材を梁状に左右

の墜に架け渡して、玄室と羨道をl玄繭する玄門を

設えています。このような構造は九州北部地方で

は一般的にみとめられるものです。これに加えて、

玄室と羨道の床面に丁寧に力nLした大型の石材

(床石)を並べて配置し、奥壁に沿って遺体を安

置する部分(屍床)をつくりだしています。床面

に大型石材を配置する手法は他に例がないため

評価のしようもありませんが、廃床配置は九州中

北部でしばしばみられる手法ですD

このように、前二子古墳の横穴式石室は九州北

部との関連がつよくみとめられるのですが、九州

北部には例のない形態と構造があります。それは、

玄室の前面に接続する111高が狭くて長い羨道です。

前二子古墳がつくられた 6世紀初頭(おそらく

510年前後と惟測 しています)頃の九州北部にー



般的な横穴式石室(北部九州型)には、玄室前面

に狭長な羨道が接続することはないのです。

小さくて申し訳ないのですが、図 2をご覧くだ

さい。この図は、九州北部に横穴式石室が出現し

た4世紀後葉から、 6世紀末頃までの九州と畿内、

それに上毛野地方の大型横穴式石室の変遷を概

折的に図示したものです。最上段が北部九州、|型横

穴式石室の築造推移をしめしていますが、 6世紀

(500年代)初め頃の横穴式石室には羨道がなく、

「ハJ字形に聞く前j廷が付くことがお分かりいた

だけると思います。

以前から、上毛野の出現期償穴式石室と北部九

州石室との類似性には気づいていたのですが、い

ま申しあげたようなところで理解が頓挫してい

ました。これを一転させたのが、朝鮮半島南部に

分布する倭系古墳の調査の進展なのです。

朝鮮半島南部の倭系古墳と横穴式石室 前方後

円墳や倭系横穴式石室を構築した古噴を倭系古

墳と呼んでいます。朝鮮半島南部の全羅筒 ・北道

と慶尚南道に分布しています。図3に倭系占墳の

分布閃をしめしておきました。その下には、現在

判明している前方後円境のリスト(表 1)を付け

ましたので、ご参照ください。

前方後円墳は朝鮮半島南西部の令羅南道に 13

基、北道に l基が確認されています。分布の中心

域は栄山江とその支流、海南半島ですが、盤嶺山

脈を越えた北部にも広がります〉 なお、樟陽に所

在する 2基は前方後円境ではなく長精円形の古

噴になるかもしれません。

墳長の規模が 77mの長鼓，I(争古憤がもっとも大

きく、 60m代が 2基、 50m代が 2基、残る 6基は

30~40m代と比較的小型!のものです。 境丘規模、

周螺 ・段築の有無や、埴輪 ・木製立物の有無など

は、表 1にまとめておきました。

これらの前方後円墳は、 1991年から間断的に発

掘調査がすすめられ、現在9基が発掘され、境丘

や周堀の形態や構造がかなり明らかになり始め

ています。墳丘構造が判明しているものは、すべ

て2段築成で上段斜面に葺石が施されています。

段テラスに円筒袖輪列がめぐる明化洞古墳や、石

見型などの木製立物を伴うチャラボン古墳や月

桂洞2号l賞などもあり、日本列島の前方後円噴と

変わるところは無いと言ってもよいと思います。

これらの前方後円噴について、かつては列島の前

方後円債の十Il形となるという説がとなえられた

こともありましたが、調査の進展と資料の蓄積が

すすんだ現荘では、 5世紀末頃から 6世紀前葉ま

での限られた期間に集中的に築造されたことが

判明してきました。

前方後円噴のうち、血葬施設が判明した9基の

うち、最古と想定されるチャラボン古墳と、長楕

円形の墳丘となる可能性が高い月田古墳を除く 7
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基が九州系の横穴式石室です。九州系の横穴式石

室につきましては、円墳や方墳を含めて後ほどま

とめてお話ししたいと思います。

つぎに、九州系横穴式石室を採用した円墳や方

墳についてお話ししたいと思います。まず、それ

らがどのあたりにあるのか、図 3をご覧ください。

ζ のなかの・を付けた古墳が九州系横穴式石室

を採用した円墳で、 10基ほどが知られています。

このほかに 1基だけですが、方墳の伏岩里3号墳

があります(・のマークを付けました)。全羅南

道に円墳4基と方墳1基、慶尚南道に円墳6基と

なります。

全羅南道の円噴3基と方墳の{犬岩盤3号墳は

栄山江流域、もう一つの円墳 ・造山古墳は海南半

島南部にあります。|斗墳はいずれも 20m未満で‘す

が、ノブ墳の伏岩里3号墳は一辺が 45X55m、高さ

8mに達する大型墳で、栄山江流域で、は播南古墳

群の直径40m級の大型円墳とともに、有力首長墳

として注目されます。

慶尚南道の九州|系横穴式石室を採用した円墳

は、南海岸の沿岸域と島明部に4基、内陸部の格

東江と支流の南江流域に 2基が知られています。

このなかで注目されるのは、間城にある松鶴桐

1号墳です。この古墳は、先の大戦前に日本の研

究者がその一部を発掘していますが、 1980年代半

ばに韓国の萎仁求先生が前方後円墳ではなし、か

と問題提起され、日韓の研究者のあいだで活発な

議論が交わされた古噴です。2000年とその翌年に

東亜大学校博物館が発柵調査を行ったところ、 3
基の古墳が穣雑に重なるように構築された結果、

あたかも前方後円境のような墳形となったこと

が判明したのです。最初に 30mあまりの lA号墳

がつくられた後に、直系 28mあまりの lB号墳が

頃丘端の一部を重ねて築造され、その後に lA号

境と 1B号墳のあいだに重なるように lC号墳

がつくられていたのです。

前原さんや右島さんのお話に出てきた、前二子

古墳の横穴式石室に関連する朝鮮半島南部の古

墳とは、 2番目につくられた lB号墳のことです

し、結論を先に述べると、その 1号石室こそが直

接のノレーツであろうと推測されることにありま

す。

朝鮮半島南部の倭(九州)系横穴式石室とその系

譜 引き続きまして、今お話しした朝鮮半島南部

にみとめられる倭系古墳の横穴式石室について、

もう少し詳しく見てまいりたいと思います。

図4は、これらの地域で確認されている横穴式

石室の図面と古墳分布図を組み合わせたもので

す。干片墳分布図は小さいので、図 3をご参照くだ

さい。この図は 2006年につくったもので、その

後に発見された 3基の九州系横穴式石室と記入

漏れ1基の、合わせて4基分の横穴式石室の図面



が人っていません。その後に発見された石室は、

前方後円墳の龍頭里古墳と馬山里1号墳、円墳の

呑村~1Ii1 2-1 号墳で、記入漏れは角化洞 2号墳です。

図4の横穴式石室の図面は閉じ縮尺に揃えて

いますので、石室規模の大小を視覚的に把握でき

ると思います。しかしながら、ご覧いただくとお

分りのように、平岡形 ・立面形ともじっに多様で・

す。これらの横穴式石室が築造された年代は5世

紀末頃から 6世紀前葉までの 20....._30年間のごく

短期間であることを考えますと、日本列島各地と

の広い交渉、を考えたくなります。しかし、この時

期に大型横穴式石室の構築がある進展していた

のは、九州中北部と畿内や紀伊の一部にすぎませ

ん。従いまして、横穴式石室の形状や構造を丹念

にたどることによって、その源流が日本列島のど

のあたりにあるのか、おおよその見通しをうるこ

とができるのではないかと考えています。

横穴式石室の形状や構造が多様だと中しまし

たが、その特徴からいくつかのグループに分ける

ことがロJ能です。

第 1は、北部)L.州型そのものみてよいグ、/レープ

です。慶尚南道の長木古1賞、全羅南道の造山古墳

の二つの石室は、細長い羽子板形の玄室平田形と

立柱石 ・梱石 ・楯石構成の玄門を備え、玄門前而

は「ハJ字形に聞く前庭が接続します。玄室の奥

援と左右の側壁の最下段には、大型の石材を横方

向に立て並べる手法一九州ではこれを rrl懐石Jと

呼んでいますーが顕著にみとめられます。こうし

た特徴は、北部九州型横穴式石室の番塚式から関

行丸式段階と等しい形状と構造です。5世紀後葉

から末葉の築造と怨定していますが、造山古墳か

らはTK47型式期の倭製の須恵器が、長木古墳か

らは倭製の短甲(鉄製の鎧)などが出土しており、

こうした年代観と矛盾していません。

前方後円噴の龍頭里古噴と新徳古噴、龍頭里古

境の石室は、玄室平面形はいまお話しした長木や

造山古噴石室よりも幅広い長方形となり、玄室立

国形は高さを増して宵路状(ドーム)に近い構造

となります。玄門と前面の前庭の構造は変化があ

りませんが、以上の特徴は北部九州型鶴見山式段

階のものと酷似しています。鶴見山古境からは6
世紀初頭から前葉の須恵、器が出土しており、朝鮮

半島の前方後円墳も同様の時期の副葬品が出土

しています。石室の大半が破壊された明化洞古墳

や、本年の夏に発掘調査された馬山里l号墳の石

室もこの段階か次の王塚式段階の北部九州型と

みてよいと思います。

なお、龍頭里古噴の玄室奥~には石棚が設置さ

れおり、北部九州|型最古の石棚設置石室の王塚古

境に先行する事例として貴重です。後でお話しす

る伏岩里3号・墳のように、紀伊の岩橋型石室工人

と北部九州型石室工人によるコラボレーション

が想定される例もありますので、そうした工人間

73 

の交流も視野に入れた検討が必要かもしれませ

ん。

栄山江流域で近接する円墳の双岩澗古墳や角

化~1ff12 号墳も、ニの段階か、つぎの王塚式段階に

相当する可能性がたかいと思います。

第2は、中部九州の肥後型的な横穴式石室で、すD

全羅南道の鈴泉毘古墳]OiJにすぎませんが、方形

に近い玄室平田形に二重の立柱石と梱石 ・縮石を

備えた玄門を配置し、その前面には天井石を架構

しない石積み墓道が接続する特異な構造です。玄

室の上部構造に多少の違いがありますが、熊本県

山鹿市に所在する臼塚古墳と酷似しています。

第 3は、北部九州型 ・肥後型といった九州系横

穴式石室そのものではないのですが、玄室平面形

や立柱石 ・梱石間置を伴う£;門構造を備えた、九

州的な償穴式石室とでも言 うべきグ/レープです。

栄山江流域の月桂洞1・2号墳の横穴式右筆がそ

れに該当します。

第4は、前二子古境石室のノレーツと言うべきグ

ノレーフeで・す。玄室平面形が狭長で緒形に近い立面

形、立柱石と棚石による玄門を伴い、その前田に

狭長な羨道を付設するのが特徴です。天井石は玄

|巧と羨道とのあいだに、低い段をもつものとない

ものがあります。私はこの石室形式を長鼓峰類型

と呼んでいます。

全羅南道の前方後円境である長鼓峰古墳、慶尚

南道の大型円墳である松鶴洞 1B号;墳 1号石室

とやはり直径が 30m近い大型円墳の船津里古墳

の3例が知られています。最初にお話ししたよう
に、このグ、/レーブρの横穴式石室はきわめて特異な

形態と構造です。どのようにして、こうした石室

が案出されたのかよく分からなかったのですが、

つぎのように、葉の九州中北部のニ系統の石室工

人のコラボレーションを想定すると理解できそ

うです。

図5をご覧ください。狭長で箱形に近い形状の

玄室構造は北部九州型の番塚式を母)1台にしたも

の、狭長な羨道は肥後11]部の熊本平野部に登場す

る狭長羨道を母胎として、両者を組み合わせるこ

とで成立したと考えるものです。それは、このグ

ノレープ最古の可能性がたかい長鼓!峰古墳の石室

に明示されています。この石室の玄門部分は、筈IJ

石積み狭い袖部があり、その外側一つまり羨道の

内側に立柱石の広い面を配置するもので、この手

法は、熊本県千金甲 1号墳と等しい構造なのです。

松鶴洞 1B号墳 1号石室は、玄室平面形が長鼓

峰よりも狭長で、 立柱石と樹石による玄門を備え

るほか、玄室側壁に布南の吊り金具である鈎状鉄

製品が多数を差し込まれています。また、典壁の

下音rsと友布の側壁に木棚を差し込んだとみられ

る凹みと木質痕跡が観察されています。石棚を木

棚に置き換えた可能性がありますが、配置の高さ

が低く、どのような目的で、設l宣されたかよく分か



りません。

羨道の長さに違いがありますが、横穴式石室の

全体構成が酷似する松鶴洞 1B号墳 1号石室こ

そが、前二子占墳償穴式石室の直接の/レーツとみ

て間違いないと思います。

第 5に、 1例のみなので、グループとは言えない

のですが、紀伊の岩橋型横穴式石室の規格を北部

九州型の構築手法で築造した例があります。先に、

九州系横穴式石室探用古墳のなかでl唯一の方墳、

かっ栄山f[流域でも最大規模の古墳と申し上げ

た伏岩里3号境の 96年石室 (1996年に発見され

た石室の意味だと思いますが、年は省きます)で

す。伏岩里3号は方墳と言ってら在地型の古墳で、

4.-.....5世紀代に営まれた墾惰古墳上に巨大な境

丘を築造し、 96石室のほか6世紀末築にいたる

10基あまりの百済系横穴式石室を憤丘各所に構

築した特異な構造です。96石室には4体の遺体が

埋葬されていますが、いずれも栄山江流域特有の

大型塑棺に収められています。

ところで、この償穴式石室の規格を紀伊の大谷

山 22号境と同規模と見抜いたのは中司!現世ーさん

です。先にもお話ししたように、何年石室が築造

されたと想定される 6世紀初頭頃には、北部九州

型に羨道は付きませんが、玄室壁面最下段の大型

腰石使用、内側に突出しませんが立柱石 ・細石 ・

欄石を備えた玄門構成は北部九州型の構築技術

を駆使した構造と言 うほかありません。また、私

は中司さんの指摘のもとに石室規模を検討した

ところ、大谷山 22号の石室企画はl尺が 24Cslの

尺度で、 96年石室は 25cmの尺度で行われたと推

測されました。したがいまして、この二つの石室

は瓜二つですが何年石室がわずかに大きめと言

うことになります@

第6のグループは、慶尚南道内陸部に近接して

南江と格東江沿いにつくられた2碁の円噴(景山

里1号墳と雲谷里1号噴)と、近年発掘された南

海岸沿岸の香村洞 2-1号噴(円噴)です。第4ま

で‘のクソレープは 61世紀前葉の築造ですが、このグ

ノレープはそれ以降の 6世紀中葉を前後する頃の

一群です。景山県 l号の石室基本形は北部九州型

ですが、奥控に沿って石屋形を設置しています。

雲谷毘 1号墳は玄室平田形がI1同張りで、奥壁と左

右の側壁に沿って「コJ字形に石障を設けていま

す。また奥壁のやや上部に、壁面の外方に突出さ

せた「突起石」を配置しており、福岡県南部の筑

後川流域に類例を求めることができるものです.

香村洞 2-1号の石室も、「コ」 字形の屍床配置と

立柱石による玄門構造があり、九州中北部的なも

のとみてよいと思います。

以上を整理しますと、朝鮮半島南部に築造され

た倭(九州)系横穴式石室は、北部九州型や肥後

型などの九州系がストレートに構築された移植

型のほか、北部九州、|型と肥後型の合体形式や、九
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州系横穴式石室の基本形をベースに在地で発案

された多様な創出形式が生み出されたため、多様

な様相を呈することになったのではないかと思

います。

朝鮮半島南部の倭系古墳の築造背景と上毛野地

域諸勢力 最後に、前二子古墳の横穴式石室にど

うして朝鮮半島南部と同形式の撒穴式石室が採

用されたのかを考えてみたいと思います。

これには、 5世紀から 6世紀にいたる高句麗 ・

百済 ・新羅の三国ならびに加耶諸勢力聞の複雑な

抗争関係と、海峡を挟んだ倭との複雑な国際関係、

が絡んでいます。とくに、漢城百済が滅亡した475

年以降の百済の動向と、 5世紀前築から勢力を拡

大し積極的に対外交渉を展開した大加耶勢力、そ

れと西方への勢力拡張を目論む新鮮:の関係は、時

に和合し、 11寺に敵対した。百済と蛤津江を挟んで

相対する大加耶勢力は、倭主権との関係を維持し

ながら互いに牽制し合う関係にあったようです。

とくに、熊津(現、公州市)に遷都した百済は勢

力を回復するために、南の全羅南道一帯と蛾津江

流域一帯を領有化しようと倭主権に働きかけた

と思われます。

全羅南道や慶尚南道南岸域に出現した前方後

円墳や倭系横穴式石室墳は、この地域に、九州、|勢

力をはじめとする各地の有力勢力が派遣された

ことを物語っているのでしょう。

上毛野地域の出現期横穴式石室を採用した梁

瓶二子塚古肢の副葬品には、大加耶系の装身具や

馬具、百済系の装身具のほか、倭製の摂り環頭大

刀がありますが、同様に前二子古墳にも摂り環頭

大刀が含まれていたことが判明しています。ちな

みに、上毛野地域からは摂り蹴頭大刀は8基の古

墳が出土しています。高松雅文さんは、継体王様

を象徴する威信財として広帯ニ山式冠と振り環

頭大刀が重視されたと指摘されています。梁瀬二

子塚古噴石室のノレーツ探しは今後の課題ですが、

上毛野地域の有力勢力は継体大王の要請を受け

てカ11耶 ・百済に披海したことは間違いないと思い

ます。

繰り返しになりますが、前二子古墳石室の直接

のノレーツが松鶴洞 1B号横に求められることは

確実です。いっぽう、松鶴綱 1号墳は小加耶王墓

の可能性も指摘されています。もし、松鶴桐 1B 

号墳の被葬者が小JJ日耶王であるならば、前二子古

墳の被葬者は、小加耶の王族と親密な関係、例え

ば姻戚の関係形成などを背景に、同一形式の横穴

式石室を構築した可能性も比定できないでしよ

う。いずれにしても、前二子古境の石室築造には、

松鶴洞 1B号墳石室構築を差配した工人集団の

上毛野への派遣なくして実現はありえなかった

と思います。

とりまとめのない話になってしまいましたが、



これで終わらせていただきます。

ご時聴ありがとうごぎいました。
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古代東国文化シンポジウム 基調講演③

5・6世紀における朝鮮半島南部の様相と交流関係

高久健二(専修大学文学部教授)

1 はじめに 専修大学の高久と 申します。よろ

しくお願いします。

在、は、これまでの先生方のご発表の背景となる

ような、朝鮮半島の古墳文化と交流関係を中心に

お話させていただきたいと思います。具体的には、

前二子出ー墳などが造られた 5世紀後半から 6世

紀前半における朝鮮半島、とくに日本に隣接する

半品南部地域の古墳文化を概観し、その多様性に

ついてお話していきたいと思います。つぎに、朝

鮮半島から日本列島へというそノの流れとは逆

に、列島から半島へと渡っていった、いわゆる倭

系遺物に焦点をあてて、当時の相互交流の実態に

ついて見ていきたいと考えております。

2 5-6世紀の半島情勢 最初に年表(表 1)
と地図をもとに当時の東アジア情勢を簡単にお

言苦しいたしますコ

まず、 5世紀初頭における半島情勢 (凶 1)を

みると、中国大陸の東北部から半島北部に位置し

ているのが高句麗です。そして、その東南部に新

羅、西南部に百済が位置し、その問に挟まれてい

るのが加耶諸国であり、小国が分立していた地域

です(図 3)。この加耳目諸国が列島と非常に密接な

関係をもっていた地域です。

5世紀代の大きな画期は、やはり高句麗の南進

政策です。有名な広開土主の碑文に記されている、

400年の高句麗の南進、すなわち半島南部に勢力

を拡大していくという動きが、その後の朝鮮半島

情勢に大きな影響を与えていくわけです。新羅は

高句麗との間関関係を維持するとともに、格東江

東岸域や下流地域まで勢力圏を拡大していきま

す。また、洛東江河口付近の西側には金官国があ

ります。この地域は三国時代以前の原三国(三韓)

時代から、 日本列島との対外交流の電要な窓口と

して機能していました。この金官国は3世紀後葉

から4世紀にかけて加耶諸国の盟主固として栄え

ていましたが、高句麗の南進を受けて、 5世紀前

柴以降、急速に勢力が衰えていきました。最終的

には 532年に新羅に投降してしまいます。これに

よって、倭は半島との交流の重要な窓口を失い、

大きな影響を受けるわけです。5世紀の加耶地域

では金官固にかわって内陸の大加耶国が古頭し、

479年に加羅国王荷知が中国南朝の済に朝貢 し、

加耶諸国では唯一、「輔国将軍加経国土!っとして

nu・封されています.一方、 5世紀代の百済は高句
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躍と戦闘状態にあり 、475年に高句麗は百済の王

都である漢城を陥落させ、百済は南の熊津へと都

を速さざるを得なくなりました。しかし、熊津に

遷都した百済は復興し、 25代武寧王は 521年に中

国の南朝梁に遺使し、f{吏持節都督百済諸軍事寧

東大将軍百済王Jの称号を受けています。中国南

朝との密接な関係は当時の王陵から出土する中

国系文物にも現れています。

6世紀中葉になると半島情勢が再び大きく変動

します(図 2)。まず、)10耶諸国のうち最後まで残

っていた大加耶国が、 562年に新羅によって滅ぼ

されてしまいます。そして、新羅は、 552年に元

百済の都で、あった漢城を勢力下におき、急速に領

土を拡張していきます。また、中国大陸では 589

年に階が統一を果たし、ここから新たな東アジア

の構図がつくられていきます。この前段階までが

ここで取り上げる時期となります。

3 半島南部における古墳文化の特色 つぎに、

半島市部地域における古噴文化を地域ごと に概

観し、その特色についてみていきます。

( 1 )洛東江東岸地域一新羅一 半島東南部地域

は新羅地域であり 、現在の慶尚北道鹿州市を中心

に栄えていました。新羅千年の都と呼ばれる慶州

盆地には、現在も多くの遺跡が残されており、大

きな墳丘を持つ古墳が分布しています。

とくに、新羅の古横文化を象徴する墓制が積石

木榔墓であり、初期の大型樹石木榔墳として知ら

れているのが、5世紀中葉頃に造られた皇南大塚

(ファンナムテチョン)(図 4)であり 、新羅の王

陵と推定されています。皇南大尿はまず南墳が構

築され、その後に南墳に接して北墳が造られてお

り、双円噴を呈しています。

皇南大塚南墳の埋葬施設は積石木榔墓、木榔墓

の周聞及びその上告11に石を積み上げるのが特徴

です(図 4-1)。場丘については、下部の 1次墳丘

とその上部の 2次墳丘に分けて構築されていま

す。木榔周聞の積石部は非常に高く、単に石を積

み上げただけでは崩れてしまうので、椴状の建造

物を造って、積石を行うとu、う複雑な構造をもっ

ています(図 4-2)。埋葬施設は主榔と扇IJ椋nに分か

れており。主榔には被葬者が埋葬され、副榔は床

面中央部に木柱4本を立てて、木榔を構築してお

り、多数の副葬品が納められていました。

新織の王陵は豪華な文物を数多く副葬するこ



とで知られています。このように大型古墳に多量

の副葬品を納めるような手厚い埋葬を行う墓制

をj草葬墓と呼んでいますが、新謂;の1士「墳文化の特

徴のーっとしてあげられます。王陵の副葬品のう

ち、王権を象徴する文物として出字形立飾冠 (1珂

4-6)があげられます。皇南大塚南墳のものは金

銅製ですが、 王陵からは金製のものが多く出土し

ます。ちなみに、この出字形立飾冠は、 6世紀後

半に築造された群馬県前橋市の山王金冠塚古債

でも出土しており、新羅と上毛野との交流関係も

想定されます。このほかにも金製冠帽(図 4-9)、

金製鋳帯(図 4-7)、金銅製飾履なども主権を象徴

する装身具と考えられます。装身具以外にも三累

環頭大刀(図 4-5)や金銅製馬具類(図 4-]0)な

ども多く副葬されています。また、新羅の主i凌に

はシルクロードを通じて西域との交流を示すガ

ラス製~器(図 4-11) も一定数副葬されている 。

これ以外にも鉄製武器類や土器類も多数高IJ葬さ

れており、このようなあり方が新羅の厚葬墓とし

ての主陵の特徴といえます。

(2 )洛東江西岸地域ー加耶諸国一 つぎに、新

維の西側、すなわち裕東江の西岸地域における加

耶諸国の肯横文化をみていきたいと思います。加

耶諸国ではそれぞれ違った占墳文化が展開して

います。

①大加耶国 まず、最初に取り上げたいのは、洛

東江を遡った現在の慶尚北道高髭H1iに位置する

大加耶国です。金官国の勢力が衰えた後、それに

変わるように省頭してくるのが大加耶国で、あり、

加耶諸国の後半段階の中心となる国です。

大加耶国の中心古墳群は池山洞(チサンドン)

古墳群と考えられています。池山洞 44号噴は 5

世紀末に造られた大加月I1の王陵と考えられてい

ます(図 5)。先ほどの新羅の積石木榔墳とはまっ

たく違っておりまして、円墳で竪穴式石榔を埋葬

施設として使用しています(図 5-1)。墳丘中央部

に大型の主石榔があり、それと並行に南石榔が、

これと直交して西石榔が配置されています。さら

に、これらの周囲に 32基の小型石僻がめぐって

いますs ζの古墳の調査者は、これらの石織は同

時哩葬であり、 32基の小型石榔は殉葬榔であろう

と主張しています。中心の埋葬施設である主石榔

は細長い長方形を呈していて、その中に木棺、あ

るいは木榊を設鐙していたものとみられます。

大加耶国の垂飾付耳飾(図 5-6-⑦)はと主玉を垂

飾の中間飾と して使用するのが特徴です。これと

同じ形式の垂飾付耳飾が群馬県高11崎市の索IJII崎長

瀞西遺跡 10号墳(結石塚)から出土しています。

②古自国(小加耶国) 力11耶諸国の中には、大加

耶国 とは違った古墳文化が展開する地域もあり

ます。そのひとつが現在の慶尚南道回城郡付近に
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あった古自国(小力[1耶国)です。古自国は南部梅

岸地域に面しており、内陸の大加耶国とは立地が

異なっています。

古自国の中心地に位置するのが松鶴洞(ソンハ

クドン) 1号墳です。松鶴桐 i号墳は双円墳であ

り、南墳 (lA号噴)に竪穴式石榔墓、北墳 (lB
号墳)に横穴式石室墓、南墳と北墳の聞にも横穴

式石室墓が構築されています(悶 6-1)。まず、 5

世紀後葉頃に南墳が築造され、その後、 6世紀前

葉頃に北墳が築造されました。南墳は墳丘上部か

ら墓域を掘り込んで竪穴式石榔を構築しており、

他の加耶諸国と築造方法が異なっています。中央

の大型石榔の周囲に中 ・小型の石榔 10基が配置

されています。中央の]A-l号竪穴式石榔(図6-2)

は細長方形を呈し、装身具類、武器類、武具類、

馬具類、農工具類、土器類が出土し、 5世紀後半

に築造されたものと推定されます。6世紀前築の

北墳には平面長方形の玄室に両紺|羨道を有する

横穴式石室(図 6-3)が設置されており、こちら

は南墳と異なり 、石室とともに境丘を構築してい

ます。

松鶴j向1号墳に副葬されていた土鴇をみると、

まず在地のいわゆる固城タイプとよばれる土掠

が主体を占めます(図 6-17・19・20・21・25)。

これ以外にも内陸の大加耶系土器(図 6-24・27)

や新雑系土器(図 6-23)も出土しており、南海岸

地域と内陸地域との交流関係を示しています。ま

た、後述しますが、日本列島の須恵、器も一定数出

土しており(図 6-18・22)、玄界灘を挟んだ倭と

の交流も盛んに行われていたと考えられます。

(3 )錦江および栄山江流域一百済と馬韓ー

① 百済 百済においても新経や力nJ部諸国には

みられない墓制が造営されています。百済第二の

都である熊津は、現在の忠清南道公州市付近に当

たり 、多くの遺跡が分布しています。このうち熊

津期の王陵鮮と考えられているのが来山車(ソン

サンニ)古墳群です。

宋山県古墳群のなかで最も有名なのが、百済第

25代武寧王陵(ムニョンワンヌン)です。この古

墳の埋葬施設は、煉瓦を積み上げて造った埠室墓

というもので、天井部はトンネノレ状を呈 していま

す(図 7-1)0:噂室墓は横穴品構造になっており、

一段高い棺台に王と王妃の木棺が埋葬されてい

ました。羨道部分に鎮墓獣とともに置かれていた

2枚の墓誌(貿地券) (図 7-12)の内容から、 523

年に亡くなった武寧王を 525年に埋葬し、つづい

て526年に亡くなった王妃を 529年に合葬した墳

墓であることが明らかとなりました。

来盗掘で、あったため副葬品も残されており、金

製 ・銀製装身具類、金銅張飾庫、銅鏡、単龍文環

頭大刀、銀製・銅製容器、青磁類などが出土した。

このうち金製冠飾(図 7-8)は新羅や加耳目諸国の



ものとは異なっています。また金銅張飾履も新羅

のものと異なる百済式です。博室基の構造、貿地

券や鎮基獣(図 7-18)の両11界、青磁類(図 7-19・

20・21)などは中国間判との僚接な関係を示して

おり、武官界王と中国|判制との官、接な関係を示して

います。武寧王|凌でLU上している猷文鏡は、群潟

県高崎市の綿貫観音山訂噴出土のものと同型鏡

であり、百済と上毛野との関係も指摘できます。

②栄山江流域 栄山江流域は百済の南側に当た

り、馬緯とよばれていた地域です。この地域は他

地域と異なる古憤文化が展開する地域でありま

す。ここの古墳文化を象徴するものが誕桔基です。

この地j戒は光州市新円綱(シンチャンドン)遺跡;

のように紀元前後くらいから艶楠墓が造営され

る地域として知られています。5世紀になると新

村監(シンチャンニ) 9号肢のように方台形の墳

丘の中に聾棺纂を埋葬する占境がみられます(図

8)。砲弾形の大型専用銀桔を坦!葬するという点は、

他地域ではみられない、この地域独特の埋葬方法

です。
現棺というと、どうも 1'-の階層の横纂で、はない

かとJEわれがちですが、そんなことはありません。

新村旦9号墳の乙護枯の'1'には、金銅製冠帽(図

ト5)・飾履(図 8-6)、鉛頭大刀(図 8-7)などの

大此の副葬品が納められていました。このうち金

銅製冠飾は百済とも新維とも力11耶諸国とも異な

るこの地域独特の形態のものです。

このような地域に5世紀末から 6世紀前葉とい

う、極めて限られた時期に前方後円墳が、突如出

現し、突如消えていく ということになるわけです。

これら栄山江流域の前万後円肢のうち、戚平郡新

徳(シンドク)古墳(臨19) は 5 世紀末~6 世紀

初頭に造営され、埋葬胞設には北部九州との関係

が指摘されている横穴式布室を採用していまし

た。光州市月桂洞(ウオノレゲドン)い 2号墳(凶

11)は6世紀前半に造営され、横穴式石室を理非

施設として使用していました。周構から埴輪(図

l卜5・6) も出ていますが、これらの埴輪は在地

の土詩作りの方法で作られておりますので、在地

曜のj誼輪ということになります。光州市明花桐

(ミョンファドン)7i出(図 10) も6世紀前半に

造営された前方後円噴であり、 Jド1s'に見通しのき
くよい場所に造られています ここからも、月桂

洞古境群と同様に白地躍の捕輸が出土していま

す(図 10-3)。
二のように、朝鮮半島南部の墓制には、地域ご

とに多様性があるということをご理解いただけ

たと思います。

4 半島南部の倭系遺物からみた交流関係 次

に、半島南部で出上した倭系遺物、つまり列島か

ら半島へと渡っていった文物があります。5世紀

代は半島から列島へともたらされた文化要素が
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多いのですが、これとは逆に列品から半島へと渡

った文物もあり、双方向の相互交流の実態を明ら

かにできる重要な資料といえます。

(1)須恵器 須恵、措は半品の窯業技術が列島に伝

わり、生産されるようになった灰色の硬質土様で

す。さきほど取り上げた松鶴桐 1号墳では、 5世

紀後葉......6世紀前葉の須忠器が多数出土しており、

倭との密接な交流関係を/I'しています(関 6-18・

22)。また、栄山江流域の全羅南道羅州市伏岩単

(ポクアムニ)古境群でも 5I性紀後葉---6世紀前

東の須恵器が出土しており、これはちょうど前方

後円股が造られた時期と一致します。

一万、南部海岸地域だけでなく、忠清北道市州、|

di新鳳洞(シンボンドン)古出昨や慶尚南道峡川

~l日胤渓里(ポンゲリ)肯J:JW下など内陸地域でも須
恵器が出土しており(凶 12)、広い範囲に須恵、探

の分布域が広がっていることがわかりますe ただ

し、その山土量をみると、やはり閤城地域のよう

な南部海岸地峻で集tド的に11I上していることか

ら、 これらの地域が倭との交流の窓口であったと

考えられます。内陸地域でIL¥上している須恵器も、

倭との直接交流ではなくて、 |判部海岸地域との交

流を通じてもたらされた司能性もあると思いま

す。
(2)南海産大型巻員 半品の同聞には生息しない

雨海産の大型巻員も、原材料として列島から半島

へ渡っています

慶州に造られた新経の主陵からは、多数のイモ

ガイ製雲珠が出土しています(図 13-1・2)。ある

科度焼格がそろい、雲球製作に適したイモガイが

新縦にもたらされたものと考えられます。新1:iiで
生産されたイモガイ製玄:味は松鶴洞 l号墳など

周辺地域へと再分配されています(図 6-12)。

大加耶国の王基と考えられる池山訴:144号墳の

E榔からは、ヤコウガイで作られた柄杓状の貝製

品が出土しています(図 5-5-@)。慶尚北道慶山

市の林堂洞(イムタンドン)古償群では造永 ET 
号噴からギンタカハマ製の魚形装飾品が出土し

ています(図 14)。また、栄山江流域の全羅南道

海南柿造山(チョサン)占噴からはゴホウラ製貝

釧が出土しています(図 13-3)。
(3)その他 新維のヱl泣から111七する勾玉には、

少なからず裁翠(硬玉)拠の勾玉が含まれている

と考えられます。これらの産地についてはいまだ

不明ですが、新羅国の首長噴である慶尚南道梁山

市夫婦嫁(プブチョン)出土の務翠製勾玉を分析

した結果、日本列島産の可能性が指摘されていま

すので、新躍の王陵から出上している勾玉の中に

も、列島から原石がもたらされたむのが含まれて

いる可能性があります。

百済地域においても、倭系造物が出十ーしていま

す。さきほど取り上げた武市五陵では棺台の上に

ヱと王妃の木棺が安位されていました(図 7-2)。



この木棺の形態は百済式のものでありますが、そ

の摘材を樹種鑑定した結果、半島には自生しない

コウヤマキ(高野槙)としづ木材を使用している

ことがわかりました。列島の占墳時代前期lにおい

ては、畿内の大型前方後円墳の場合、竪穴式石榔

に長大な害1I竹形木棺を安置するものがみられま

すが、その棺材に使われているのがコウヤマキで

す。{委主権からから百済へ送られた可能性があり

ます。 また、全羅北道扶安志1~竹幕洞(チョンマク

トン)遺跡は西海岸を望む場所に立地する祭肥遺

跡;ですが、ここから出土した祭肥道具のなかに滑

石製模造品とよばれる列島の古墳時代中期以降

にみられる祭肥遺物が含まれています(図 13-6

""""32)。これらの造物は倭人たちがここで祭杷を

行っていたことを示すものです。おそらく、航海

の安全などを祈願する悔の祭配を行っていた可

能性が高く、福岡県の仲ノ島祭市E遺跡との類似性

が指摘されています。

この他に、全羅南道羅州市大安里(テアンニ)

9号墳(図 13-5)や慶尚南道戚安郡道項里(トハ

ンニ) (現)4号墳(末伊山(マリサン)34号憤)

(図 15)で出土している庄弧文が付けられた鹿角

製刀装具についても、直弧文という文様が半島で

はほとんど用いられていないので、{委系造物と考

えられます。

5世紀中葉から6世紀前半の半島で出土した倭

系造物の分布図(図 16)をみると、いくつか分布

の集中地域が確認できます。ひとつが洛東江流域、

つまり加耶地域です。次が栄山江流域、つまり馬

韓地域です。そして最後が錦江流域、つまり百済

地域です。5世紀前葉以前の倭系遺物は、洛東江

流域でもその下流域の南部海岸地域に集中して

いましたが、 5世紀中葉以後は内陸まで倭系遺物

が広がっていくという変化がみられます。これは、

倭との交流範聞が拡大したことを示していると

も解釈できます。ただし、 5世紀中葉以後におい

ても倭系遺物が集中して出土する遺跡、は、国域地

域の小加耶国など南部海岸地域です。悶城地域は

南部海岸地域を東西に結ぶ航路上に位置してい

ます。また、松鶴綱 i号;債では内陸の大力11耶系土

器や玄界灘を渡った倭系の須恵、器も出土してい

ますので、まさにここは東西南北の交流の十字路

にあたる場所といえます。この時期においても、

倭と密接な交流を行っていたのは、やはり南部海

岸地域の勢力であったといえます。治東江下流域

の金官国が衰退した後、倭の対半島交流の窓口は

より西側の西宮IS慶南地域や栄山江流域に移って

いったものと考えられます。

5 おわりに 5世紀中葉以後、新経、加耶諸国、

馬韓で高塚墳が造営されるようになり、それぞれ

異なる肯墳文化が展開していきました。このうち、

加耶諸国では5世紀になると、金官固に代わって、
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大加耶国の勢力が台頭してきます。また、南部地

域では古自国や安羅国の勢力が台頭し、大加耶勢

力や倭と関係をもちつつ、新羅 ・百済の勢力と対

峠していました。一方、栄山江流域の馬韓は、百

済や加耶諸国と関係をもちつつも、独自の古墳文

化が展開していきます。このようななかで倭との

関係を示す前方後円頃が 5世紀末........6世紀前葉と

いう限定された時期に造営されました。このよう

に5位紀以後、倭との交流の窓口は治東江下流域

の金官固から西部慶南地域の古自国や栄山江流

域の馬緯へと移り、新たな交流体制が整備されて

いきました。

6世紀中葉以後、 562年に加耶諸国が滅亡し、

589年に陪が中国大陸を統一するなど、東アジア

の国際情勢は再び大きく変化 し、7世紀後半の半

島統一へと向かう新たなステージへと突入 して

いきます。加耶地域との関係を重視してきた倭の

対半島政策も必然的に変更が迫られることにな

っていきます。
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表 1.中国大陸・朝鮮半島年表(5-6世紀)

中国大 陸 朝鮮半島

高句麗 百済(含栄山江流域) 新羅 加耶諸国
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護棺墓が造営。】 玉田古墳欝(多羅国)で高

塚績が造営]

472~三:百青年が北貌にi蛍使。

479年:i事態因。 475年:倍i句震により百済混械が 479年:)mA強固ま荷知が済に

陥落し、熊槍iこ遜者Il. 朝貢し、 ri隙間将鍛力日

【栄山江流減で前方後円墳が 綴国王jとして附封。

造営】

502年・後五E図。 6凶;紀前菜;百済が半島西南部

iこ進出a 520年 ー 新~法興王が律令をと命IJ

【宋山里E主演総でI事室義(武寧 ~占K・。
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534ip:.iR貌成立. 538年;百済湘枇に遜官官。 婚姻関係を結ぶ。 |恥

535年国税成立ω 【陵山里吉演群が造営。】 6世紀前車~:新維が)10耳TI南部に 54!・544年:任却11復興会議

550年:~t斉建国" 545年:内紛で安原王が死し、協 551年 :i3演が高勾艇から様;峨 進出。

民l:Eが即位。 を森述。 552年J~'imが漢械を奪取。
【積石木綿績の造営が終了し、

557年.北関処問。 554年 :新総との~山械の戦い 検穴式石室墓が普及。】

で、翌支が戦死、 5倒均三・新織が」ヒ斉の|附封{本部IJ 562年新綴により大加耶国

586年-長安械(王手緩)に溢都. に入る。 滅亡。

581年:1情処問。 598年:おi句鐙が遼西に進出。 594年:新経が|衡の冊針体制に

589iJa:怖が統一。 入る。 ※(J内li考古学的な特徴
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図1.5世紀初頭における朝鮮半島〔武田1997] 図2.6世紀中葉における朝鮮半島〔武田 1997)
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図14.韓国・慶尚北道慶山市
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:5世紀後半(押督国)
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鹿角製直弧文刀装具

図15.韓国・慶尚南道戚安郡

道項里(現)4号墳

(末伊山34号墳)

:5世紀後半(安羅国)

〔今西1920)
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群、 34.梁山夫婦縁、 35社邸洞林石古績群、 36.福泉洞古墳群、 37五倫台古積、 38.蓬山洞古袋署草(栄山江流域の前方後円績は除外)
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古代東国文化シンポジウム パネルディスカッション

東アジアから見た前二子古墳

司会/右島和夫 ・パネラー/柳 津一 男 、高久 健二 、前原 豊

右島 どうも 、長い時間御清聴いただきましであ

りがとうございます。前二子古墳を巡ってのいろ

いろな切り口から見ていくと、前二子古噴と 、前

二子古墳のH寺代というのが非常に多様な、豊かな

内容、それから広がりを持っているということが

お分かりいただけたと思います。

それで、二れを踏まえて、また、いろいろ言い

足りない点もあったと思いますし、二れから自由

にいくつかのテーマに沿って発言をいただいて、

このシンポジウムを締めたいと思っております。

最初に、相17撃さん、高久さんの発表の中で朝鮮

半島の遺跡、あるいは地域というのがたくさん出

てきたのですが、そこで少しお気づきになったか

と思いますけれど、最近は日本の研究者も韓国の

研究者もそうなのですが、その地域とか古墳の名

前も地名に即して命名されている場合が多いの

で、それは現地で呼ばれている地名の読み方で読

んで行くというのが本来の姿であろうということ

で、従来は例えばソウノレについては京械(けいじ

よう)といっていた時代もあったわけですし、そ

ういうのを今なるべく韓国語の、現地での正しい

時び方、それから今度は日本の古墳の名前も、そ

の文字の、漢字を介しての韓国語の読み方がある

わけですけれども、韓国の研究者の人も日本の地

名、遺跡 ・古墳の読み方で呼んでいるということ

がありますので、そういうことに皆さんも慣れて

いただくとよろしいかなと思いますし、それが正

しい交流の本来の在り方かな、とも思いますので、

理解していただくとよろしいかと思います。

それで、、これから日本列島の中での近畿、北部

九州 、そしてさらに東アジアというもう一つ広い

世界の中で見ていく、その中にかなり実際に密接

な交流あるいは関係性というのが見えてきた、と

いうのがあったかと思います。そういう中で、東

アジアという名称を付けたのも、そういう枠組み

の中で見ていかないと正しく理解できないと思っ

ていますし、群馬の地域の古墳もその世界の中で

見ていくと、より豊かな内容につながっていくと

いうように思います。

まず初めに、古境|時代の上毛野の地域が一つの

95 

舞台になっていたわけですけれども、その地域性

とか、歴史性という部分で率直なところでざっく

ばらんな地域イメ ージとか、日頃考えていること

を少しお聞かせいただければと思います。朝日揮さ

んから発言をお願いしますa

柳違 和、は群馬出身ですから少し複雑な思いがあ

ります。大学卒業後、九州北部の福岡に行き、そ

の後南九州の宮崎に移って、地域の古墳を見てみ

ますと、 「ところ変われば ・・・ Jではありませ

んが実に多様だということ実感しております。

群馬に関して言えば、なんで、こんなに古噴が多

いのだろうと。 白石先生がお話しされたように、

後期の前方後円憤の数の多さは日本列島のなかで

飛び抜けていることは紛れもない事実です。特に

大規模なものがこれだけ集まるのは、それなりの

背景があったことは間違いありません。

ところで大室古墳群の前二子古墳に焦点を絞

りますと、これまで横穴式石室が造られることが

なかった二の地域に、なぜこのような特異な横穴

式石室がつくられたのでしょうか。ひとくちに横

穴式石室 といっても、たいへん被雑な構造の石造

物です。40数年前に、群馬大学で教鞭を執られて

いた尾崎喜左雄先生をお訪ねしたときに、 ゆ11樺

君ね、横穴式石室とはいうのは、出来上がりのイ

メージと必要な石材の確保 ・運搬、そして実際の

構築を考えると、素人が適当につくったなんてあ

りえないから、石室の平市 ・立面企画をしっ かり

考えるようにJと、基本的な考え方を教えていた

だし、た ことをおもいだしました。

広い世界ですから、同時多発的に、よく似た形

状 ・構造の横穴式石室がつくられる ことも否定は

できません。 しかし、先ほど申しあげたように、

形状や構造の類似点からみて、前二子古噴の横穴

式石室の直接のノレーツは朝鮮半島南部の長鼓峰類

型のなかでも松鶴洞 lB号墳 l号石室に求められ

る可能性がきわめて高いと思います。と 申しまし

でも、長鼓i峰類型の設計図のようなものが笠を飛

んでくるわけではありません。石室構築には、必

ず工人集団が関与します。従いまして、前二子古



墳の石室構築には、松鶴桐 1B号墳 1号石室の構

築に関与した工人集団がこの地に渡来したとみて

よいでしょう。そのためには、大室古墳群を築造

した首長勢力と松鶴洞号境のある固城の地域、 言

い換えれば当時の小)J日耶の首長勢力(::f族の可能

性も視野に入れる必要があります)と親密な交渉

があったと予想されるわけです。

つまり前二子古墳の被葬者、あるいはその基盤

である大室勢力は、朝鮮半島南部の諸勢力と交渉

したということです。といっても、大室勢力の独

自の外交交渉ではなく、{委王権の対外交渉に関与・

したと言うことだと思います。朝鮮半島から相当

離れた東国の首長達も、倭王権の対外戦略のなか

で、重要な役割をはたした、その結果がもたらした

交流の一側面と言ーってもよいのではないでしょう

7.)'0 

右島 かなり具体的な人の動きとか、半島との直

接的なつながりというところを、上毛野の地域の

古墳時代の中で見ていかなくてはならないし、そ

れを 6世紀の初めの段階なら初めの段階というと

ころの歴史的なタイミングという部分も注意して

いくと、なぜ前二子古墳が半島に非常に関係の深

い古墳ということがそこに見い出せるというお話

だと思います。

高久先生は、埼玉大学で長く教鞭をとられてか

ら専修大学に移られました。その後、群馬で実際

の調査を高11崎市で何年も大学でやられているのに

かかわって、群馬を内側からも見る機会があるわ

けです。 しかし、もともとは九州大学卒業し、そ

れから緯国の大学に留学されました。このように、

ずっといろんな地岐をつぶさに見ているという観

点で、最近特に群馬の地域を親しく見る機会が出

てきたのかなという風なところがありますので、

その辺からいろいろ話をしていただきたいと思い

ます。

高久 やはり群馬を見ますと、先ほどから先生方

がお話されているように、渡来系の文物が集中的

に存在 しています。特に5世紀代以降、様名山の

東南麓一帯に集中しています。これは関東の中で

も極めて特異な意味を持っている地域であるとい

うことです。群馬はご承知のように海に面 してお

りませんけれども、これだけ渡来系の文物が集中

的に出土し、しかもその系譜からは、加耶地域と

の関係をはじめとして、広範囲にわたる交流の在

り方というものが見えてきます。特に5世紀後半
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と6世紀末.......， 7世紀初頭の二時期に渡来系文物が

集中的に群馬の地域から出土しています。二の時

期は、先ほど申し上げましたとお り、アジアの動

乱期にあたります。このようなアジアの動きに、

Jニ毛野の勢力が何らかの形で関与・していたと考え

られます。

右島 では、前原さんはずっと大室古墳群、それ

から前二子古墳に青春を捧げたみたいに関わって

いるわけですけれども、今回のテーマであります

前二子古噴を構成する要素を見てきて、そこから、

いろいろなことを外側から時には見たり、それか

ら中側から見たりされていく中で、上毛野の地域

の主たる舞台というのがあるのかな、というふう

に思いますので、その辺から見ていくと、群馬と

か、上毛野というのは、どうでしょうか。

前原 一つは、東国の中では群馬は古境文化が卓

越した地域であることは間違いないと思うんです

ね。例えば太閉天神山古墳という 210mの大型前

方後円墳が 5世紀に造られる。それから、さらに

例えば浅間山古頃ですとかの大型古偵がたくさん

造られている。それで 6世紀になりますと先ほど

の白石先生のお話にありましたけれども、雄略期

に第2の画期が来ました。ここで一つ、右島さん

の発表の中で金井東裏遺跡が重要な要素を占めて

くるのではないかというのがありました。 6世紀

の初頭に榛名山が大爆発をします。やはりその中

で大きく歴史が動く、雄略期の第2の画期があり

ながら、さらに白然災害が起こってくるというの

が、群馬県の古墳のありかたが変わってくる要因

ではないかという二とが言えるかと思います。こ

の前二子古憤が形成された裏には、 6世紀初頭の

様名山の大l噴火が相当に関わってきているのでは

ないか。かつて保渡田で3古境があれだけ繁栄を

遂げたのが、やはり 2m、3mという火山灰が積

もったというような災害があったわけですから、

例えば耕作地の放棄だとか、そういった壊滅的な

被害を被ったことから周辺地域に前方後円墳が拡

大してくる現象があります。さらに、 6世紀に横

穴式石室が入ってくる。ですから、古墳構築にお

いて石室を作る技術が相当高くなければできない

というようなことが指摘できるかと思います。 6

世紀の蘭期の中で、自然災害があって、上毛野の

地域がより大きく変動を遂げていくのではないか

と思っています。



右島 ありがとうご5います。私の方からも日頃

思っている二とを一言発言させてください。当時

の群馬の人たちは、タトの動きに対してすごく敏感

にそれを見ているといえます。この時代をリード

していたのは近畿地方、特には畿内といわれてい

る今の茶良県 ・大阪府を中心とした地域がヤマト

ニt:.権の直接的な基般を担っており、しかも古墳時

代の文化を、あるいは古墳時代の歴史をリードし

ていると 、そζ をいつも非常に注意深く見ていく、

あるいは、おそらく直接的な動きを西へ行って戻

ってくるということが頻繁に行われてたいたと思

います。それが畿内の古墳文化の大きな変化の流

れに敏感に反応しているというところがありまし

て、そういうところがつながっているのではない

かと思います。それを含めて、ヤマト王権にとっ

て、朝鮮半島や中国の動きというものに常に注意

して行動していくという中にありますので、そう

いう部分で、群馬の地にまで反映してくるという

のはあったのだろうなと、そういう風に見てくる

と「濃さjが見えてくるのではないかと思います。

そういったことで、群馬の人たちも外の動きに非

常に敏感な反応をしていたと思います。

次に話題を移させてむらいますけれど、調査を

やって 10年以上も経っていますが、前一二子古墳が

持っている問題というのはなかなか語りつくせな

いところを持っているわけですけれど、特にこう

いう点に注意しているとか、 ζ こからこういう展

開が予測できるのではないかとか、前二子古境を

もう少しぐるっと見てみたらこういうところが面

白いよ、というところを含めて、またもう少しお

話しいただけれればと思います。今度は前原さん

からお願いします.

前原 平成4停に調査して、その後報告書をまと

めまして、その時にこの石室はいったいどういう

石室なのだろうと。 とにかく 、床に石が敷いてあ

る、扉石がある、権石がある、それから玄門があ

る、羨門がある。さらに玄室の墜には鈎状鉄製品

(フック)が残され、切り組を持つ石陣風の仕切

り石が玄室の一番奥にある。 ということがありま

して、どういう石室なのだろう、例えば九州系な

のか、肥後の石室なのかどうなのか、ということ

でだいぶ報告書で迷ってまして、報告書ではたっ

た 1行しか、九州の要素とか、肥後の要素とか、

そいったところで解決できるだろうぐらいで、ち

上っと私も逃げていたものですから、やっとここ

にきて、 18年も経って前二子の石室の着地先が見

97 

えてきたなということが言えるかと思います。

ただ、前二子古墳を見た場合には、石室だけで

はなくて、やはりいろいろな要素の中で、半島と

の交流要素があるかと思います。今日はパタパタ

と発表したのですが、石室、それからフック、耳

飾り、小{象付ーの筒形器台というものは、そういう

接合コンプレックス的なところで半島とのある種

の交流が出てくるのではないか。ですから、その

辺を一つ一つ解釈しなければいけないのですけれ

ども、それを含めてもっと全体的に解釈する方法

を見つけないと、前二子古墳の出自だとかが解決

できないのかなと思います。 ただ、今日 ~刑事先生

や高久先生の話を聞いて、だいぶ 14年前の頭のそ

ヤモヤがとれたのはよかったと思います。

右島 では、高久さん、どうでしょう。

高久 そうですね、今の前原さんのお話にあった

ように、前二子古墳のいろいろな要素が興味深い

わけですが、その中で‘何かーっという二とであれ

ば、私が注目したいのは、やはり小{象付簡形器台

です。これは今までも注目されてきた土器ですが、

亀、鳥、それから蛙を狙う蛇の小{象が付けられて

います。

このような小像付土器は朝鮮半島の新羅に多く

みられるものです。今となってはこれらの小像の

正憾な意味はわからなくなってしまいましたが、

当時の新維の人たちは、これが何を意味するもの

であるのかを当然理解していたはずです。その背

景には、これらの小像をめぐる何らかストーリー

や思想があったものと思われます。前二子古墳か

ら新緑と同じ小像付土器が出土しているというこ

とは、前二子古墳をi豊富・した集団が土器に付けら

れた小俄に関して、新羅人たちと何らかの共通理

解をもっていた可能性があるのではないかと思い

ます。つまり、単に土器の形態が似ているという

ハード商だけではなく、その背景にある思想、など

のソフト商も共有していたのかもしれません。こ

のような内容は、なかなか考古学的に実証するこ

とが難しいですが、これらを示唆してくれるのが

小像付筒形探台ではないかと考えております。

右島 柳j撃さん、お願いします。

柳津 平成4年度の翻査の時だったでしょうか、

その当時群馬県史編さん室におられた石川正之助

さんからお電話をいただきました。たしか、前二



子古墳の石室床面にとてつもない大きな敷石が使

われているけれども、そ ういう事例が九州や朝鮮

半島にないだろうか、ということでした。

その段階では例がなかったとおもいますので、

お役には立てませんでした。その後の調査で、光

州の月桂綱(ウォノレゲドン) 1号墳の玄室がやや

大きめの床石を使用しているらしいのですが、詳

細はよく分かりません。なお、造山(チョサン)

や龍頭盟(ヨンドリ)古墳などでは、玄室を巨大

な一枚の板石で床面とする例がありますが、これ

ともち上っと違いますね。

それから、前二子古墳の石室の奥壁は大きな石

の 2段構成、 2段積みです。これは主山古墳もこ

れに近い構造です。それから、この手の大型石材

の 2段構成というのは、その後この上毛野で続き

ます。高塚古噴が典型例ですし、正円寺古境でも

JI要石を使用しています。このような腰石使用は、

北部九州型あるいは長鼓峰(チャンコボン)古墳

などに共通しています。

いずれにしても全く見当の付かないのが築瀬

二子塚古墳の石室系譜ですが、これからも追々考

えていきたいと思っています。

右島 今のお話にもありましたように、実は群馬

の商よりの地域の首長層、豪族層がほぼ←斉に横

穴式石室を採用することになります。時期的には

非常に近い時期に、その中には特徴を共有してい

る部分もあるのですが、それとは逆に、柳樺さん

の話にありましたように、 1つ 1つを丹念に見て

いくと、簡単に言うと全然顔つきが違う、特には

前二子古墳、それから王山古墳が丹念に調査され

ていますし、築瀬二子塚古境も含めた 3つが丁寧

に調査されていて、石室の様子がよく分かつたの

ですが、それがずいぶん 3者 3様で、違いの部分

も見えてくるわけです。共通している部分ももち

ろんあるわけですけれども、群馬の地域の中で、

頭出しのところで生み出されたという風にはなか

なか言えないと二ろがありますから、それはほと

んどないと思いますので、何かもとになる、祖形

になるものがそれぞれにあったのだろうな、それ

は共通ではなし、かもしれないという感じがしま

す。そういう点で、この前二子古墳を含めて最初

の段階に群馬の地域、上毛野の地域に登場してく

る横穴式石室のノレーツを、今日は柳津さんの方で、

前二子古墳について、 1つの仮説を出してもらい

ましたが、そういう作業が必要になってくると思

います。
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私も、資料の 28頁のところに、壁面に鈎状の

ものが差してあるというものがあって、先ほどは

時間がなくて全然触れられなかったのですけれど

も、思わせぶりに写真だけ出しておくのはおかし

いとある人から言われまして、ほんのちょっとだ

けそれに触れますけれど、この一番下は高久さん

の話でも出てきましたが、武寧主陵という百済の

王陵の時という、 言ってってみれば煉瓦のような

もので、作った石室、まあ「石室Jといわせていた

だきますが、 r:噂室Jというのが正しいでしょう

けれど、その壁画に鈎状の鉄が悲し込んであるの

が、結構数多く見つかりました。

それで、ちょっと失礼なのですが、韓国ではこ

のことについて深く掘り下げた研究がされていな

かったので、注意はあまり上ってこなかったので

すけれど、つい何年か前に『武寧王陵の再検討』

という報告書が出ました。この見事な、きれいな

写真が提示されまして、すごいいい状態でこの鈎

状鉄製品が差 し込まれた状態で、ずっと残っている

というのが出てきたんです。これで、二れは前二

子古墳より少し後になりますけれど、おそらくこ

こにもう 1つ高久さんの話の中で中国の南朝との

非常に深い関係の中でこの古墳が造られていると

いうことがわかるということですので、その辺に

またもう 1つ、 このフックをかけて、埋葬してい

る空間に関わっているものなのか、 1つは、群馬

ですと観音山古墳で布状の部分がフックに付いて

出てきているという状態もありますし、先ほどの

相[1搾さんの話の中で、松鶴桐 cノンハットン)と

いう小伽耶 cノガヤ)の古噴では布片ですか、布

巌跡が石室の中に認められるというので、何かこ

う布幕状のもで・覆われていたり、もっとこうテン

トみたいな状況で、ということも考える必要があ

ると思うのですが、そういうのが中国の中で、結構

いろいろな類例があって、そのもとをただしてい

くと、主のいる場所を示す、そういうのに、幕で

囲った空間といいますか、そういう部分が王の居

場所、亡くなってからだけではなくて、生きてい

るときも、布で・覆われた仮設のテントみたいなも

のを移動してそこに王はいると、どこかに出かけ

たときにも必ずそういうものを持って行ってやる

というのがあるんだと、中国の研究者の方に聞い

たことがあるんですけれども。

そういう王との関係で、支配者との関係で、そ

ういう総合化といいますか、そういう世界が、空

間を、王の世界を作るみたいな、そういうものが

入ってきたのが来るのかなあと。そういう意味で



言いますと、今のところ朝鮮半島、日本列島の中

で、前二子古墳が一番古くなってしまいますので、

おそらく、そうは思えませんので、さらに注意を

していくと、これからの資料の中でもそうですけ

れど、朝鮮半島に、前二子古憤に近い時期のもの

が出てくる可能性を待っているというところで

す。

さて、時間もだいぶ経ってきましたので、そろ

そろ最後の方になっていくのですけれど、最後に、

前二子古墳が造られたころ、あるいは造られた前

後も含めての時代について、どんな風に考えてお

られるかというのをお話しいただいて、終わりに

していきたいと思います。柳揮さんからお願いで

きればと思います。

柳j畢 あまり具体的なお話はできないのですが、

前二子古墳がつくられた 6世紀の早い段階は継体

大王の時代です。継体大王は綾雑な即位事情を持

っていますが、百済の武寧主との信頼関係、のもと

に、積極的な百済支援を行っています。なかでも、

百済の国力回復のための領域拡大の支援と併せ

て、先進文物や技術 ・情報を入手するために列島

各地の勢力が朝鮮半島南部に派遣された可能性が

大きいと思われます。朝鮮半島南部に分布する倭

系古境の内容や渡来系文物の出土例を参考にする

と、九州中北部勢力が主導的ですが、吉備 ・紀伊 ・

若狭や上毛野などはじめとする各地の勢力が現地

に赴いたのではないでしょうか。

いっぽう、 6世紀前襲頃の百済 ・加耶 ・新羅の

関係はきわめて複雑です。なかでも百済と大伽耶

(テガヤ)は、崎津江(ソムジンガン)を挟んで

対立しており、 514年に百済が嶋津江下流域と多

沙津を領有化すると、大加耶は新霜;と結んで、百済

や倭と敵対関係に入りますが、 529俸には新経と

の間関関係を解消しています。

mi二子古墳の被葬者と小加耶との関係は、百済

と大加耶が敵対関係に入る前に形成されたことは

報告のなかでお話ししたとおりです。このような

微妙な政治関係の中で、かなり難しい立場に置か

れるようなこともあったのではないでし ょうか。

百済が栄山江(ヨンサンガン)流域を領有化し、

さらに格東江下流域の加耶(金官伽耶)を領有化

した新羅とも対決していく、そういったきっかけ

になった、微妙なバランスの上に成り立った時代

が6世紀前葉から中葉にかけではないかと思いま

す。
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右島 ありがとうございます。ここのところで、

継体天皇というのが出てきましたけれども、それ

がまさしく、この前二子古墳の前後する時代の近

畿の大王になっていくわけですけれども。それで、

相In翠さんがおっしゃられたように非常に動きのあ

る中で、それで複雑な背景をもってる中で継体と

いうのが継いでいく、 一方で九州ですと、磐井の

乱という大事件が起こるような出来事があったの

がその時期ですし、そういう中で、ヤマトヨ三権と

地域の豪族府、首長胞との関係を考えていく必要

があると思いますし、そういう中で見ていくとま

た、活発な動きの中に上毛野の首長屑も関わって

いた可能性というのが非常に興味深いというとこ

ろです。 高久さん、どうでしょうか。

高久 6世紀前半の朝鮮半島は非常に複雑な時期

であり、加耶諸国がいろいろな動きを見せ始めま

す。令官国は 5世紀前半ぐらいから勢力が衰えて、

532年には新羅に投降してしまいます。つまり、

倭がそれまでもっとも重視してきた鴻東江下流峨

が新躍の勢力下に入ってしまうわけです。当時の

倭は、 『宋器;~ ~委国伝に記された倭五王の上表文

の内容からもわかるように、朝鮮半島の関係を極

めて重要視しており、積極的に関与しようとする

意図が見えるわけです。治東江下流域が新羅に領

J或化されてしまった後に半島との関係をどうする

のかという問題が生 じたわけです。その後、重要

になってくる地域が古自国や安羅国です。もちろ

ん内陸の大JJP耶国が中心ではありますが、古自国

や安羅固などの南部地域の加耶諸国が新羅に統合

されてしまうと、大加耶勢力は完全に孤立してし

まうわけです。倭も古自国がなくなると、南梅岸

地域との接点を失うことになります。 6世紀前半

というのは、急速に台頭してくる新羅勢力に対し

て、いかに加耶地域を存続させるのかを巡って各

国が様々な動きを見せる時期です。列島の古墳の

副葬品や半島の倭系遺物などにも、これらの東ア

ジア情勢が直接 ・間接的に反映されているのでは

ないかと考えています。

右島 宇校の夏休みに入ったあとち ょっと時間が

あって、高久さんと韓国へ行ってこようと、短期

間にさっと行き帰りしたのですけれども、その時

に今、高久さんが言われた伽耶の地域の何カ所か

を見てきたのですけれど、 もともと伽耶という地

域と日本列島との関係が非常に深い中で推移して

きている。ある意味太い半島とのパイプによって、



それは伽耶という地域がすごく激動の中で、新羅

と百済に挟まれたような地域ですから、その中で、

碓固とした国家としての基盤を持っていたわけで

はないので、すごく動くわけですね、そういう中

で、それでまた日本列島、倭国にとってはそこが

大きなパイプになっていますから、そこに、いろ

いろな形でつながりを持とうというのが。それが

盛んに遺跡の調査を地域で今でもやっておりまし

て、博物館とか、遺跡や古墳の整備も非常に進ん

でおりまして、そういうところを訪れていく中で、

非常に日本列島との関係がよくわかるというとこ

ろがあります。

そういうのも含めまして、機会がありました

ら、最近は韓国の博物館も日本語の説明が非常に

一般的になりつつあります。それからもっといい

なあと思うのは、入場無料，である博物館が非常に

多いのと 、写真を自由に嬬影できるのですね。ど

この博物館も、どんな新羅の王冠も、どうぞどう

ぞという感じで、ストロボさえ使わなければ自由

に撮影できるのでありますから、 北海道へ行くよ

りもソウルへ行く方が安く行けますので、ぜひ機

会があったら是を運んでいただけるという気がし

ます。前原さん、最後にどうですか。

前原 6世紀とい うのが日本国内でも一つの画期

になってきて、また半島の事情の中でも三国と伽

耶でだんだん変化していくという中で、前二下古

墳というのを位置付けなくてはならないというこ

とを重々感じました。

その中で石見型製品が、月桂洞 1号噴から確か

木製品として見つかっているんですね、右見型製

品はJi直輸や石製品、木製品がありますが、楠輸が

ほとんど主体なんで、すね。関西地方に圧倒的に多

く、奈良、大阪、兵庫それから京都府内からすで

に200本近い数が見つかっています。それから奈

良盆地あたりで木製品がたくさん見つかっている

おり、古墳の周堀に立てられた状態で出土してい

ます。木製品は奈良県桜井市あたりでたくさん見

つかっているのですけれども、それが瀬戸内から

北九州へ行きますと、いわゆる石人石馬の中に石

見型が現れるのですね。ですから、現在の状況で

はどちらかというとやはり石製品が主体的ですが

今後埴輪や木製品 も出る可能性は高いと思いま

す。その石見型木製品が月桂洞 1号・墳で出土した

という事実は、少なからず石見型埴輸を持つ 50m

という中規模の前方後円墳グ、ループの豪族も朝鮮

半島経営に参画していたのではないかという事が
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考えられます。

石見型埴輪型を出土する古墳の中で前二子古墳

は、全国 1、2位を争う大規模な前方後円墳であ

ります。その辺のところが、先ほど白石先生がお

っしゃられた、かなり朝鮮半島の軍事経営に)][1担

している可能性が高く、頻繁に半島との交流を重

ねいろいろな文物や技術、人材を入手できたので

はないかと考えられます。

そのほかの例えば、 61頁の図 13の6番ですね、

これは日本国内のものですけれども、これも松鶴

桐の 1号墳からこういった杏築が見つかっていま

すから、前二子古墳から出土しているものは、ズ

パリじゃないですけれども、いろいろな要素の中

から見ていくと、やはり半島との要素が見え隠れ

しているのではないかと。それをまあ最終的に集

大成した倭が石室を担っていくのではないかと、

そんな感じで今とらえているのですけれども。

右島 今の f石見型Jと言っているのは、右見遺

跡、という、最近調査をやり直したら、 古墳である

ということがわかってきたのですけれども、前は、

水田のところから下を掘ったら出てきたので、古

墳というのになかなか気づかない中で扱われてい

たんで、すけれど、それが古墳に立てられていた埴

輪であったということがわかったのですけれど

も、それとヤマト盆地を中心としたと ζ ろですけ

れど、 5世紀後半から 6世紀前半にかけての古墳

から、木製品というのは、言ってみれば「木の描

輪j みたいなものですけれど、それでこれと閉じ

形のものが、結構非常に多く出てきますので、近

畿では事例が多いのですけれども、もう東へやっ

てくると非常に少ないので、これを持って行く ζ

との意味というのも非常に注意しなければいけな

い点なのだなということが、今も指摘してもらい

ましたけれども、わかるところです。

いろいろここまで話をしてもらってきました

けれど、そろそろ時間になってきました。それで、

これは前二子古墳という一つの古墳を過して、考

古学の、前二子古墳を構成する資料、要素をひも

解いていくと、いろいろな広がり、それからまた

前二子古墳の性格を探く考えていくとい う、そこ

から上毛野の地域だったり 、東国、さ らにはこの

時代の中枢地域であった畿内との関係、それでそ

の畿内は、日本列島全体が東アジアの歴史のうね

りの中に大きく組み込まれてというか、参倒して

というか、その枠の中に入っていくという中から、

そこのところにも、非常に活発な交流、今は何か



ぎくしゃくしたところがありますが、背は中がよ

かったんじゃないかと思うぐらいですけれど、そ

ういう動きがあって、実際にこの群馬の人たちも、

西へ、日 本列島の中の西の地域へ行き、さらには

朝鮮半島にも足を延ばしている人がいたんだろう

なということが、今日のいろいろなお話の中で見

えてきたのかなというふうに思います。

そんなζ とでまだまだ上毛野の地威、群馬県の

地域にはたくさんの興味深い古墳がありますの

で、こういう試みの中でより熱く、深く、私たち

の住んでいる地域というものの歴史というのが掘

り下げていくことが可能かなというふうに思いま

す。まあそういういことでですね、ちょっと時間

的には最後、短く終わってしまいますけれど、そ

の辺いろいろと ζ れからまた、我々もより具体的

な歴史が明らかになるように頑張っていきたいと

思いますし、皆さんもぜひ関心をもって、これに

関わっていただければと思います。この辺で討論

の方は終わりにさせていただきたいと思います。

どうもありがとうございました。

【質疑応答】

質問① 放送大学の学生ですけれども、右島先生

には、考古学の面接授業で現地を見させていただ

きまして、まさに東国文化のすごいところを見さ

せていただいたわけですけれども、そんなところ

に住まわせてもらっているのだなということで、

ますます考古学が好きになってしまいまして、今

日また話を聞かせてもらいに来ーま した。

その中で 34頁に柳樽先生の横穴式石室墳の編

年の表があるんですけれども、これを非常に興味

深く見させてもらって、今日の前二子古墳とはち

ょっと外れるかもしれませんけれども、九州か

らのノレーツで来ていると、それで、この400年をも

うちょっと左に行くと 300年代、卑弥呼の時代に

なっていくわけですけれども、邪馬台国のノレーツ

がこんなところからも分かれてくるかなと、それ

ともう lっこの表にですね、横穴式石室墳それか

ら中国、韓国のが重なるとまたもっと違う展開が

できるような気がするんですけれども、その辺が

もしわかったら教えていただけたらと思います。

回答①(柳津)図2の 「日本列島における横穴式

石室の築造過程Jに関するご質問ですね。一番上

の段、 400という数字が書いてありますがこれは

西暦 400年、 4世紀と 5世紀の境目ということに

なります。卑弥呼云々というお話がありましたが、
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卑弥呼は西暦250年の少し前に亡くなっています

から、この図の一番左よりもさらに 100年以上遡

り、 |直接は卑弥呼とは関係ないと思います。それ

と、ご指摘のように、この図面に対応する中国や

朝鮮半島の横穴式石室境のシートがあるとわかり

やすいですね。

また、報告のなかでも申しあげましたが、横穴

式石室は一つの墓室に複数の遺体を安置するため

外部との出入りが可能な開閉装置や通路を設けた

構造で、中国の横穴系木繍l墓室に起源をもつもの

で、紀元前よりも少し前に出現した新しい墓制で

す。

それから朝鮮半島ですけれども、現在の朝鮮の

平壌(ピョンヤン)周辺は、前漢から娘にかけて

中国王朝の領域となり楽j良部が設躍されていまし

た。この地域の基制については高久先生のご専門

ですが、横穴系護室としては 2"""'3世紀にかけて

複数の遺体を埋葬した木榔墓やレンガを積みあげ

た場室墓が出現します。

それでは、朝鮮半島に闘有の人々が一体いつか

ら横穴式石室を採用したかというと、その楽浪郡

を手rrに収めた高句麗では遅くとも 4世紀の前半

から半ばくらいには横穴式石室を築造したと考え

られています。高句麗の南に接する百済は、遅く

とも 4世紀後葉くらいには横穴式石室を採用した

可能性が高いと思います。それから伽耶地方で、は、

羨道をもたない横口式石室が 5世紀の半ばく らい

には出現したようです。そして新経中心部の慶州

(キヨンジュ)の周辺で考えれば、 6世紀の前説

頃に積石木榔墓ーから横穴式石室にシフトしたらし

し、。

日本では、4世紀後葉頃の九州北部に横穴式石

室が出現します。白石先生のお話の中にもありま

したが、百済と{委が 4世紀後葉に同盟関係を結び

ます。その段階で、百済支援のために九州北部の

勢力がかなり動員されたようです。派遣された首

長勢力は百務の有力者と接触 し親密な関係を持つ

こともあり得たわけです。そういった人々が帰る

ときに、百済で採用されていた横穴式石室の一部

を取り入れる、石室構築工人たちを連れてくるよ

うなこともあったのではないかと思います。

九州を|徐きますと、 5世紀後柴からに 6世紀前

葉にかけて百済系の横穴式石室が本格的に造り始

められますが、それは倭王権が横穴式石室を公的

埋葬施設として取り入れたことによるものと思い

ます。よろしいでしょうか。



質問② 九州の石室ですけれども、王族クラスの

人たちがおられてこれだけのものを作られたとい

うことであると、権力の中心がある程度九州地方

にあったというふうに考えてよろしいのでしょう

ヵ、?

回答② (柳慧) いえいえ、九州の人たちが百済

に赴いて軍事活動を行ったというのは、あくまで

も倭王権主導だと思います。繰り返しますが、畿

内王権と連携して、九州中北部の首長屈が百済に

派遣された行動と考えています。

質問③ 今日のお話、実はH侯から手が出るほど聞

きたい話ということで、千葉県から参りました。

千葉県民は 40年やっていますけれども、それ以前

は今回たびたび話にでました畿内の出身でして、

千葉に移り住んで、特にリタイアした後関東を丹

念に見て回っている聞に、この群馬県の古墳を見

て驚きまして、大変な文化だということ、特に高IJ

葬品で出ております品々を見ますと 、写真で紹介

されている箸墓古墳とも対比できるほどレベノレが

高いと。

ここで、素人のちょっと突飛なことをお伺いし

たいのですが、私の予想では、これはこの東国の

豪族にとても有力な方がある時代輩出して、群馬

を中心に支配を確立しようとしたのではないか

と、それをヤマト王権が常に問題視して、やがて

征伐に及ぶと、それが岡本武尊の神話なのではな

し、かと。それから、さらに飛躍してしまって荒皆

無稽なのですが、もしそうだとしたら、日本武噂

に滅ぼされた東国の民族の靖国神社が埼玉県の高

麗神社ではないのかなと、とても今想像をたくま

しくしているのですけれども、その辺のご意見を

伺えればありがたいです。

回答③(右島) ちょっと予想していなかった質

問なのですけれど、少なくとも今言われた中で、

上毛野の地域と、それから畿内との関係というの

は、非常に太いパイプでつながっているというの

が特徴なのですけれど、それは古墳時代の始まり

方のところで、その特徴は早く現れる、東日本の

中でもかなり突出して大型の前方後方頃・であった

り、前方後円噴であったりというのが古墳時代の

前期の段階から、高11崎・前織の地域と太悶市周辺

の地域にかなりの勢いで出てきますので、それに

よって、群馬県の地域の中の平野部というのが大

開発されるという 、非常に強聞な基盤に支えられ
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て、古墳時代の首長層というのがその上に立って

いるというところがありますので、その時にもう

既に、初期ヤマト政権とか初期lヤマト王権とかと

言われる畿内の政治勢力と非常に結びつきの強

い、それは三角縁神猷鋭という古墳時代の前期に

非常に重要視されている鏡なんですけれど、それ

が関東地方の中で上毛野の地域が突出して多い数

を持っている地域だ、ったわけですけれど、そうい

うよ二とでその後の展開も、おっしゃられてように

非常に濃い歴史を、考古資料を見ていく中で、古

墳時代の中で見て取ることができるというような

ところがありますので、そういう意味で、畿内の

政権と対立抗争にあったか非常に近い関係にあっ

たかということはちょっと意見が分かれますけれ

ど、少なくとも非;常に太いパイプの中でずっと推

移していっているとし寸、その中に勿論前二子古

墳の時代の動きも見て取ることができるかなとい

うふうに思います。
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I 前二子古墳と後二子古墳の概要

前原 豊(前橋市教育委員会副参事)

1 大室古墳群の概要 明治3年の太政官布告

である天皇陵の調査を受け手群馬県は総社二子

山古境を豊城入彦命の墓として明治8年に国の

認定を受けた。 しかし、明治9年に認定が取り消

されたため、群馬県令構取索彦は前二子古墳を豊

城入彦命の墜ーとして認定を受けるため、大室古墳

群の調査に若手したが、結果的には天皇陵として

認定されなかった。しかし、この調査は計画的で

綿密に実施されたため、多くの古文書が現在も残

されている。この中の一つである残された記録類

のうち高IJ装品の配列状態や 1点1点を克明に描

写した絵図などは精微に拙かれ、現在でも立派に

通用する。

【前 ・後二子古墳関連年表1
0明治 11年 3月

後二子古噴発掘調杏

0明治 11年 3月 10日""'3月 20日

前二子古噴発掘調査

0明治 11年 4月~明治 12年 6月

出土品の公開

。明治 ]3年3月7・8日
英国外交官アーネストサトウによる前二子古

墳の調査が実施される。石室のベンガラやガラ

ス玉の科学分析が実施される。

0昭和 27年 7月7日""'9日

群大による前二子古墳石室調査

O昭和 27年 7月9日

i伴大による後二子古噴石室調査

O昭和 32年 8月25""'2713 
群大による前二子古境噴丘測量調査

O昭和 32年 8月28""'31日

群大による後二子古境境丘測量調査

O平成3年 7月 22日""'11月 30日

前橋市教育委員会による史跡整備に伴う後二

子古墳範閤確認調査。石室の精査。

O平成4 fl三 5 月 25 日 ~12 月 24 日

前橋市教育委員会による史跡整備に伴う前二

子古墳確認調査。石室の精査。

O平成 12年8月7日

前橋市教育委員会による史跡整備に伴う前二

子古墳の明治石室探査孔調査

0平成 14年 9月 II日""'25日

前橋市教育委員会による史跡整備に伴う前二

子古墳床石一!と面調査

O平成 L5年 10月

前橋市教育委員会による史跡整備に伴う前二

子古墳石室羨道部解体調宜
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2 前二子古墳の概要

古墳概要・一周囲を外周階、外堤、周堀を持つ 2段

築成の前方後円墳であるζ とが確認できた。馬蹄

形の問囲施設に閤まれた墳丘は、 主軸を東西 (N

-700 -E)に持ち、外堤、平叩ー面、墳頂部にJ箇

輪列を有する。その数はし 340本 と推定される。

外周構での古墳規模…全長 148m、幅 127mで、あ

り、面積 15.900nfを占める。

墳丘規模・ー全長 93.7m、前方部幅 64.8m、後円

部径 68m、高さ 13.6mである。

墳丘構造…下段墳丘が地山削り出しと盛土によ

って造られ、上段墳丘は盛土と葺右によって構成

される。

石室…明治 11年に開口され、残された絵図には

馬具や土器類など豊苗な副葬品が捕かれている。

石室は、下段墳丘斜面部に関口する特色を有する。

石室の構築耐.には当時の地表面である Hr-FA層

をわずかに削ギして構築している。全長 13.89m

の長くて狭い両袖型横穴式石室は石材に粗粒安

山岩とJ凝灰岩を用い、羨門、玄門、 扉石、敷石等

で構成され特殊な構造を有する。

立地…木墳は、小ニ子古墳や後二子古墳が存在す

る西側の f流れ山j を頂点に緩やかに南東に延び

る丘陵上に立地する。4世紀初頭に浅間山から降

下したfu:，-C軽石層を鍵層として古墳築造前の地

形を復元 した。その結果、木墳は周囲に眺望の開

けた舌状台地の先端に位置することが判明した。

さらに、周堀の底面に 1mを超える組粒安山岩が

存和することから、墳丘下には f流れU.lJにより

形成された際層が存寵 している。また、古墳の築

造面の直下には 6世紀初頭に榛名山ニツ岳から

|噴出した Hr-FA層の堆抗日が認められ、石室構築

にあたっては旧来の地形を利用 していることが

判明した。

タト縁部…噴丘下の ZT区や南側の 3s、5、l4、15

トレンチから本墳に近接した5世紀終末から 6世

紀初頭の住居跡が8軒検出された。このように生

活適地といえる場f所に、墓域が選定され集落は廃

絶を余儀なくされる。背景には強力な社会的要請

があったことと考えられる。

外周ftlf....外縁部に設定した lA、2A、3s、5""'8、

14~17 ト レンチからl陥 1""'3 . 0m、深さ 0.3""'1.5 

m の外堤の外側を区画する溝が検出されたため、

外周構と呼んだ。なお、外周構で計測 した古墳の

規模は、全長 148m、前方部l幅 100m、後円部径

127mを測る。構には外堤から流れこんだ埴輪片

が多数出土しており 、タト堤外縁、の円筒埴輪列の存

在が明らかとなった。



外堤・・・外周溝の内側に外堤が設けられる。馬蹄形

の形状をなし、 8....._10ml隔で一周し、盛土は認め

られなかった。上面は耕作等により削平を受けて

いるため、盛土や埴輪列の検出はできなかった。

しかし、タト周溝と周堀からj誼輪が多数出土してい

ることから、タト嵯の内外に埴輪列が干狩王したこと

が考えられる。外堤下にある 5トレンチの住居跡

では、人為的に埋め戻され古墳が築造された事実

を確認できた。

古墳完成前の掘削跡…墳Eの北から東にかけて

2A、3A、6、7トレンチの外嵯下に摺削跡を検出

した。古墳築造 時に黒色土の採取を目的に掘削

した事が考えられ、掘削後はローム土を用いて哩

戻されている。埋土の中には遺物を含んでいなか

った。

周期…馬蹄形状をなし全周する。周臓のl幅は前方

部で 12m、後円部 15m、くびれ部 25mを測る。

(-(r-FA層が存在する旧地表面から深さ 3m以上ま

で蝦削をしている。また、周堀の底面近くに tl08

年に降下したAs-s軽石層が堆積していた。築造

から 600年経過しているにもかかわらず、土砂の

流れ込みが少なかったためか、堀さらい等の人為

的行為の結果が考えられる。

墳丘… 2段に築成された墳丘である。前方部幅 64.

8m、後円部経 68.8mとやや後円部が大きい特色

を有する。前方部先端は中央がやや尖っており、

いわゆる剣菱形である。現況での境l頁i高は、前方

部が 13-1.3m、後円官官が L35.8mで1.5mほど後阿

部が高b、。横丘構築は、 !な-FA層を基掛町として

それより上部に擁土、下部を削り出して墳丘が形

成され、明瞭な基極(面を持たないで‘頃丘から周堀

に移行する。墳丘の高さを周場最j底面から墳丘最

高点で計測すると 13.6mとなる。上段と下段の境

をなす平坦面は、前方部の幅が 3---4mと狭くそ

れに比べ後同部では 5.-....， 6mと広くなる。

埴輪列…円筒埴輸は4条突帯でかつ大型品であ

り、口径 45cIll、 高さ 60cm前後の同一規格品であ

る。また平坦面の縁辺部に密接して設置される。

2Aトレンチでは、埴輪列の外側に石見型埴輸が設

置されていた。円筒埴輪は、幅 60cm、深さ 20----

30cm程度の構状に掘った布掘に基底部を埋め込

んで、設置されていた。さらに、円筒埴輸は墳頂部

と外鹿にも設置されていたことが推定される。

葺石・・・葺石は上段部分に限って施工されている。

卜レンチ毎に河原石を用いる ものと粗粒安山石

の角礁を期いるものに区別される。このことは意

図的に配置したものか施工者の違いを表すのか

検討を要する。

石室前面部・・・石室前聞は明治 11年に開削されて

おり 、古噴築造H寺の土居が賎っていなかったため、

現状の通路が基道となるか検討を要する。石室前

の下段斜面には、石室入口を下った斜面部から幅

1m、長さ 9mのテラスが検出された。テラスの
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周囲には 10数個の柱穴も検出され、このうち 4

開の主要なピットは大きく深く縮られていた。こ

のテラスは、位置や形状から祭儀に用いられた施

設と考えられる。また、石室前面の墳丘下からま各

大の祖粒安山岩の角礁が地山面に敷き均した状

態で検出された。石敷は、石室基壇と似た楠:造が

考えられる。

石室…明治 11年に関口した石室は下段墳丘斜面

部に位置する両有IJ型横穴式石室で、あるa全長 13.9

m、1隔2m、高さ 2.1mを測る。石材には、天井、

壁材には組粒安山岩を用い、床面、扉石に瀧灰岩

を使用する。前者は近隣の流れ山から採掘し、後

者は東8kmの笠懸町西鹿悶にある天神山から運

び込んだ石材と恩われる。石室構造は、羨門、玄

門、 扉石、楠石、欄石、敷石と複雑な構造を有し

ていた。石室の設躍にあたっては地形を利用し、

大規模な造成は行っておらず、わずかに地山を削

り、固めた程度である。入口から 1mほど上って

いるが、羨道の奥や玄室は水平・に設置されている。

床面には全国的にも例のない敷石が玄室全面と

羨道の一部に用いられていた。凝灰岩を丁寧に加

工した切石を用いた敷石で、あり、石室構築にあわ

せて敷いたものである。敷石はほぼ水平に設置さ

れていたが、明治 11年の開口時に一部持ち上げ

られ、完全に戻されていなかった。玄室にはし宇

状切組を用いた仕切り石が存在する。奥壁より

l.8mの部分の敷石配置を観察すると、仕切り石

の両側に相似形の配置を観察できる。

石室構造については、玄門、扉石、楠石、細石、

敷石など西北九州や朝鮮半島南部でみられる要

素を色濃く反映 しており、 何らかの結びつきが考

えられる。

また、石室内面は全面にわたって、ベンガラに

よる赤色塗彩が認められた。

明治 11年に石室が関口され、その時に絵図に

描かれたものは以下の通りである。珠文鏡1、鉄

鉾、鉄鉱多数、鉄製轡(f字形鏡板) ]、 鉄製輸

鐙 1、鉄製鮫具、留金具、鎖等若干、金銅製寅1I菱

形杏葉4、金銅製双葉貧IJ菱形杏葉4、ガラス小玉

300、金製耳環 1、須恵、器小像付筒形器台 1、阿

南杯形器台2、同提瓶2、同直口琵 1、同高杯3、

同盟1、土師器台付壷1、岡高杯 4、問杯1であ

る。

今回の調査で、右室の覆土について水洗いをし

た結果、197簡の装身具 (ガラス製青色丸玉、水

品製芦L玉、ガラス製黄色小玉、ガラス製緑色小玉、

金製耳環、銀製空玉、管玉、 l三|玉)をはじめ金属

製品(武器、馬具、農工具)、土器 (須恵器、 土

師器)等の多量な造物を収集することができた。

これらの副葬品は比較的原位置に近い状態で分

布していた。

石室の構造、特色には多くの問題を内包してい

るが、形態や赤色塗彩、副葬品等は6世紀前半の



特徴を有するものといえよう。

出土造物…普通円筒埴輪、朝顔形円筒楠輪、器財

形楠輪(大刀、盾、靭、蓋、盾持人)、人物塙輪、

馬形埴輪、土師器、須恵器、紡錘箪が墳正から出

土した。土器をはじめとする造物は5世紀末から

6世紀前半の特徴を有するものである。

以上の遺物や遺構をはじめとして、憤丘下面の

地山から純層として検出された i廿-FAJ曹の時期

から本古墳は 6世紀前半でもより初頭に近い時

期jに築造されたことが考えられる。

(3)後二子古墳の概要

調査の結果、墳丘の周囲に周堀、「わたり j、墓

道を持つ二段築成の前方後円噴であることが確

認できた。馬蹄形の堀に固まれた墳丘は、 主軸を

東西 (N-llOO -E) に持ち、基臨面、墳頂部に

埴輪;911を有する。その数は 400本と推定される。

古墳の大きさは外相;で計測した場合、全長 106m、

幅 80mであり、面積 7，000 rrf。墳丘で計測した

場合は、全長 85m、前方部幅 59.5m、後門部径

48m、高さ ll.lmで、ある。噴丘構造は、基壇面を

地山削り出しとわずかな盛土によって造り、上段

は盛土によって構成される。

本境を前二子古墳や中二子古墳と比べた場合、

明らかに違いが認められる。それは後 2者の場合、

基壇が墳丘下に隠れてしまう点である。これに比

べ、本頃や後述する小二子古墳で怯幅広い基壇を

有効的に活用し 1段目としている点である。前者

は擁り土を行っているのに、後者は幅広い基壇も

持ち、小さな2段目の噴丘を形成することである。

これらのことは墳丘構築にあたり明らかな差異

であり、 一つの画期としてとらえることができよ

フ。

今回の制査によって国史跡指定範囲の中にほ

ぼおさまることが判明した。

立地…本肯墳の占地地形は、赤城山体崩壊によっ

て形成された「流れ山Jの東斜面上である。また、

すぐ南に小丘陵が存在し、その」ヒに下がる斜面を

利用して形成される。構築面の下部には6世紀初

頭に榛名山ニツ岳から噴出した i廿-PA層が堆積

している。

墳丘…木古債は、基控i面で計測すると全長 85m、

後円部径 48m、前方部幅 59.5mの噴丘規模で、

前方部が大きく広がり 、前方部南西がやや突出す

る前方後円墳である。噴丘は2段築j戒といえるが、

下段は地山面を利用した幅広の基埴面を有する

ため、前二子古墳や中二子古墳と形状が大きく異

なる。ちなみに基境面をのぞいた上段域丘全長 53

m、前方部幅 25m、後円部径 24mと極めて小規

模な墳丘となる。

基壇面の1隔は 10.-...，11 mと幅広い特徴を令ーする。

基壊荷での盛土の厚さは、全く盛らない部分もあ

るが平均すれば 1m前後である。」二段は、盛土で
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築造され、葺石は使用されない。1幅広の基墳面に

ついては、栃木県下の後期古墳や前方後円墳に多

数みられるものであり、県内でも太田市二ツ山古

墳 I号古噴や前崎市金冠塚古墳などがあげられる。

石室…石室は明治 11年に前二子古墳とともに閉

口された。石室は基直面の地山を掘り込んで造成

された両袖型横穴式石室でN-200
-Eに関口し、

全長 9m、幅 2.7m、高さ 2.2mを測る。石材の

粗粒安山岩は、西に存在する 「流れ11Uが搬入さ

れたものと想定される。石室は羨道、玄室で構成

され羨道部の挺石に段が設けられ、 1段下がり玄

室に至る。また、周堀から入口まで墓道が設置さ

れる。また、天井に接して疑似柑石が架設される。

両布IJの構成も床商から 1mの高さまでなされ、そ

の上は初h無しとなる。また、被石切組手法とは異

なるが両脇に石を積んで、おき、その問に石を充填

する f落とし込みJといった工夫が認められた。

地山面の掘削は羨道部で深さ 1m、奥壁で 0.8m

である。赤城山南麓に特徴的に分布する rlll寄せ

工法Jを用いたもので、境仔:の盛土を少なく する

ものと考えられる。

副葬品…明治 11年の石室関口時に出ょしたもの

として、直刀 2、鍔5、大刀 3、大刀破片、小刀

2、鉄織、轡2、耳環 11、須恵器高杯、1、須恵、器

提瓶 1、歯 3があげられる。今回の調査でも石室

内の覆土をフルイにかけた結果、 3木の歯が検出

できた。宮崎重雄により、老齢にいたっていない

女性と鑑定された。また、明治 11年の閉口|捺に

出土した耳撲が 11点を数えることから複数の被

葬者を想定できる披拠となった。

基道…石室の入口に接続する状態で構状に地面

を掘り込んだ墓道が検出された。石室構築方法に

呼応した胞設といえる。主軸を N-l7
0 -¥Vにと

り全長 11.4mでI隔1.8.......2. 7m、基壇面からの深

さは O.8---0. 9mである。先端の周堀部分には土橋

状施設と呼ぶべき「わたりJが検出され、その先

には集石がみられ、一連のものと して有機的な関

連が窺える。また、墓道の先端部にみられた柱穴

跡も祭儀に使用されたものと想、定できる。

石室前面部の祭杷跡…墓道の両側から焼土跡、3
カ所と土師器杯形土器 18 、 同鉢1r~土器 1 、同盟形

土器1、小刀 1、鉄棒2の一括造物が検出された。

あたかも、『古事記』に記された黄泉戸喫(よも

つへぐ)を想起させるものであり、葬送儀礼に使

用されたものといえる。ζ の他に、須恵器高杯2、

同盟1が検出された。

出土迫物…普通円筒埴輪、朝顔形円筒埴輪、人物、

馬、盾、靭、鞠、競(さしぱ)、大刀、小像付・き

円筒埴輸のほか土師器輩、鉢、杯、須恵、器聾、高

杯、曜、小刀、鉄棒が出土した。時期的には6世

紀中葉から 7世紀前半にあたる。このほかに明治

11年制査の際に奉納された古銭573枚が出土した。

なお、形象埴輸のうち馬形埴輸の剣菱形杏葉につ



いては大阪市四天王寺子宝物館所蔵の伝群馬県出

土「人が乗る馬Jの剣菱形杏葉と類似するもので

ある。このことは、 四天王寺蔵の埴輸が後二子古

墳から出土したことも考えられるが、同一工人の

手によって製作された複数の埴輸のうち、 一つが

後二子古墳に設置されたことも考えられる。

小像付き円筒埴輪…親子猿 1、猿1、犬1の2種

類、3個体が出土した。出土位置は前方部北隅の

16トレンチと隣接する 3Aトレンチの 2カ所、基

底面上の円筒培輪列からである。猿は普通円筒の

側面に貼付されており、犬も剥落した痕跡から同

様な貼付方法をとったものである。普通円筒に貼

付する事例としては、近接する上組事14号墳の口

唇部に犬が貼付された例につぐものである。ただ

し、円筒の側面についた事例としては全国的にも

なく 、埴輸の猿も茨城県大円山古墳に次ぐ事例で

ある。3Aトレンチからも親子猿の足と極似した破

片が出土したため猿と判断し、 2個体での貼付が

認められる。

埴輪配列…トレンチ調査のため不詳部分を残す

が、 16トレンチの接合結果から基壇而の円筒埴輪

1は l列で普通円筒、朝顔形円筒でIli&;の広い基壇

閣のほぼ中央に埴輪は設置される。基道部東西で

設置間隔の違いが認められた。基道の東から北へ

の遡るグ、ノレープは4条突帯を基本に用い、設置間

隔も 0.5mと狭いが、それに比べ、西から南廻り

のグノレープは、 4条突帯を用いながらも 2条突帯

の小形円筒埴輪も多用するというもので、設置間

隔も東から北に廻るグ、ノレープと比べると倍に近

い1mとなる。この2つのグループの平均的間隔

で設置本数を推定すればおよそ308本前後となる。

崩落した円筒埴輸の存在から噴頂部にも円筒埴

輪列の存在が推定できる。埴輪列の総延長を 80

mと仮定すれば100木前後の埴輪樹立が想定され

る。また、形象埴輸は出土点数が極めて少ないが、

前方部北側の平坦面部に馬、人物が樹立されてい

たと推定される。墳頂部には家をはじめ盾、大刀、

籾、殿、鞠ーなどの器財埴輸が設置されたものと考

えられる。

上記の特徴や問題点、造物の年代観から後二子

古墳の築造年代を考えると 6世紀第 2.--.， 3四半

期に位置付けられる。また、 6世紀後半や7世紀

前半の遺物の存在を考慮すれば、その後の追葬に

より 7世紀前半まで使用されていたと考えられ

る。古墳の築造にあたって、石室は南にあるもの

の北からの視点を強く意識している。それは、円

筒埴輪のサイズや設置問|痛に如実に表れている。

南から北にさがる斜面に立地するため、墳丘は南

から見るのではなく北からの眺望を意識して築

造されたことと思われる。
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E 明治 11年調査の石室出土品一陵墓探索調査一

1 石室出土の土器について

前原 豊(前橋市教育委員会副参事)

明治 11年調査の出七品のうち、 t器について

扱い、金属製品と装身具は2節で扱う。今回は製

作年代不詳であるが群馬県庁文書として保管さ

れてきた群馬県立歴史博物館所蔵「西大室村占墳

祭掠現形之肉jの土器絵閃と土器実測関を縮尺 1

/4で並べて掲載した。また、須恵、器の拓影図に

ついて掲載した。絵図にある前二子古墳と後二子

古境の金属製品、装身具、歯の副葬品についても

あわせて掲載した。

絵図に揃かれた前二子古噴の土器は以下のと

おりである。

須恵、器

筒形器台 (Fig.7 -1) 

高杯形器台 (Fig.8 -3・5) 2個体

提瓶 (Fig.9 -7・9) 2個体

躍 (Fig.9 -11) 

直口査 (Fig.9ー 13)

高杯 (Fig.10-J5a . 15b・15c)3個体

土師器

杯 (Fig.10ー 16)

高杯 (Fig.10ー 17・19・21・23) 4個体

台付置 (Fig.10ー25)

であるが、このうち須恵器高杯3個体と上師器杯

1個体は現存していなし、。このほかに石室床石改

修工事に伴う調査で、柑 1個体 (Fig.59-28)出

土している。

次に後二子古墳は

須恵、器

提瓶(Fig.11-48) 

高杯 (Fig.1] -51) 

の2つであり、現存する。平成3年度の調査で後

二子古墳からは須恵掠高杯、が 2点と腿 l点が出

土している (Fig.6)。

1 前ニ子古墳の土器

須恵器小像付筒形器台 (Fig.7 - 2、Fig.13- 1) 

口径 19.7cm'複元値。高さ ・彼元値 65.0cr目。底

径 ・彼元値 33.5αn。筒部ト端径 ・10.9cm。筒部

下端径 ・8.7ClIlo 11台二|こ・細粒。焼成 ・酸化炎焼成

気味の還元炎焼成でやや軟質。色調 ・筒部は灰黄

色、脚部は灰色。成形 ・杯、筒、脚部の 3部分を

製作し、接合。残存 ・口縁部の一部欠損、 脚底部

を全周欠損。

杯音II・全体的に外傾しながら立上り、ロ縁部は直

立。内面に佳 3.5"--4 CDIの円孔。杯部底面は丁寧
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なナデ。口縁端部に3条の沈線。体部には2条の

沈線。 1本のへラで施文。沈線、の問に4本歯/

1. 2cmの右下がりの波状文。体部の沈線下に消去

した波状文。口縁端部には径 7""""8山、厚さ 2酬

の円形貼付文。簡の円形貼付には半載竹管による

円管文が付けられる。単位は 3ないしは4。

間部…下すぽまりの形状。原則2条の沈線が 5jJ 

所施文され6区間に分雌。端の 2区闘がやや狭く

内側の4区画が広い。2条沈線は等間隔ではない

ことから 1本のへラで描出。施文JI頃序は、平行沈

線→波状文→長方形の透孔、円形押捺文、円形貼

付文。波状文は1・6段目 1条、それ以外は2条

施文c 5本歯/1.3cmの右下がりの波状文。長方

形の透孔が4単位。透孔は幅 1.6----1. 9 ClII、 長さ

3 ----4. 6 CUI。円孔文は 1段目に4単位。径 0.8....... 

1. 0 CUIで深さ 0.2"-0.5ωで、来貫通。6段目に貫通

する 4単位の円孔文。径 1.6ωl。円形貼付文は2

----4段固まで3個ずつ、5段目は4個。円形貼付

文には円管文が施文。

脚部 やや外反し緩やか開く。底部は全周欠損。

2条 1単位の沈線が 3単位に巡り、 4段の区画が

形成。 1----3段目には 2条の波状文。 7本歯/

1.3cmの櫛による布上がりの波状文。 1段目の上

端には 7本歯/2cmによる連続刺突文が全周に

施文。透孔は4単位で 1、2段目が長方形、 3段

目が三角形。1段目 1.7 X 3.6 cm、2段目1.7X4. 8 

C1l1 0)~長方形、 3 段目が下辿 4.8cm、 両さ 3. 8 CJll。

透孔の上部には来貫通の 4単位の 0.8........1cmの円

孔文。円孔文聞には4単位の円形貼付文。このう

ち3個には円管文が押捺。

IJ、像 ・間|上面には、間l部上端と同様な 7木歯/2

cmの櫛歯による連続刺突文を施文後に fトリ J、

「へピとカエノレJ r小像剥落痕J rカメJの4種

類の小{象。

「トリ Jは、長さ 4.4.cm、幅1.4. cm、高さ 1.6 Cm 

で束1)突によって固と鼻孔が表現。右の翼と尾羽に

は、4条の沈線。

「へビとカエノレ」の fヘピ」は長さ2.7ωl、l幅1.7

倒、 高さ 0.9Cmで亦IJ突によって自が表現され、背

中には円管文で鱗が表現。

「カエノレjは長さ 1.2 Cm、幅 0.9cm、高さ 0.4cm 

で刺突によって目が表現。

「小像剥落痕jは長さ 2.6cm、幅1.8 CUlで、ある。

「カメj は長さ 2.7cm、l隔2.0cm、高さ L0 cmで

刺突によって目と鼻が表現、背中には円管文で甲



羅を表現。

須恵器高杯形器台 (Fig.8 -4、Fig.14-5) 

口径 ・37.5cm。高さ ・40.1岨。底徒 ・30.7倒。

胎土 .it:OJt'l4焼成・酸化炎焼成気味の還疋炎焼成。

やや軟質。色調 ・黄灰~褐灰色。成形 ・杯部と脚

部を製作し、接合。

杯部 ・外傾しながら立上り、口縁部は直立。内面

底に同心円状の当て具痕。外面に3条の、は;線と 2

条の沈線が巡る。被状文は口縁部と体部に 2条。

外面底部には柾目披の平行叩き痕が残る。口縁部

には波状文が入る。杯部には上下2段に波状文が

入るが、上部は9本歯/1.Gcm右上がりの披状文。

下部は6本樹/1.2 ClU右上がりの波状文。

脚部 ・やや外{頃し緩やか開く e 沈線が4カ所、 5

段区間が形成。透孔は1段闘が円孔、 2、3段目

が長方形、 4段目が三角形。いずれも 4単位。透

孔は1段目の円孔が1.7 X 3.6 ClU、2段目1.7X4. 8 

ClUの長方形、 3段目1.7X4. 8 CIIJの・長方形、 4段

目の三角形が下辺 4.8cm、高さ 3.8CIIIで‘ある。 9

本歯/1.8cmで右下がり波状文。

須恵器高杯形器台 (r-ig.8 -6、Fig.14-6) 

口径 ・36.7cm、高さ ・40.9cm、底径 ・29.7CIII、

胎土・紛|粒、焼成 ・酸化炎焼成気味の還元炎焼成。

やや軟質。

色調 ・褐灰~黄灰色。成形 ・杯、部、脚部を製作、

接合。杯部外傾しながら立上り、口縁端には直

立。杯、部底面は同心円状の当て具痕。外商には3

条の沈線 1組と 2条 1組の沈線が巡る。波状文は

沈線の問と下段の沈線の下に施文。外商底部には

板柾目叩き板による平行叩きが残るo 3カ所の波

状文はいずれも 8木歯/1.6cm右上がり。

脚部 ・ややタト傾し緩やか関心沈線文5カ所、 6
段の区画。 透孔は 1 段目が円孔、 2~4段目が長

方形、 5段闘が三角形。いずれも 4単位。透孔は

l段目の円孔が 1.7X3. 6 cm、2段目 L7X4. 8 cm 

の長方形、 3段目1.7X4，. 8 CIIIの長方形、 4段目の

三角形が下辺 4.8cm、高さ 3.8ClU。波状文は9本

歯/2.6cm右下がり s

須恵器提瓶 (Fig.9 -8、Fig.15-6) 

口径 ・ 7.4ω1。 円縁音I~ ・ 高さ 4.5 cm。高さ ・27.6

cmo 1陥 ・23.7cOl。障さ ・13.2crn" n台土 ・細粒、焼

成 ・酸化炎焼成気味のj還元炎焼l求。やや軟質。色

調 ・灰白~褐灰色。器形 ・正円に作られた優品e

腹面はケズリとナデによって仕上げ。断面形は腹

部が平らで背面が丸み。Fig.9-10は口縁部に波

状文が施文されないが、大きさと形状が共通。口

縁部やや傾く。成形 ・胴脅1'1を成形した後に口縁部

を接合。背町内面には、径約 10αn粘土板で、蓋を

した痕跡。仁l縁部に波状文。胴部背商には同心円

状のカキメ。

須恵器提瓶 (Fig.9 -10、Fig.15-7) 

口径 ・7.3cm、口縁部高さ ・3.2cm、高さ ・28.6

cm、幅 ・25.2cm、庫さ ・14.2cm、胎土 ・やや軟質、
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焼成 ・良好、色調灰白~暗灰色。器形 ・正円の優

品。腹商 ・ケズリとナデによる仕kげ。断面形{ま

腹簡が平らに作られ、背面が丸みを帯びる。もう

1個体と大きさと形状もよく似る。口縁部の付け

方はこちらの方がやや傾く。成形 ・!I阿部を成形し

た後に口縁部が付けられる。背面 ・内面には円形

接合痕がよく観察できる。経 10CIIl極度の粘土に

島後に蓋をして胴部は完成された様子がわかる。

口縁部 ・沈線。胴部 ・背面には同心円状のカキメ。

須恵器遮 (Fig.9 -12、Flg.13-2) 

n径 ・14.7 cm、高さ .14.8 cm、J阿部 ・最大径 11.3 

crn、胎土 ・やや軟質。焼成 ・良好。色調 ・灰~褐

灰色。成形 ・口縁部とJI阿部で製作し接合。口縁部

に 7本歯/1.7cm右上がりの波状文.JI岡部に櫛歯

による連続刺突文が 7本歯/1.5crnで入る。

須恵器直口壷 (Fig.9ー 14、Fig.13-3) 

口径 ・13.9α11、高さ・ 23.4.CII1、11間部最大径 ・18.9

Cl1l、胎土 ・やや軟質。焼成 ・良好。色調 ・暗褐灰

~褐灰色。成形 ・口縁部と胴部で製作し接合。ロ

縁部に 7本 歯/1.7cm右上がりの波状文。J阿部に

櫛歯による連続束IJ突文が 9本歯/2.Ocmで入る。

須恵器高杯 (Fig.ー 15a• 15b . 15c) 

現存していないため絵図より判断。口径・10.6cm、

高さ ・13.3CIII、色調 ・灰色。器形 ・長脚 1段透か

し。杯部に波状文。

土師器杯 (Fig.10-16) 

現存していないため絵図より判断。口径・i1.8cm、

高さ ・10.3 cm、色調 ・丹色。保形 ・須恵、器模倣杯。

一般的な模倣杯である。口縁部は直立 し長い口縁

で、ある。体部はナデとへラケズリと思われる。群

馬県中央部では内斜口縁の杯、が多いのに比べ、東

部地域は少ないため、須恵、器模倣の外稜を有する

杯で占められる。角頭状の口縁を有し底部が小さ

な平底になる杯も噴丘調査で出土している。

土師器高杯 (Fig. 10ー 18・20・22・24)

18 20 22 24 

口f歪・・・19.0 17.9 18.1 17.1cm 

高さ ・・・14:.7 14. 1 13.3 12.8 CID 

底径・ー13.6 13.1 13.1 13.3 CID 

4個体とも一括製作であり、胎土や色調、成形も

共通する。胎土 ・良好。焼成 ・良好。色調 ・燈色。

調整 ・口縁部内外国ともヨコナデ。外商 ・横方向

のへラケズリ。脚部 ・外商ハケメの後ナデ@内面

横方向のへラケズリ。

土師器台付直口蓋 (Fig.10-26) 

口径 ・19.0cm、高さ ・31.9 cm、j底筏 ・16.] C.1lI、

胎土 ・密。焼成 ・良好。色調 ・催色、成形 .s岡部
と脚部に顕著な接合痕。l阿部に2単位の三角形の

透孔。調整 ・口縁部縦方向のへラミガキ。j胴部 ・

綴方向のハケメの後積方向のへラミガキ。!J却部 ・

縦方向のへラミガキ。

土師器士甘 (Fig.59-28) 器形は1阿部中{立に晶大



絡を持つ球形胴丸底、口縁部は中段に沈線が人り

長く立ち、端部がやや開く 。全体に作りがよく表

面は磨かれ、赤色塗彩を施す。器高 15.3cm、口径

9.6cm、胴部最大筏 12.0COJ、口縁高 5.7cm。平成

14年の石室床面工事の調査で出土した。

2 後二子古墳の土器

提瓶 (Fig.11-49、Fig.15-9) 

口径 .6.8CfUo 高さ ・21.0 COJ。幅 ・17.2ω。厚さ ・

1. 6cs1o I1台土 ・密。焼成 ・堅い焼き。色調 ・灰。

成形・背面の叢は径 9cm程度の大きさである。残

存 ・完形。!腹部 ・回転ヘラケズリ 。背部 ・カキメ。

カキメに下に関心円状のハケメ痕がみえる。

須恵器高杯(Fig.]1.-50、Fig.15-8) 

口径 ・15.1倒、高さ ・15.6側、底径 ・12.3ClII、

胎土 ・密。焼成 ・堅い焼き。色調 ・灰色。残存 ・

ほぼ完形。杯部 ・外面下部は回転ヘラケズジ 。脚

部 ・2........3条の沈線と裾部に2条の沈線。その間

に長方形の透孔が3単位で入る。J不部底i:iiに窯印

「キJがヘラ書き。

3 まとめ

(1)前二子古墳の土器 前二子古墳の須恵鴇小

像付筒形総省については、類似例としては福岡

市羽根戸古墳の筒形器官にはヒ ト、 イヌ、カメ、

イノシシや勾玉や島根県金崎古墳(きんざきこ

ふん)の筒形器台には勾玉が付く 。園内ではこ

の 2例が類似例である。装飾須恵器としての筒

形器台は類例が少ない。さらに朝鮮半島を見渡

した場合でも伽耶地域で存在するだけである。

類例としては釜山市福泉洞 32号墳の筒形器古

にはウマ、イノシシ、イヌが表現され、福泉洞

11号墳の筒形器台にはカ メが付け られる。朝

鮮半島で小像をつけるのは新羅の土探であり、

新羅では 5世紀から 6世紀にかけて華や査な

どに小像を付ける土器がたくさん出土する。特

に度州月岐路 1卜 1号謀の穏にはトリ、カメ、

カエル、へピ、ヒトなど、の小像がさかんに登場

する。また、カエノレにくわえたへピの表現は多

く、慶州鶏林路 30号墳の蓋が代表例である。

このように加耶で出現した筒形器台に新羅の

小像が加味されて小像村筒形器台が出現する

ものと恩われる。前二子古墳の筒形器台の動物

も慶州の小像の動物と異なるところはない。こ

こで前二子古墳の筒形探台の小像が一つが剥

落しているが、鹿川、|月城路 l卜 l号墓の査の小

像例か ら見るとヒトが付いていた可能性も捨

てきれない。時期的には、福岡や島J恨の筒形器

台は 5世紀後半代であるため、田辺編年の

MT-15に該当する前二千古墳の筒形器台は後続

するものである。

高杯形器台については、前二子古墳のほか中

二子古墳の調査でも出土している。中二子古墳
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からは小片であるため全貌は不明である。この

ほか、 保披閲薬師暖古墳では筒形器台とと もに

高杯形器台が出土しているが、前二子古墳にや

や先行するものである。また、伊勢崎市原之城

遺跡からは田辺編年 TK-IO期の高杯形器台 2

個体が出十ーしている。また、高崎市上小塙稲荷

山古墳で、も TK-IO期の高杯形器台脚部が 2個

体出土している。いずれも前二千肯墳に後続す

る時期|のものである。

前二子古墳の須恵掃については胎土や焼成

から間一の工人により製作され、同じ窯で焼成

された一指資料といえる。産地については藤野

一之氏により群馬県藤岡産の須恵器との見解

が提出されているs

このほかに土師器の高杯や台付蚤形土器を

みてもハケメやミガキを多用し、明瞭に稜を有

することから 5世紀後半から 6世紀初頭の特

徴を示している。

(2)後二子古墳の土器 前二子古墳に比較して提

瓶と高杯の 2点である。提瓶は小型化する点や釣

手状の把手から TK-43月iのものととらえたい。高

杯は長脚I段透かしから 2段透かしになる時期と

とられTK-IO期としたい。この2点は胎土と焼成

が異なることから同一生産地とは断定できない。

また、平成4年の調査で出土した高杯のうち 1

点は長胸11段透かし CZT-Y)であるが脚部の発達

から TK-IO段階と思われ、 Fig.lト50の高杯と同

じ窯印 fキjを有する。躍も頚部の発達する TK-IO

段階で、もう 1点の高杯 (ZT-IV)は TK-209段階

のものである。
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2 石室出土の金属製品 ・装身具について

杉 山 秀宏 C公益財団法人 ・群馬県埋蔵文化財d踏事業団)

1)装身具

鉄製耳環 (l~7) 耳環は7個出土している。耳環は、

いすYしも、鉄製である。径は、 2.95~3. 20 cmとほぼ3

cmを中心にした径で、重さは錆も含めて、 10.6~16.0

gである。組み合わせは、破片となったものが多く、

はっきりしなしL後二子古墳出土のものと考えられる。

ガラス玉(8) 1点出土している。背色を呈 し、径0.95

cm、厚み0.70cmとや常時めである。発掘司踏で、首iIi

二子古境から青色丸五 130、続色小玉 17、黄色小玉 28

が出土している。発掘例の青色丸玉は3種に分類でき

るが、当資手取士、径が約o.5~1. 0 CIl床i前の聞に収まる

中形のものに含まれる。前二子古墳出土のものと考え

られる。

2)武器

摂環頭大万柄頭 (9) 1点出土している。振りは、右

方向に20回L入上摂るもので、幅6.05cm、長さ4.55 C1I1、

太さ1.0 cmである。草創立舗も含めて20.8gである。

音対審に摂りを加えた後、銀を張り、!Wtの内側で重ねて

いる。柄頭の知簡は、リング状になり、その先出現被

せが無く鉱広が出て、木質が付着している。柄頭に装

着されたものと思われる。県内の類例としては、安中

市制覇二子塚古憤例(文1)、高崎市綿貰観音山由良例

(文2)などがある。前二子古噴出土のものと考えられる。

鋼 ('LO~16) 7点出土してしも。鋼i対翻央のものと

幅広のものがあり、幅侠のものは、幅0.90CIDで、幅広

のものは、幅1.3.......1. 80 cmで、ある。長さは完存品で、

4. 30 ....... 4. 55 CJllである。

鍔 (17....... 21) 5点出土している。鍔は、幅6.30へ-6.40

側、長さは完:存品で、 7.60.......8.15 cmで、ある。いずれも

無窓鍔である。中央の孔ゆ隔 2.1 ~2. 55 cm、長 1. 5~

3.75 cmである。庫みは、 0.20への.50cmである。鍔の数

からすると 5本の刀 ・短刀があったことカ、港、定される。

鉄万 ・ 鉄短万 位2~42) 破片計21点出土している。

刀は、ほぼ全体を残す物が1点 (40)、刀身初たきな物

が2点 (4]・42)、刀身の破片が8点包7・28・32・34

~36 ・ 38 ・ 39)、鋒が 3点 (26 ・ 29 ・ 33) 、茎の破片が
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7点(22，...._，25・30・31・37)の構成である。それぞれ

の組み合わせを考えると、巌;低6点の刀があったと考

えられる。完存品に近いものは、全長75cm、刃長70.05 

側、刃最大幅3.70cmとやや短いもので‘ある。これ以外

の刀の最大幅は、イ型のものが、 2.60 ....... 2. 75 cmのもの

の一群があり、大型のものは、 3.05.......4. 40 cm(J)-一群が

ある。刃最大幅は、刃長に比例するので、小型の刀と

大型の刀があることになる。抱杉に近いものは大型の

一鮮に入る物であるが、その中でも刃幅から見ると、

小型の割犠買と考えられる。茎や刃に木質が付着したも

の (24・25・31・33・34・37・40・41)がいくつかあ

り、それらには少なくとも木装の柄があるか、鞘をし

ていたことが分かる。かつて残りが良かった状況の時

は、長さ 80.......100clll~こ護る刀が 3本ほと清食語、できたが、

現在は、小破片化して復元が困難となっている。片関

のものむ1・37・40)が中心で、斜関 (31・37・40)

のものカ潟、められ、茎は先端こ行く につれ納iくなる絢1

形 (23・31・40)で、茎尻は、直線状を呈する一文字

尻 (22・24)が多いと考えられる。組み合わせを考え

ると、斜角片関一文字尻紡墜の可能性がある。6世紀

初頭から 7世~fi己にわたる型式である。 大型 ・ 小型の刀

の組み合わせ等は不明である。(37)は、鏑本孔がある

もので、時期的には6世紀に限定される(文3)もの

である。摂環調:両頭と接合する刀身も不明であるが、

摂環頭柄頭と接合する刀以外は後二子古墳の可細企が

高It¥

鉾身 (43・44) 鈴身は2点出十.している。 (43)は、

槍先形で、袋部が断面円形のものである。袋部の先端

が欠けており、残存長 18.55ClIlを有している。刃先は

断蹄可丸形の槍先形を皇してし、る。刃から袋部に至る

闘は、斜め闘で緩やかなカーブを呈している。県内の

類例としては、北山茶臼山西古墳例(富岡市〉 ・十二天

古憤例(膝岡市)・下高田馬之宮5告す墳例 G安中市)な

どがある。ただし、十二天古墳例や、下高田馬之宮5

号墳例は、刃長がかなり長く 、 や明~態が異なる。 ま

た、北山茶臼山西古墳例も、やや刃が長めで、刃のl草

みも薄く、少し)静態が異なる。いず汎も4世紀後半か



ら5断、己後半に含まれるものである。刃が短くやや厚

みがあるのが、当伊IJO)t槻教と言っていし、だろう。

(14)の鉾は、刃部が|明瞭な厚みのある鏑造で、断

面菱形を呈するもので、袋部と刃先端部は欠損して不

明である。県内の類例としては、赤堀茶臼山古墳例(伊

勢崎市)・長瀞西古墳例(高11崎市)・久保遺跡例(富岡

市)がある。 鈴造りで厚みのある、断面麹T~を呈する

形態は、 5'Ut紀前半"'6世紀中頃に多く類例があるも

のである。(文4) 前二子古墳に伴う可能性が高いも

のである。

石突 (45・46) 石突は、2点出土している。(45)は、

役回端部に2干し開いており、留金具の破片が強存して

いる。先端は鋭角に尖り、袋部の中には木質が付着し

て柄があったことを宋九 (46) は、 やはり釦淵制~fこ

留金具が装着されてし、る。知市部は欠失して不明であ

る。袋部の中には木質が付着して、やはり柄があった

ことを示すユ鋲:身の2点とセットになるものであろう。

平成4年度の発掘調査で、前二子古墳よりもう 1点石

突が出土 しており 、3点の鉾があった可能性がある。

前二子古墳に伴う可能性が高いものである。

鉄鍛 (47"-'172) 側協6轡真ある。(文5)

第1類鰐賄H劉 娘三角汗苑腕 (47"-'108)

第2類長鎖段泣靖腸扶三角汗織(109'""-134)

第3類長頚有料三角形 ・長三角汗繍 (135-"'151)

第4類長頚有線片刃鯨 (152-"'159・167・168)

第5類 1月曜;有H尉央長三角 腕J主である(169)

第6類は偏平長三角形跡形品である(170'-""'172)

第1類短頚有腸挟長三角形鎌(47'""-108) 刃部長3.25

'""-4.25 cmで、平均では、 3.80C皿である。頚部長は、 3.95

""'-5. 15 ClUで、平均は、4..50ClUである。保身は長・三角形

状を呈する。腸快(逆刺)の長さは短く、刃部隊1耐'は、

鋪造りと考えられるの茎には木質が付・着し、柄があっ

たと考えられる。平成4年度の調査で 17点、平成 14

年度の調査で3点、の出土があり、総計82点出土した。

第2類長頭段違有腸挟三角育長銀(109""'_"1出) 左右で、

刃の長さが異なるもので、左の升長が短く、右の刃長

が長い三角形織である。刃長右側で、3.50"'-'4.25ωで、

平均は4.10CIllで、ある。刃剖1左側で‘1.20 c1Tr'-'2. 35 ClI庁、

平均は 1.77 CDIで、ある。左右し、ずれの刃の腸挟(逆京1])

も極めて短いものである。刃部断面は、先端部は鏑造

りで、下部はなだらかになり、平造りとなる。類部長

は4.15""'"'9. 70 CIllで、平均は、 7.10cmである。茎には木
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質が付着し、柄があったと考えられる。平成 4年度の

調査で7点出土し、総計33点出土している。

第3類長頭有線三角形・長三角形(柳努録(135'""-L51)

刃部長 1.75'""-3. 60 CIllで、平均は2.8CIllである。刃部関

は、角闘で、刃部断面は片丸造りである。刃剖彬は、

鋒よりふくらみを持って外湾した後、麗L徐伏を呈する

ものと、やや内湾して関に至る三角形 ・長三角形のも

のである。頚部 7.20-..，9. 40 Cmで、平均は8.50cmで‘あ

る。関は腕闘である。総計17点出土している。

第4類長頚有線片刃鎌 (152'""-159・167・1邸) 刃

部長3.05'""-4. 30 CIllで、平均は3.45CIllで、ある。刃関は、

角闘で、刃音[1断面は、阿刻iEりである。頭部長7.05""'"'

7.75 cmで、平均は7.30cmで、ある。|却は腕関である。総

計 10点出土している。

第5類無茎有腸挟長三角恥鎌 (169) 逆刺の夕日出が

欠損しているが、全長約 5.05CIllで、刃部最大~霜 2. 60

cmで‘ある。茎が無く、刃断面は阿平造りである。孔が

2孔有し、柄に取り付ける際の緊鮪tと考えられる。

そこに木質カt付着している。l点出土した。

第6類偏平長三角都銀形品(170....._，，172) 偏平な板状

の鉄板で、搬の形を真似て造られたもので、ある。 3点

ある。完存するものは無いが、残存春I1の形カもすると、

鋒からふくらみを有してややすぽまるような形で茎に

至るものである。刃部と考えられる部分には刃を意識

して形造っている。ただし、明瞭に刃として機能でき

るものでは無い。柄の相主を示す寸て質等の付・着は茎部

と想定される宮倒立にもなb、
第 1類…梁瀬二子暖古境から類似しているものが出

ているが、i脚 lが少し段違いとなっている点が当例と

異なる。県外からは6世紀前半の例として江古田金環

部員例(千葉県)などし、くつか出土しており、この時

期を未持主として重要なものである。

第2類…5断己後半から6悩己前半にかけて類例の

多いもので、県外の類例として今城塚古t長例(大仰向)

などがある。

第3類・・赫を持つ点々吠きく厚みのある頚部を持つ

など、 6世誕!後半の様、踊拘な長頚長三角形(柳駒嫉で

ある。

第4類…J腕を持つ庶や、明腕な鍬身角関を有するなど、

やはり 6世諸E後半を示す標準的な長壁却干刃鍛である。

第5類"'6tH犯前半から、群馬で出土し始めて、 6世

紀代から 7世紀代前半を中心に多く出土する無茎織で



ある。

第6~頚…板状品計謝罪としての性格が考えられる。 保

渡田八幡塚古墳例(高11崎市)・梁瀬二子嫁古墳例(安中

市)がある。保枝問八幡塚古墳例は、長類搬の極薄の跡

形品で、少し形態が異なる。柳瀬二子塚例は、長頚鯨

であるが、やはり極薄の鱗形品で、前二子例と外形が

不分明な点、が、やや近似している。この手の鈷斯芸品は

5世紀後半から 6性同己前半に特徴的に出土するものと

考えたし、。

第1・2・6類は前二子在噴出土で、第3・4・5類

は後二子古墳出土の可能性が高川

両頭留金具(弓飾銅 (173........181) 9点出土している。

愈隔2.80~3. 50 CllIである。弓州庸が想定される木質1隔

は、 し 75~2. 35 cmで、弓もこの幅のものカ、吐息定される。

両頭部の花弁は4弁か6弁のものである。 9点で弓 1

本分の金具である可能性が考えられる。近い!期引の例

として、保渡田八幡駄 目当噴例(文6)などがある。 5世

紀後半から61世記代を中心に副葬される飾り弓の弓飾

鋲である。

3)馬具

双葉剣菱形杏葉 (182・183) 2点出土している。通

有の貧|陵形と異なり、上段部が崩円形ではなく、聴状

{三上部内側に搬ねる双葉剣麹杉を呈する。厚さ 0.2Cm 

の側樹反に庫さ 0.15cmの金銅版を被せ、鋲で周縁を打

ち込んでいる。 (182)は上段部の上部内側に跳ねあが

る筒所の最先II~は 17.85 側、杏葉本体長は、 17.30cm、

長l法器Rの幅は12.00ωdilJ菱部の長さは9.85cJUで‘ある。

幅 3.50CIllの立聞に間金具が溺吉され、上部の1隔 3.40

cm、長さ 2.30cmの方形留金具で、朝間こ葛倍されてい

る。 (183)はー仁段部の上部内側に跳ねあがる箇所の最

大幅は17.80ClU、杏葉本体長は、 17.15 ClU、東IJ翠諮問111高

は 11.90側、員|陸E部の長さは9.85cmである。立聞に留

金具が連結され、上部の幅4.05CIlI、長さ 2.75CIIlの方

形留金具で、 7鋲打ち込んで本帯に連結されている。両

者ともに、縁金に鋲は、推定 56個打ち込まれており、

間隔も 0.4........0.6CJII間隔で、密で、ある。t完走反地板は厚さ

0.2 CllIの鮒反で、それに厚さO.15仰の鉄製縁金を載せ、

その上から金銅板をかぶせて叩いている。鉄製の鋲に

銀が塗られている。双葉剣菱形杏紫は、 20数カ所から

の出土例があり、その出土地は限定され、大和 ・若狭 ・

上毛野には複数出土例があることが指摘されている。

127 

朝鮮半島との関連も想定さ才仏非常に4柄数的な遺物と

して重要である。双葉部が上向きの例は、 -1替の森古

墳例貯福井県)や喋山古墳例(岡山県)などがある。(文

7~9) 前二子古i貴から出土したものと考えられる。

平成4年度謝野待出土の破片を見るとさらに双駒隙 IJ

麹彰杏柴の点数が増える可能性がある。

剣菱形杏葉 (184・185) 2点、出土している。通有の剣

麹形杏葉である。 2点の法量はほぼ同じである。ただ

し、 {他也の閥

とさらにf剣賞知蟻躍3形『杉手杏葉の点数がl増曽える可能性がある。

(184)の上段の崩円部であるが、幅12.10CJII、長さ 8.20

CDJある。貧憾詩'11は最大1幅14.40CDJ、長さ推定 14.75ω1 

である。中間住定 3.25CJIIの立聞に、留金具が溺古され、

幅 2.50C曲、長さ 2.30仰のは時Tたれた方形~企具で

理帯に連結している。

(185)の脊柴の卜設の扇円音1)であるが、幅 11.90αn、

長さ 7.85CIlIある。貧IJ菱部は最大幅 13.95CIll、長さ 15.50

cmで、ある。11附指定3.90cmの4鋲を持つ立聞に、留金具

が連結され、幅2.80cm、長さ 2.25C01の5鋲打たれた

方形吊金具で革帯に連結してし、る。

両方の杏菓ともに、杏築木体の縁金l陪は 0.75........0.8

cmで、鋲は、推定55個打ち込まれている。鋲の間隔は

O. 4~0. 8 CDIで密である。鏡板i制反凶草さ 0.2cm'の側反

で、それω草さ 0.15Clllのj鴻綴企を載せ、その上から

金量f搬をかぶせて叩いている。捗製の鋲に銀が塗られ

ている。

他に、貧IJ菱形杏築の破片がし、くつか出土しており、

方形の留令具も 1点出土している。

県内の剣麹彰杏葉の例は、保披回二子山古境・保枝

問八I~雷原古墳 ・下芝谷ッ古墳 ・天之官占墳 ・ 恵下古噴 ・

金井東裏通掛下などから出土しており 、TK47........MT

15型式に比定される例である。前二子郡長から出土

したものと考えられる。

素環鏡板 (198・199) 2点出土している。経 O.75舗

の鍋絞長さ 7.15cUl、 11届6.70........7. 00 cmの棺円形の環

体に、長さ1.5c曲、幅 3.45C010):長方形立聞をつける。

立聞には環体に接して、長さ 0.6cm、幅 2.1 CUIの方形

の孔が開く。欠失の多H包割友もほぼ同じ径の鏡板であ

る。後二子在噴出土の可能相が高凡

轡衝 (200~203) 4点出七している。衝の部品が出

ている。怒らく 2点以上はあると考えられる。 2述式

の街 (203)が出土している。それぞれ、 8.55側、 9.15 



cmの長さがあり、一方の衝は、 2つの環が按じれて連

結している。{也は、破片で、厚みや大きさは2連のも

のに近い。遊環が一つ付いている。

いずれも、厚み0.30寸 .35ωで、副uめの角棒である。

素環鏡板とセッ トを構成するものである。後二子古墳

出土の可細企が高凡

引手金具 (205・207) 引手査が2点出土している。205

は幅5.7Cm、長さ 4.2cmの椅円形の円球部の頂部に円

環が造られている。207は一吉峨損しているが、ほぽ閉

じ法量のものである。鏡板の内側にある引手の知端部

で手綱の革帯と連結するものである。前二子古墳出土

の可能性がある。

兵庫鎖 (204・206) 2点出土している。引手と引手査

の聞をつなぐ兵庫鎖の可能性が高し、207も兵庫鎖の一

部の可能性がある。

木製壷鐙金具 (208・209) 2点出土している。吊鐙の

鐙金具部の残存品。査鐙に固定するための細長い舌状

の脚部で、ハの字形に聞く吊金具である。脚上部のl陪

3. 95......，4. 60 cmである。一部木質カt付着・している。欠損

した下の部分Uド製の輩鐙に固定するための重熔Iがあ

ったと思われる。また、上部には鐙組につながる鐙粗

金具がセットになっていたと思われるがP偏患できない。

輪鐙 (210・211) 2点出土している。いすサしも、靴

留めが残る環鐙の破片である。11直1.30"-'1.印刷、厚み

O. 85......，0. 90 cmで、方形のすべり留めの突出部がある。

前二子古墳出土の可能性が高~ \

鞍橋縁金具 (212"""'214) 3点出土している。細片であ

るが、鞍橋飾金具である。幅O.50.......0. 60 COlの鉄地調司板

に飾り鋲を間隔密に打ち込んでいる。銅版に金メッキ

を施し、鋲は銀で被覆されている。鋲の中心聞の間隔

は 0.6cmと密である。前二子古墳の発掘司踏でも出土

しており、前二子古墳の出土の可制症が高い。平成 4

年度の前二子古噴の調査で2点、平成 14年度の司踏で

3点の出土があり、総計8点、の破片が出土している。

環状辻金具 (215"""'217) 3点、出土している。215・216

(径5.45CUI・5.95cm)は辻金具の可能性が高川径の

大きい217縫 6.25cm)は雲珠の可能|幻鴻る。胸部i

は長方形で、厚みは、 0.30へ-0.40C.Ulで、ある。有機質の

付着は認められず、どのように革帯が付いていたカ明

らかではなし、。

絞具 (218........225) 8点出土している。大きく 5つの形

態に分かれる。基部が中閥 Eで、車Isく延びていて、先端
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部が椅円状に大きく拡がるもの 2点 (218・219)方形

でほぼ直線状のもの l点位20)、方形だが、う世間部が隅

丸形のもの 1点(221)側縁部がやや内湾している形態

のもの2点 (222・223)基部が直線上で先立端部のほう

が円引A状を呈するもの1点 (225)がある。

先端部が楕円状の輪金をつくる、径 9nmの鉄俸を曲

げて基部が*iii狭で、|斬面|偶ヌUJ:河手のものの先存品 (219)

は、長 6.55CIIl、最大l隔3.50cmで、 輪金の基部に観E俸

の端をまきつけて刺金とする。基部が欠けているもの

包18)は、 東l隆が中央より先端部まで、残ってし、るもの

がある。

方形でi断恥伏を呈するもの (220)は、庫さ 6mmの

鉄棒を直角に近く 曲げているもので、断面は方形に近

いi紙面隅丸方形で、絞具とqil険の一部が残っているの

みである。

直線状で、知櫛ISが問丸の形態のもの (221)は、や

はり知櫛ISの一部的支るのみである。j享さ 9.8mmの鉄

棒をU字形に曲げて輪金を作ってし、る。

やや損Ij}縁部が内湾しているもの (222・223)は、厚

さ6........7mmの鉄棒をU字形に曲げている。鉄棒長4.85

...._5. 05 cmである。刺金を持たなし、

基音[1が晶涼上で、先端部のほうが円弧状を呈するもの

(225)は、厚さ 5.311mの鉄棒をU字形に曲げている。

長5.20CIn、11恒3.65ωである。東Ij企を持たなし、。

それぞれの絞具には有機質の付ー着は無比様々な絞

具があるが、それぞれ別の剖河立の絞具として使用され

たものと考えられる。

方形金具(226"-240) 15点出土している。一辺幅2.50

.......2.90 側、!-lM阿草O.30.......0. 55 cmである。方形で、中央

に革帯を止めるための1)1却がある。脚はおそらく、鋲状

のもので方形金具の中央に打ち込んで取り付けた後、

丁寧に鋲頭を研磨して、方形金具の茄との山:担1面を無

くした後、鋼市反を張り、金メッキを施している。釦廿反

は裏にO.1吋 .3COIで、裏に折り返している。制?する責

金具とセッ トとなって、革帯を留めるものである。方

形金具を中心として、賞金具が四辺につく 、辻金具に

使用されたと考えられる。平成 4年度の前二子古墳の

調査:-<:2点出土してあり、総計17点出土している。

コハゼ形金具 位41"-'244) 4点出土している。長さ

2.65 ......... 2.85叫、1隔2.30.........z. 50叩で、地撤j草O.30への.40

ωlで、ある。一方が、円弧状を呈するもので、中央に革

帯を止めるための脚がある。脚はおそらく、鋲状のも



のでコハゼ形金具ーの中央に打ち込んで、取り付けた後、

丁寧に鋲頭を研踏して、方形金具の面との凹凸面をm~

くした後、鋼板を張り、金メッキを施している。方形

金具と、コハゼ汗後具がセットとなっての辻金具とし

ての想定もできるが、個体数is少ないため、後述する

賞金具とセットとなる、軒貯の先端の飾金具のT可能性

もある。平成4年度の前二子古墳調査で1点出土して

あり、総計5点出土している。

責金具 (245........ 257) 13点出土している。1条-----3条

のものがある。1条のものの一部は2粂のものが分か

れて 1条となっているものがあると想定される。黄金

具は、幅広(0.95cm)のものと、 11癌狭(0.40'"'-'0.55 cm)の

ものがある。I!Jw玄のものは単体での賞金具の可能性が

高いが、 lt簡突のものは、 2条あるいは3条で賞金具と

して使用されたものと思われる。黄金具に良く見られ

る表面の刻み聞は石縮患できなし、厚さは、 0.25........0.30

cmである。断面長方形で、内面には有機質が付着して

あるものがあり、料許と考えられる。屈曲の内幅から

すると、2.55-----3. 0 CJllの11I高の軒怜留めていた可能t1il~

高し、 方形金具やコハゼ形金具と共同吏用されたもの

と思われる。平成4年度の前二子古墳の澗査方破片が4

点出土しており、総計17点の破片が出土している。

金具類 (258-----261) いずれも鉄地金銅張で、鉄製円

頭鋲を打つ。民国賓の形態により 3勝賞ある。

楕円形金具 (258) 1点出土している。平苗楕円形の金

具で、長2.40cm、帽3.40cmで、 2つの鋲が打たれて

いる。

爪形金具 (259) 1点出土している。長 2.45cm、臨

3.65 cmで、 2つの門頭鋲が打たれている。

長方形金具 (260) 1点出土している。長1.90 側、幅

2.90 Clllで、 2つの円頭鋲が打たれている。

心劇杉金具 (261) 1点出土している。心掬彰で鉄地

に鋼板を張り、金メシキを施している。大きな鋲が打

ち込まれている。 J馬具の飾り金具と考えられ、綴の座

金具の可制性がある。全長2.90cm、金臨2.45cmで、

主制ま厚0.35cmで、ある。

6)農工具

万子 (267-----277) 11点出土している。プJ子は、刃部

3点 ω7サ 69)、刃 ・事制点 (270・271・271・275)、

茎4点 (272・273・276・277)である。完待品は無い。

刃最大長は7.35cmで、刃最カ掘は2.00CIUで、ある。茎
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の最大長は、 5.65cmである。茎には木質が付若し、い

ずれも木製の柄が装着していたことが分かる。茎の先

端は架尻が2例あり、目釘孔は1""""2孔聞いていて、

すべて目釘が残っている。

斧形小型模造品 (278) 1点出土している。全長 4.0

側、刃幅2.15cm、袋部長2.60cllJ、袋部径1.00 CIll、袋

部基剖嬬 1.10 Csl、袋基剖i厚 0.10ClIIである。露協胡鮪5

工具で、斧形品である。;袋部にゆド質州寸着しており、

柄が装着されていたことが分かる。

鉄製農工具岐造品としては、平成4年度の前二子古

墳ーの澗査で有肩斧形品 l、刀子1、鋤 1、盤状工具1が

出土しており、農工具の模造品のセッ トが副葬された

と考えられる。前二子古墳出土のものと考えられる。

県内の類例は、総額二子底古墳(安中市)からやりが

んなの棋造品が出土している。(1)銀議期間手良工具は

前二子古墳出土のものである。

撃状工具 (279'"'-'306、311.......320、329........336) 斡伏工

具は船村46点とかなりの点数を出土している。額 ~

刃部を完存しているもの(329)は、頚部長8.60cmで、

頚部勧。隔が0.85CIll、頭部最大厚が0.40ωで、ある。

頚部の闘は、角関を持つものと椋状の関を持つものの

2種類ある。刃はやそ剃めに加工しているもの(329)と、

直線状を呈しているもの(330)の2離買ある。刃から類

には直線状に移行し、刃関は有さないが、 一部、刃の

関が斜め関を呈しているものむ20)もある。頭部長は、

9.55 CJDが最長で、茎長は7.50cmが最長でかなりの長さ

である。基本的には警告状の工具と考えて良し、小型の

一群は模造品となる可能性もある。これだけの数量を

一つの古墳に収めることは非常に希である。前二子古

墳出土の可白t封1iI~高川平成 4 年度の前二子古噴の調

査で1点出土しており、総数47点の破片が出土してい

る。

大型撃状工具 (307........ 310、321.......328) 12点出土して

いる。大型のノミ状工具で、先端の残った唯一の例か

ら、斜めに刃を加工していることが分かった(321)。頚

部の長さは、最長で、 20.85CIOで、刃部は不明なので、

頭部全長はさらに大きい可細企がある。茎も、最長で、

8.50 cmで、かなりの長さを持っていることが分かる。

この長さの工具とし、うと繋 ・撃の類であろうが、いず

れのものかはっきりとしな川 一部のものには、頭部

にも木質が付着しているものがあり、柄が上にまでい

っているものもある可能性;がある。いずれにしても、



あまり類例の無し、重要な工具である。前二子古噴出土 ( 2)備工秀夫ほか『守備貨観音山古墳H石室・遣制副 総馬県

の可自首生が高しL

針状工具 (315・316、337"-"340) 6点出土している。

針状工具は、棒状の工具で、茎には木質が付着してい

るので、木製の柄があることがわかる。完存品が無い

ので全長は不明である。一番長いもので 3.80CI日以上、

厚みはo.30~0. 45 cmである。茎も含めての長さである。

針状工具のタ己主端は欠失しているので、詳細は不明だが、

尖っ-ていたで、あろうことが想定される。平成4年度の

前二子古墳の詩躍では、先端が欠失しているものが 1

点出土している。

教育委員会・(初群馬県腿蔵文化財市暗部署長団 l悌9

( 3) 臼t'Pí.~{ r錫体手しを持つ鉄刀についてJW考古学研究D31巻2

号考古伊研究会 l錦4

(4)杉山秀宏 f群馬県出土σ淑鈎こついてJU群馬県内古墳出土

の武器・武具』群;潟県古樹新切形回訓抑5

( 5)杉山秀宏 f群馬県出土の鉄織についてJW樵馬県内古噴出土

の武器・武具』群馬県古漬骨折町研究会1995

(6)務理良輔刷、 W1:制度問八幡塚古墳』群馬附I教育ヨ委員会2∞o
(7) 入江交政「若狭組出における首長墓の動態ulr樹棟史資料

編13考古』福井県 1986 

(8)橋栂駒「京撒略取蝶の撫サ]Ii'大谷合制上中町教

7)その他・不明鉄製品 脊委員会2005

鈎状鉄製品 (341.......357) J7点出土している。ほほ完 (9)例朝敵f馬具l悶舵越の古墳侍代新リ考古物 1111&1叫

存しているものは、長さは21.60 cmで、ある。幅はo.70 雄山|劉2013

への.90叫で、平均は0.80cmである。厚みは0.35吋 .65 (10)高崎市教委 rL何 d謀 j慨音尿古t胸躍報告、見向崎

cmで、平均は0.45cmで、ある。鈎部の曲がりは、個体に 市教委1悌2

よりかなり変異があり、 一定では無い。壁面に打ち込 (11 )術主秀夫ほかr9.吊手銀JIi'綿貨観音山古蜘』石釜・遺

んで、布を吊り下げたものと考えられる。類例として 槻宮税馬県教委 ・(財)龍馬県鹿文事業団 l叩9

は、観若塚古境例(高崎市)(文10)・観音山古墳例(高 (L2)腕剛生・松田真一千賀仰まか r3.剣勝棋sJU'J.;激動勝

|崎市)(文11)・藤ノ木古墳例 G奈良県)(文12)などが ノ木古挽』第一次調査報告書奈良県封盟京考古呼噺甥t

ある。伐・13)いずれも、布で壁面を覆い隠す寸l寺の布を l的O

掛けるフックとなるものである。平成4年度の前二子 (13)右島平成「剣勝は峨JIi'古文化談澗邸集古文出繊

古墳・の発欄瞭でも、 3点出土している。前二子古て噴出

土と考えてよ川他に、釘類が前二二子古墳発掘調査で

出土している。

板・棒状鉄製品 (262----266) 5点出土している。

山1倒矧樹三製品 (262) 帽 し50cmで、 0.50cmの厚み

を有し、残布隔8.65cmを有する。木質の付着などは無

く、鉄依を山形状に加工したもので用途不明品である。

3是やかな円部止伏を呈す『る板状鉄製品 (263)幅1.35 CI1l 

で、厚0.45CIDで、残布TilI9.20仰を有する。用途不明

の鉄製品である。

先端が屈曲する体伏鉄製品位64) 技存長4.15cm、

幅0.90cm、防rr面長方形で、全(*1':;;ド質州寸着しており、

木に打ち込んたま迭の可能性も考えられる。

他に屈曲した枠伏鉄製品の一部 (265)や、棒伏の

やや湾曲した鉄製品 (266)が2鎚 l惜して出土して

いる。

[参考文献]

(1 )安cTi村教脊委員会『環瀬二子縁古墳担当額首塚古努叫 2∞3 

2011 

[全{制こついて参考とした文献}
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高官害胡揮F前二子古tsむf後二子古墳並小説む附馬県史朗唱
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1971前桁行

石川三之助「前二子制む附馬県史J倒嚇3 廊台古代3古
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歴史開制導跡直



11'環

ca二一二二三⑩ j

5T6 

{展段踊大刀柄王国

10 

繍

2 

17 

官宅

9 

内。
aa守

必色
T

h
m

凶・

。

2 

7 

石署E

。
刀 40

100m 

(40) 

5cm 

(2 -46) 

Pi~. 16前 ・後二子石室出土品計mll凡例 (1)

131 



7 
8 

4康

3傭

11 

52 

鉄器産

('I差額 ・紛狭長 ・ニ角形餓)

鉄線

(然続 .1fr扶長 ・三角形器産)

16 

181事

109 

鉄織

(1を荻 ・勝校段違長 ・三角形鍛)

3 

169 

I 1 場合l立上が縮、下がj草さを示てに

は 6 幡/ 

7、- j享

内，‘『，，1
 

1
 

1
 

板状鉄首長形鉄製品

4 mr. 

5 5 

152 

137 鉄線

({主要員 ・片刃鎌)

鉄鉱

{長頚・長三角形織)

3 

:害# 174
弓飾鋲

※一つの線に二つの数字がある

。 5cm 

Pig.11 前 ・ 後二子布室出土品計測凡~J (2) 

132 



1 

2 

8 

双策歯1躍形沓楽

n
u
a
亡
、，r
q
d
 

伺い凡""un 
計ロ同土出釜石子

一一
後前oo 

wb 
pr 

10師

133 



l 

2 

剣翌E形杏楽

O
K

A旬伊凡剖
伊

三一口品土出釜石子一一
鉱山仏前n

w
d
 

oa 
Fr 

10聞

134 



でまずフ

杏薬{頭部)

。 5ω 

2 

204 

轡{術}

209 

轡(鏡板)

J(j 

13 

轡(術)

205 

紛鐙 210 

Fig.20前 ・後て子石室出土品計測凡例(5)

135 

轡(街)

。

24 
25 

203 

5cm 



i
 

l
 

l
 

-

鞍金具

212 
215 

環状長士会共

219 

銭兵

3 L_守ず

222 金金具(方形}

f空具

6 

247 
資金具

情円形飾1ilA

/ 

不明鉄製品

227 

258 

、、

I I 

262 
不明欽拠品

。
Fig.21前 ・後二子平7笈/J1上品計測凡例 (6)

136 

220 

皇室A

3 

245 

賞金具

3 

4ご
261 

革審金R

266 

5釧



6 
7 

5 

10長

280 

ノミ状LAω

338 

書十状工具

刀ニF

I I 
柑
幌
同
防

内
屯
M

a

Ga

μ

huv
舟
t

・

320 

ノミ状工具@

3 
4 

5 

S 
9 

329 

ノミ状工具@

274 

| 1 6 

ノミ状エj.L①

F' i g . 22 前 ・ 後二子石祭出上品~t・ìJllJ凡例 (7)

137 

6 

278 

斧

7 

8 
9 

326 341 

鈎状工具

。 5cm 



。一位b
¥ 

-0 o -(1:--

。 。2 3 4 

-0 はし)/-0 
⑨ 

。。
、= 、ーー・、，、.-"。5 。 。 8 

。 5cm 

Fig.23明治 11年石室出土品実測図 (1)

138 



0-

-~ ~ ~日 ~j - ~ -D-('-
10 9j7 

I t I 
" 

I t 
ノ 1 I ，. 

-O-Q -0-<<~ 日 - (~ I I I ¥ 
I I I c:コ

I I 
、、

I I I " 
16 c=::二コ 15 

亡二二コ
亡二二コ 14 13 

Fig.24明治 114'~有:îILI I l二品実allJ悶 (2)

。 5叩

139 



【ハハハ
H
H
H
H
U

18 

Cこ之二コC二二三フ
17 

C二---ココ

"、，、
，0、¥、、、、、

f 

J 
J 

J ， 
J ， 

〆， 
" 

亡ご=コ ー

ー・・、、、、、、、、、、、、、、、
1 

1 
I 
J 

J ， 
J 

/ 

〆
/ ， ， 

c=::::::=ココー

20 19 

21 

，〆

亡二二二コー

Scm 。
Fig.25明治 11ipE安山土品実llltl図 (3)

140 



ハヴ
ハ吋

白

h
EE
'
-

-
h
m
J唱

J
L

-

ie

ア

=

R
E
一
}

ー
一
骨
唱さ

l
D
D

-a
R

-

~ 

22 23 

、J

・F
I-

-
l
n
M
M
V
 

h
u
v

、J

、
.

-
a
E'

a

4
 

-

-

2S 26 

l
V11
 28 29 

三十

Fig.26明治 1.1~手イiffi:出上品実測図 w

141 

-~仁三

よ /〆ー~

¥ f 

31 

。

24 

27 

30 

10側



32 

S まte唱較すき十• ~^暴

34 

L2fy}ご=>
ij ~ 36 

38 

令。
q
d
 

n
u
H
H
u
u
 

一¥ノ一

t
~
一
一
t
門
H
H
U
V

-
-
-

-

M

・

-
訓
-

1

一

L
プ

nuv

喝、
‘-

-
、
.

-

K

一

-

P

一

35 

ち 5
-
n
HU
M
U
 

E
n
H
H
u・n
H
U

【

n
U
H
HU 37 

司Lょ三-

。 10cm 

Fig.27明治 11年石室tLl上品尖淑IJ図 (5)

142 



_u〆戸 、ー 亡== 仁コ二三〉

亡二二〉

-c二二::::>

亡二三〉

ー仁二二::::.

-c二::::;::，

-c二:::::::.

-cご〉

41 

Cニコ

40 

Fig.28明治 11年石室出土品笑淑IJ図 (6)

143 

， 
ドJ

。
。

-c主主〉

-c二三つ

42 

10cm 

(40) 

10側

(41. 42) 



ぷコ

。
43 

t
1
1
1
1
1
1
t
I
 

r. 
- 1，_ 、、

h 、
、"、

。

/内
1: 1 ， ， i I1 

II 
〆

~・-‘、
乙μ'-'1ー、一、
.r/了、、、
III 、、
'1 11 ， I 
I Y I I 
¥ ¥. - 11 
、、司~ 〆、、，酬，戸司-"

‘ー'

，f
t
l
 

i
-
-

，f!
 

1
1
1
1
1
1
1
 

eて〉

。。
『

h

a

，

【戸

・
-

f

v

¥

、

:
 

，，l

，，
，.‘、
、‘

i

，，‘、

5c欄。
Fig.29明治 11年石室出土品実演1)図 (7)

144 

¥ ， ¥ 





ー くこ〉 A I I 

ー ζ二〉 一 1 1 - ~ ー ζここ〉

~rr二-IA I J -CT  -4二b 一《コ -.:c:b -.; 

JI ~ 
。

-0 一仁コ
-i/l一口

仁コ

。 -U I一口 -0 - 0 。
-V- ¥sv しコ。 -~r- 0 。 I I 66 I I 65 

I I 63 
I I 64 

一.::::::::， - ~ I Iー〈ミ

= ~ Ir二
-，1 I 1 -ζこ〉 -， • I ー~

-a_二h -U-o 51J!:。Cコ 亡コ 一 一亡コ -11 J- 0 
76 77 78 79 

。 5cm 

Fig.31明治 11年石室tLl上品尖淑IJ図 (9)

146 



一 ~

~ l l J ~二
-lll-L"'， 一I1 Iーく〉 一{I 1¥-ζミ

-40 

マ

一 一CT 一川-c:C:b

- 0 

I r 

口
- 0 - 111一 口

bJ-O - 0  
81 I 1 

82 -U-o 
I 1 83 84 

85 

ー 〈こ〉 -CT10 一<CJ， - ~ ー 〈コh 一 -<0 一 -dごb -~ I !二ロ - ~ ~ - 0 
一 - 0

-cコ J K-cコ -1ト。 ~ k 一 一口

一ζコ
} 

11 ~1~7 1 I 86 
-~ 1ト ロ仁3

87 88 
I ，，! 

一 宮-0。
I I 90 

U 89 
__.-... 

ー〈ご〉 11 

-~ 

- f l t-~ - r l ' -~ = ~ ) J二二一口

一-<Iこ)D -j!!-o -1 V - 0 
一 口 一 - cコ 一-cコ

I 1 92 一 -0

91 1 I 93 レtl 95 
94 

I I I I I I 

一〈ご〉 -W 一ζ二込

~ I r - Cb -vj-o 
- <I二:b -d..二b - 4Al ~v-<(ミ 一 -a::::::b 

-cコ - 0 - ~ I 1(-0 

。 4J-O 

I 1 

- 0 
-1 t -0 -d 1) -0 

96 97 、.7 98 ‘~ 99 円
100 

I 1 。 5叩
k 

1:; g. 32明治 11年不安出上品実測図 (10)

147 



-O-o 一ζご〉ー ζ二〉

103 
104 

-æ - ~ 
一 〈こ〉

ー ζ〉

107 

ζ二三〉

一 巳二〉

仁コ

一 ζこ〉

~- ~ 
-ζ二〉

仁コ 仁コ

f¥ 
‘ 

-ffi-~ 
I I 105 

ー 〈二〉

-c二〉

一口

。

i
 

1
 

1
 

一〈二〉

仁〕

ー ζこ〉

- ~ 

。

亡コ

108 

110 

。 " ， 
-11 11-0 Cコ 』

Cコ 。
u 。

1~ 111 
。
n -jW-。ロ -~ t -0 

113 

I I 114 
¥.c;μ 

I 1 
115 I I 116 

。 5cm 
11 112 

Fig.33 明治 11 年石室出土品~ìJlrJ関 ( 11 )

。
109 

亡二〉 1I - Cコ
Cコ

-c二〉一ζ二〉〈二ご〉

b 

。 Cコ 一仁コ

148 



ー く二〉 -y 1ーくこ〉 n -ζご〉 _ J i '\_ ~ヘ h _ <::二〉

c:::::. t - c> ー 11 iー 亡〉 - 11 I - t:::::> 

Cコ ー し y-。
I I 

117 I I 118 -¥Ll)一口 l-口 -! f-。
119 

120 ~ 121 
I I 

ー〈ニコ

- c::> - ~ ，t-~ - ~ l-~ 1- 亡〉
I -c:::::. ' ' a 

' 、a

}I tY JII~ n 
-~ k- 0 

Cコ

Cコ

。 ¥) 
123 

I I 124 -u一 口
122 

129 

ロ
" -ー 、‘ 

( 1 1) 
，〆・・、、

'‘ ， 、

ー ζ二ご〉 一 戸「ー〈二〉 -11 1)ー 〈ご〉

-~ -11 ) -CJ 
Cコ

-c::::::. 

I I 
128 -u一 口

J I 。
-il ~- 0 

125 

126 
127 

I I 

一 c:::> 1'- C二〉 11-ζごこ〉

亡こ〉 一一 ~

-u - ~ - c:> 
132 

133 
134 

130 131 

。 5ω 
t 

Fig.34明治 11年石室出上品実務l関 (12)

149 



一〈ご〉 \~ - ~ - 11 目ー〈三二〉

一 ζご〉 一 ζ二〉 Ifー ζ二二〉

-cコ 111¥-0 1 ~ -'u-。
ーにコ 1 1 139 

一 仁コ

j 1 n f 
- 0 

I ~ 
-cコ 一 仁コ -11 ~ - ζ二〉

ー の -l)-e> 
一亡コ }:11 。 I 1 140 

136 
ロ

I I 137 
138 

。 f ~ 一〈ご〉 -( l-c::> 

一 ζ二〉

~ J 
- 0 

I I 135 

1 ! 
-1) ~ 一 口 一門 一 口 一門-c::> 

- 0 11 11一 口

~ v -~ l-0 

141 142 

ー 〈ご〉 1- くこ〉 一〈ご〉

J 1¥ -~ 11-0 
ー く二〉

一 ζ〉

-0 1I r -lmfl-0 
Cコ

- 0 
‘可 一切 -

。
I I 146 

1 I 147 

一 亡コ 1I 1) -!II一口。
、ミJ

I 1 143 144 

I I 145 
。 5釧

Fig. 35明治 11年石室出土品実測阿 (13)

150 



I ¥ 
I ¥ 

ーζご〉

- C)  一ζこ〉'I-cコ
- <=:> 

一口 -0  -0 - 0 

o -cコ 。
一口 149 

150 

151 

D 

I I 148 

一〈司
-cコ 1一〈コ 『 U一〈コ

ー〈コ
一〈コ -~ f:-0 

ーくコ
-11 "ー〈コ

一〈コ ーにコ

- 0 1 I( 154 ClJ 
-1トロ

155 

-0  1 1 156 

-0  1 ~ 
一〈コ 一 向 -<::J

-(1ーくコ

。
C ~J ~ I r -)11¥-Cコ

-cコ
l' 152 -u-C 

I • 1-0 

， I 
153 I I - J [- 0 

Cコ ， ， 
1/-0 158 

157 、d 〆l 159 

I I 

。 5cm 

Fig.36明治 11年石釜山上品尖iJllJ図(111) 

151 



1I 

。

165 

， I 

〈コ c二ニ〉

Mdl οj 。 11 

C二二::::> 170 
166 

169 c::==:> 

= 。
Fjg.37 明治 11年石室出土品夫・側凶(15)

152 

11 

~ 171 

11 

172 

5αn 



、~- d協E 。 ~O 窃 G亙互主[)O ，~ 
173 174 175 

οC謹豆POO d⑮亙Zめ。;<(51: 、。、ヨ麗翠む 。
176 171 118 

:g-領固め o C垣亙iD 0 ~ d亙砂 0&
179 180 181 

。 5側

Fig.38明治 11年石釜山上品実演i図 (16)

153 



ノ

183 

。 IOcm 

Fig. 39 明治 11 年平守護出土占有文~ìlllJ図(1 7)

154 



伊(九

¥j 
くジ 184 

186 一-_ 187 
ぐ:D 188 

-匂- -g-
<5:t 
i;- 192 ¥ 

~ 193 <b 11 
194 

-{J- c;cr 

-~~ 

低 :ず合 ¥物1

cる---立コ

hて~~~-¥h__( -¥_ 

1，1 

『7f「ヨ?

。
Fig.40明治 11年石室出上品実務l関 (18)

155 

197 

10側



ζ三三三二三 一 一千 三て

、
一
)
-

1
J
A
¥
y
~
 

!
 !
 

/

¥

為

、

，J
dF

】

、
¥パ

ー，t
t

-

「
0
0
.
，

l
n
u
 

Q 
199 198 

口 。 。。

。

σm 
o
 

o
 。

。

200 

201 

cゴ二巳
202 

5cm 

Fig. -ll 01:1治1L年石室出土品実話m図(19)

156 



。 口ー

209 

1 1 11 11 I I ¥ ¥ / / 

~~~r I J 

11 
213 

I I 1， 
¥ ¥ 214 

212 

。 5aI 

Pig.42明治 11年石室出仁品実i!IIJ図 (20)

亡ご3-c:コ

208 

;rh三ぎ〆〆戸、h

/' 

、、、

ごとぎ〆、、、 (¥1 1 、~

。。。 。。211 210 

157 



一亡コ

217 。

，，
 

F

ー、

l'fte----

一仁コ

216 

一 仁コ

215 
ー
ハ
U

。

。。
。

220 。C 
D 
D 

218 。。
219 

。。

223 

。
222 

lo
 

ロ

221 

合一。 。224 

5cm 。225 

Fig. 43明治 LL年有議出よ品実測岡 (21)

158 



ーは一 一同一 一同一-~- -凶-
ζ 予ニコ ζ寸下~ c::.寸戸 4τ二コ ~三己

目226 IL--------J 227 L r228 向"日2

-i!J--~J - -汀--Fd--H-
[423巴m 日m 日m l巳m

-0--~一一日一一国一 -tj-
ζ ヲ下コ 戸石二~ ~下コ ζ 百二h

Fig.44 明治 11 年石室出土品~ìJlrJ関 (22)

159 



11 
亡コ二コ

一日-~
245 

Cコ-Ii

247 

山
間
川
川

ω
M

I I I 

一一

I I I 

246 

'-." 
cxコ

248 c/.こヱコ
250 

I 1 

1 
1 I 

253 

川
町
仙
川
川
H
H
U
い

川
畑
山
内¥ ¥ 

I I 
にヱコ

川
日
川
川
ザ
|
|

一川
川
A
川
付
対
ハ

川
杓
H

U
H

D

252 

川

市
川
川
リ
州
|

川

内
村
川

V
U

爪
リ
け

nH川
U
1
Cコ

251 

~-r= ~ 
257 

一わ斗-

256 ζコ255 

。_a259 

♀守
258 

f:¥ n 
' --J  

mM 
中10ー

5cm 。
Fig.45明治 11年石室出土品笑iJltl阿 (23)

160 



I、 ，、、

/(/ 

/ 
¥、

262 

-丘
o 265 I I 

Cコ 264 

ハ
む

。
J I 

。

263 

266 

Fig. 46 明治 11 年石室出土品~ìßJJ図 (24)

5cm 

161 



ノ ムJ;-LfイJ

270 

合否-与とj ?~ 

く。。ょ
句，，

司

E'。，‘
ー

。 。フゴ

マ三デ

c:::二二-フ

Fig.47明治 11年右al出上品実?JlIJ図 (25)

162 

=c 持壬~ -。ー
刊
U

内，‘
l
n
H
U
 

276 

278 

。 5冊





I I I I I I 
I 1 

一仁コ -j ~一 口 一日 一口 -)1 Il一口 - ~ 1-D 
~ 1¥ 

-0 
I 1I ¥1 I (/ ~ 

:U2 
-J l-0 -0 

-0 
一仁コ しJ

13-E -D -v-。
-0 1円Y 1 1 

298 299 
11 297 

11 296 

一ー 仁コ

一口 、.J

I ， 295 

I 1 

lrl h 。
九ーー、、

-0  -~ j一口 一n-D - 11 fー Cコ
u 

I l 1， 294 
-0 一iH-0 。

¥1 Iノ{ -;1 I一口 - ~ p一口l' 301 

。 <IJ . 1 I 305 

I I 304 

303 
306 

む -U-o 
I 1 3∞ 11 302 

亡コ Cコ -cコ

亡コ fi明 。;1:li!1一色
H ;: ¥ B 

11-Cコ

-cコ
-0 

司h、~、，

309 

310 

307 。 5cm 

164 



I I I I 

ーハ-Cコ
Cコ

-0  

ート一亡コ U 
-1 1-Cコ

I I 312 
1 313 1 314 

311 

I 1 I1 

n n 
一口

-j !一口。
-0 

315 316 317 
w 

11 

z 

。 一〈ご〉

Cコ

一口 ζコ

I I 320 

319 

。 5冊

Fig.50明治 11年石室出上品実部1)図 (28)

165 



-¥ ¥一口 -I!リ卜OCコ

11-0 

-cコ 一口

-C3 亡コ

J[口
-e] 

11 

ーの
:¥..J/ 

I 326 . 
325 ¥1 11- Cコ I 1328 

327 。 5ω 
~ 

Fig. 51明治 11年石室出土品5足首(IJ隊I(29) 

321 
322 

亡コ

。

一口

亡コ

166 

-cコ

cコ

-G 

-O 

-0 

ー ζコ



I 1 

ハ 円 一円-4
一〈コ

Cコ 岨 ， 
-cコ -u-C)  

332 

ーにコ -cコ

一仁コ - 0 
330 

331 
Cコ

町
11 329 

335 

一仁コ)ょ の-J
336 

一 口

333 

/ 
/ 

11 

仁コ

。 。 ー
私
州
W
U

ィー
u

Cコ

。
o - 0 ¥ ， ， ， 

340 

338 ¥ ¥ 
" 

339 
1 I 337 。 5叩

Fig.52明治 11年布釜出土品実視l凶 (30)

167 



Cコ- 亡コ ー 。一

Cコ- 亡コ ー 。一

II 342 

Cコ 仁コ ー

1-1 

Cコー 仁コ ー 仁コ ー

亡コ

o ¥ ¥ 

Cコー
I I 

345 

I I 。 5cm 

344 
Fig.53明治 II年-!i輩出土品実inlJ凶 (31) 

168 



口一 Cコ

Q 
/ 

347 348 
349 

仁コ-
亡コー Cコ

11 II 
351 

350 352 

。-1111- 11 V O-JJ-。:c-q-n 
354 

355 

353 

口。。 品亡コ ー

357 
。 5cm 

356 
Fig.54明治 11年布安出上品実iJIIJ図 (32)

169 



ト唱

'J 。

耳環 ・小豆

1'10 F竜瀬

耳E終
2 耳S員
3 耳環

4 耳m
5 耳Z震
6 耳E提
7 耳E君

8 
ガラス
1)、玉

鍔

1'10 雄官自

17 S守
18 鍔

19 鍔

20 鍔

21 鍔

小刀 ・刀

1'10 後事百

22 IJ、刀

23 小JJ
24 t]、))

25 r) 

26 JJ 
27 )J 
28 刀

:，19 刀

30 刀

:ll 刀

32 力

33 刀

:十l 刀

35 刀

36 刀

37 万

38 刀

39 刀

40 刀

41 刀

42 )J 

径1①

3. 30 
3.20 

[3.45) 
(1.15) 

3.20 
(2.05) 

2.95 

。‘95

紹(り

6.30 
6.40 

(6.55] 
[5.75] 
(3.65) 

金;箆(!)

(3.30) 
(9.25) 
(7.45) 
(4.85) 
(6.20) 
(6.30) 
(10.65) 
(2.80) 
(7.45) 
(17.25) 
(23.05) 
(19.05) 
(24. 10) 
(12. 15) 
(21. 30) 
(18.65) 
(22.90) 
(11.70) 
(75.00) 
(50.80) 
(40.70) 

経2② !緊@ 重R f緒考

(3.0) 0.80 10.6 
2.95 0.85 19.0 
(2.95) 0.80 6.9 
(2.3) 0.85 3.6 

2.85 0.80 12.1 
2.90 0.80 9. 7 
2. 70 0.80 16.0 

0.90 0.70 0.9 

長@ J事。 幅(4) :i[!g-

[8.10] 0.25 2.25 41.61 
7. 60 0.35 L 85 46.81 

[8.15] 0.30 (1. 70) 24.61 
[7. 10] 0.35 L 85 20.81 
(7.55) 0.35 2.20 22.8 

可長③ 刃楓③ 亨1厚~ I ~-1霊(l?)

(3.30) 
(9.25) 
(7.45) 
(4.85) 

(6.20) 2.45 O. 50 
(6.30) 2.60 (0.45) 
(10.65) 2. 75 0.60 
(2.80) (2.60) 0.40 
(7亀 45) 2.50 0.60 
(9. 115) (3. :l0) U.110 (7.40) 
(23.05) 3.10 (0.80) 
(l9.05) 3.05 0.80 
(24. 10) '1.40 (l. 05) 
(12. 15) 2.80 O. 70 
(21. 30) '1. 05 (0.90) 
(16. 10) 3.60 0.65 (2.55) 
(22.90) 3.30 0.55 
( 1卜70) 3.80 0.80 
[70.05] 3. 70 O. 70 (4.95) 
(50.80) 3.35 O. 75 
l(40.701 3. 70 0.80 

Tab. 1 明治Jl年前二子宮峻 ・後二子古噴出土品計測還さ

振りrn頭大刀柄頭 ・はぱき

1¥0 儀主語 中湾rD 長(~ E罪③ f圭(1)

9 銀事章旗 6.05 4.55 1. 00 
10 i立ぱき J. 80 4.30 0.35 3. .[ 

11 lまiまさ J. 65 3.90 0.35 2.85 
12 i立lまき (1. 60) (2. 70) 0.25 (1. 15) 

13 !ま!まき 1. 50 (2.90) 0.50 (0.95) 
11 i立lまさ 1.15 (3.05) 0.35 (1. 15) 
15 lま1まさ 1. 35 (3.55) 0.20 (0.85) 

16 は11き 0.90 (1. 75) 0.35 (0.50) 

~綴@
主主1長大 さ長最大 自主'H喜一 目釘!事 :UI"， 
上j事@ 下摩③ ⑨ ⑪a 

(1. 80) 0.45 O. 30 1. 40 0.50 8.9 
(2.05) 0.50 0.30 1. 70 0.50 27.0 
(1. 60) 0.50 (0. 15) 16.2 
(1. 90) 0.55 0.30 23.8 

23.2 
12.0 
4¥1.0 
5. 7 
88.0 

(2.55) U. 70 0.50 (1. 40) 0.50 129.0 
150.0 
1411.0 
318.0 
69.0 
180.0 

3.60 0.70 O. .[0 186.0 
135.0 
~5. 4 

3.55 0.75 0.50 780.0 
500.0 
350.0 

自1m圭 目{(J'!写
i重富@ @ 

20.8 
29.8 
21.8 

0.60 0. ~5 1. i 

6. 7 
7.1 
2.7 

1.3 



H
V
H
 

鉄皇族 (1差額j腸主主長三角形鍛)

No ，険鎖 会長ゆ 刃長(~ 刃幅五③正大 刃五走大 逆布'jj主 !lJl部長 頚宮1¥上 頭部上 務部最
野犬[厚苦IiqaEz 2長長lJ.l1

2昼./rt.大 茎Jil:大
.!Ih 事q_，喝ID @ 中i~(7J 新i原.~ 大中耳t_a) 脇島 E草ぬ

47 鉄敏 (8.0) (3.30) 1.15 O. :l5 0.60 4.65 0.60 0.50 0.80 0.60 (0.65) 0.50 0.50 9.3 

48 鉄ま族 (10.2) 3. 25 1. 25 0.30 0.55 5.00 0.65 0.40 0.85 0.45 (2.50) O. 50 0.45 10.0 
49 鉄語族 lll. 5) 3.60 (0.95) 0.35 0.35 4.!i5 (0.50) 0.50 0.85 0.80 (3.70) 0.50 O.fiO 9.8 

50 鉄犠 (8.65) 3. 50 し10 0.40 O. '15 -1.80 O. 70 0.65 0.80 0.115 (0.80) 0.50 0.50 11. 0 

51 鉄鉱 (9.6) (3.40) 1. 00 0.35 0.40 ~ . 80 0.65 0.40 0.85 0.60 (180) 0.50 0.55 8.3 

52 鉄鎖産 12. 70 3. 60 0.95 0.40 0.50 4.95 0.65 O. 50 0.90 0.55 4.65 0.45 0.50 12.0 

53 鉄滋 (10.2) 3.65 1. 15 。‘ 35 0.55 4.90 O. 70 0.50 0.90 0.60 (2.20) 0.60 0.55 13.8 
54 鉄搬 (7.9) 3. 60 1. 05 O. 10 0.55 4.50 0.65 O. 55 0.85 0.60 (0.35) 0.55 0.45 9.3 

55 鉄事篠 (8.9) 3. 70 (0.95) O. :1O 0.35 4.25 0.45 0.40 0.80 0.55 (1.30) 0.40 0.45 7.7 

56 鉄線 (10.2) 3.80 0.95 0.35 0.50 -1.50 0.50 0.40 0.90 0.45 (2.40) 0.55 0.35 10.2 
57 鉄ま族 (10.4) 3. 70 0.90 0.40 0.80 4.90 0.50 0.40 0.85 0.60 (2.60) O. 50 0.55 10.4 

58 鉄事族 (9.0) 3.65 (1. 00) O. -10 0.30 4.60 0.60 0.50 0.90 0.50 (l. 05) 0.60 0.45 12.2 

59 鉄事族 (9.5) 3. 70 0.95 0.35 0.50 4.55 0.55 O. 50 0.80 0.65 (1. 75) 0.45 0.50 10.2 

60 鉄鍛 (9.6) 3. 75 0.95 0.35 0.85 5.15 0.55 0.60 0.80 0.50 (1. 55) 0.55 0.55 9.8 

61 鉄~x (8.5) 3. 70 1. 05 0.45 0.55 4.85 0.60 0.50 0.85 O. 70 (0.50) 0.65 0.60 11. 2 

62 鉄皇族 (12.05) 3. 75 L 05 0.40 0.40 '1. 45 0.55 0.50 0.80 0.50 (4.25) 0.45 0.~5 11. 6 

63 鉄線 (8.7) 3. 75 0.95 0.10 0.55 -1.45 0.45 0.40 0.90 O. 70 (1. 05) 0.55 0.50 9. 7 

64 鉄事銭 (9.05) 3.80 : 1. 05) 0.40 0.45 ~.50 0.60 0.50 [0.90] 0.60 (1. 20) O. .15 0.40 11. 8 

65 鉄鍛 (8.~) 3.80 1. 05 0.40 0.40 -1.60 0.60 O. 55 0.95 0.60 (0.40) 0.55 0.45 12.0 

66 主央嫌 (8.05) 3.90 1. 10 O. -L5 0.55 (~. 70) O. 65 0.65 (0.95) (0.70) 10.8 

67 鉄鉱 (8.95) ~.05 し10 0.-15 0.60 4. :35 0.60 0.55 0.85 O. 75 (1. 15) 0.55 0.50 10.6 

68 鉄鎌 (10.1) 4.00 0.95 0.35 0.60 -1.55 0.55 0.40 0.80 0.55 (2. 15) 0.45 0.45 9.8 

69 鉄事旋 (1]. 0) (4.00) (1. 15) 0.40 0.55 -1.30 0.65 0.50 0.90 0.60 (3.25) O. 55 0.-15 10.8 
70 鉄鉱 (9. 1) 4.25 1. 05 O. -10 0.60 4.35 0.65 0.45 0.95 0.60 (1. LO) 0.60 CJ.50 10.4 
71 鉄事族 (4.25) 3.00 (1. 25) 0.-15 0.60 (1. 85) 0.65 0.45 (0. 75) (0. -10) 5. 2 
72 鉄鎌 (3‘8) 3. 25 L 10 O. .10 0.60 (1. 15) O. 60 0.40 (0.65) (0.25) 4.0 

73 鉄鍛 (4.05) 3目 75 0.95 0.-10 0.45 (0.75) 0.55 0.55 (0.55) (0.40) 3.9 
74 鉄鍛 ('1. 05) (3. 55) 0.95 0.35 (0.50) (1. 00) O. 50 0.110 (0.55) (0.40) 3.0 
75 鋭敏 (.1. 15) 3. 70 1. 00 0.35 0.40 (0.85) 0.60 O. ，15 (0.65) (0.40) 3. 3 

76 鉄事務 (，1. 1) 3.80 (1. 10) O. 35 0.50 (0.80) 0.65 O. '10 (0.7(¥) (0. -10) 2.6 

77 鉄鍛 (4.2) 3.90 1. 05 0.-10 0.60 (0.90) 0.55 0.50 (0.65) (0.30) 4. 1 
78 鉄線 (4.9) 3.90 1. 05 O. .10 0.40 (1.ω) 0.55 O. 50 (0.60) (0.50) 5.9 
79 鉄鍛 ('1. 7) 3.95 1. 15 0.40 0.60 (1. 35) 0.65 (0.50) (0.75) (0. .10) 5.3 
80 鉄線 (5. .1) 4. 20 1. 05 0.-10 0.60 (1. 80) 0.65 0.55 (0.65) (0.45) 5.6 

81 鉄総 (7.05) 3目 85 1. 00 0.'10 0.35 (3.55) 0.65 0.55 (0.50) (0. 50} 7.4 

82 鉄倣 (7.3) 3.85 1.20 0.'15 O. '15 (3.90) 0.65 O. '15 (0.70) (0.60) 9.5 

83 鉄鋼長 (7.7) 3.85 0.95 0.'10 0.35 (1.20) O. 60 o. 10 (0.80) (0.60) 9.7 

81 鉄事族 (7.8) 3.80 1. 05 0.10 0.50 (11. 50) 0.55 0.15 (0.80) (0.60) 10.6 

85 鉄S族 (8. 15) 3.80 0.95 O. 15 0.40 (.1. 75) 0.50 0.50 (0.70) (0.50) 7.7 

86 鉄舗産 (5. 1) (1. 25) 1. 05 0.35 0.45 3.95 0.60 0.40 O. 75 0.55 (0目 35) 0.55 O. 15 5. 7 

87 鉄車候 (5.85) (0.60) 0.95 0.35 0.25 '1. 20 0.55 0.35 0.85 0.60 (1. 30) 0.45 0.15 5.5 

88 鉄t族 (7.0) (し25) 0.90 O. 10 0.~5 1. 25 0.55 0.50 1. 00 o. 70 (1. 95) 0.115 0.60 7.5 

89 銀t鎌 (9.4) (1. 55) 1. 05 O. '10 0.15 4.70 0.55 o. '15 1. 00 0.60 (3.60) 0.50 O. ，15 9.9 

90 欽鍛 (7.8) (2.70) 1. 05 0.-10 0.55 4.80 0.55 0.45 0.95 0.50 (0.85) 0.50 0.60 10.8 

91 鉄鍛 (6.5) (1. 60) 1. 00 O. .10 0.60 4.45 0.50 0.60 0.90 O. 70 (1. 05) 0.60 0.60 8.0 

92 鉄鎌 (2.85) (1. 75) 1. 05 O. .15 0.35 ( 1.-15) 0.65 0.60 (0.75) (0.30) 3.6 

93 鉄鎌 (5.2) (2.90) (1. 05) O. :15 (0.20) (2.50) O. 70 0.50 (0. 75) (0.50) 6.8 
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94 鉄鍛 (6.0) (3. 10) 

95 鉄錐 (5.4) (し80)

96 鉄事族 (5.35) (2. LO) 

97 鉄鉱 (5.6) (2目。0)

98 鉄鉱 (5.85) (1. 60) 

99 鉄銚 (6.05) (2.05) 

100 鉄事族 (6.6) (2.30) 

101 鉄事族 (2.25) (2.25) 

102 欽鍛 (2.65) (2.65) 

103 鉄事族 (3.3) (3.30) 

L04 鉄. (3.5) (3.50) 

105 鉄損症 (3.0) (3.00) 

106 鉄掘産 (2.45) (2 <15) 

107 鉄鍛 (3.50) (3.50) 

108 鉄事候 (3.90) (2.70) 

鉄線{長翌日腸扶段途長ー角形鍛)

No 飽裏目 全長(.0 刃 長 @

109 鉄S族 (11.50) 1. 55 

110 鉄喜接 (11. 20) 1. 70 

111 鉄鍛 (1 L. 95) 1. 85 

L12 鉄皇族 (17.35) 1. 75 

113 鉄鎌 (13.90) 1. 80 

114 鉄鍬 (14.90) 2.00 

115 鉄銑 (15.75) (1. 80) 

116 鉄線 (15.90) (1. 85) 

117 鉄事族 (4.15) 1. 20 

118 鉄鍬 (4. 25) 1. 60 
119 鉄線 (5.25) 1. 90 

120 鉄事族 (6.85) 1. 40 

12l 鉄線 (6.90) 1. 75 

122 量生鍛 (8.20) 1. 80 
123 鉄事族 (7.10) 2. 35 

124 鉄奇襲 (6.95) (1. 50) 

125 鉄事族 (ー1.90) (1. 20) 

126 鉄皇族 (5.15) (0. 70) 

127 鉄鍛 (7.35) (1. 85) 

128 鉄事接 (13.70) 

129 鉄鎌 (7.85) 

130 鉄鍛 (3.30) l. 75 

131 鉄鍛 (3.55) (1. 75) 

132 鉄事後 (2.95) し90

133 鉄線 (3.65) 1. 90 

1 3~ 量産量採 (3.05) (2.05) 

1. 00 

0.95 

1. 05 
(1. 05) 

1. 00 

1. JO 
0.95 

(0.90) 
(0.90) 

(0.80) 

(0.90) 

(0.90) 
(0.95) 

(0.95) 

(0.95) 

刃偶③

1. 00 

1. 05 
1. 00 

1. 00 

0.90 
(1. 05) 

(1. 20) 
(1. 10) 

0.90 

!. 00 

1. 05 
l. 00 

0.95 

1. 00 
1. 05 

0.95 

1. 05 

1. 00 

1. 00 

0.95 

l. 00 
0.90 

1. 10 
(1. 10) 

O. .10 0.50 (3. -10) 0.55 O. -10 (0.75) 

O. .10 0.35 (3.95) 0.55 0.50 (0.60) 

0.30 0.35 (3.60) 0.60 O. .10 (0.65) 

0.46 0.45 (3.80) 0.65 0.50 (0.80) 

0.40 0.50 (>1.75) 0.50 O. -10 (0.60) 

0.-10 0.60 (4.60) 0.55 O. 65 (0.65) 

O. .10 O. '10 (~. 70) O. 60 0.50 (0.70) 

(0. -10) 
(0.50) 

(0. -15) 

(0.50) 

(0. -10) 
(0. 15) 

(0.50) 

(0. 35) 

刃JQ:包)I i些耳目iJ1差
(ID τHを(r，l 刃中g('7) 刃厚{買} 逆@卓IJ長

O. '10 0.25 4.25 0.85 O. 50 0.35 

0.35 0.20 4.20 0.90 0.40 0.35 
O. 30 0.35 3.90 0.85 0.25 0.35 

0.25 0.30 4.10 0.85 0.30 7.10 

0.25 0.20 (3.80) (0.70) (0.30) 

0.35 0.10 (3.95) (0.90) 0.30 (0.15) 

0.35 (3.85) (1. 05) 0.40 

0.35 (0. 10) 3.90 0.85 0.35 0.25 

O. 30 0.20 3.60 0.65 O. 25 0.20 

O. 30 0.15 3.95 O. 70 0.30 O. 15 
0.35 0.50 -1. 15 0.80 O. 30 0.40 

O. 30 0.10 3.50 0.85 O. :lO 0.25 

0.25 0.30 3. 75 O. 75 O. 30 0.35 

O. 30 0.40 (3. 70) (0.90) (0.35) 

0.25 0.60 -1.20 0.80 O. 35 0.30 

0.35 0.30 (2. 10) O. 75 O. 35 0.30 

O. 35 0.15 (2.75) 0.90 0.35 0.20 

O. 30 0.20 (2.80) 0.95 O. 35 0.35 
O. 35 0.25 (3.65) O. 80 O. 35 0.25 

(). .)0) 1. 00 0.35 0.35 
(0.55) O. 75 0.30 O. J5 

0.30 0.15 (2.70) (0.80) (0.30) 

0.35 0.15 (3.35) (0.85) (0.36) 

0.35 O. 35 (2.85) (0.70) (0.25) 

0.35 0.20 (3.30) (0.85) (0.35) 

O. 30 (0. 15) (1. 90) (0.80) (0. 30) 

(0.60) 6目8

(0.50) 4.4 
(0. .15) 6.8 
(0.50) 7.5 
(0.50) -1.8 
(0.50) 7.7 
(0.65) 9.4 

1.7 

1.9 

1.8 
2.7 

2.1 

2.0 

3.8 

3.2 

5干L割i長 銭部長 額宮r;1: 受賞郡上 空買部長主 灘部最
ヨ在長161

茎最大幅 茎i在大
1ft g {⑬ ⑪ 傭(!gl 原⑬ 大櫛⑬ 大摩'.[91 ⑪ ~@l 

9.40 6.80 0.65 0.50 1. 00 O. 70 (0.80) 0.60 0.50 13.4 
9.40 7.05 O. 75 0.40 0.85 0.60 (0. 30) 0.60 0.50 14.8 
9.65 7.60 0.65 0.45 0.85 0.60 (0.80) O. 55 0.60 13.6 

9.45 7.10 O. 70 0.45 0.85 0.65 (6.45) O. 50 0.60 17.4 

9.65 1.45 (0.65) (0.30) 0.80 0.50 (2.65) O. 50 0.55 10.0 

9.30 7.40 O. 70 0.65 1. 00 O. 70 (3. 70) 0.60 0.65 20.4 

9.60 7.55 0.85 0.40 1. 00 0.65 (4.35) 0.55 0.55 21. 11 

10.60 日70 0.65 0.50 1. 00 0.60 (3.55) O. 70 0.50 20.8 
(3.00) (0. 70) O. 50 0.40 (0.55) (0.35) 3.3 
(2.80) (0.45) 0.55 0.45 (0.60) (0.30) 3.9 

(3.70) (1. 40) 0.65 0.-15 (0.70) (0. -10) 5.1 
(5.40) (3.45) 0.65 0.35 (0.65) (0. ~.O) 6. 5 
(5.30) (3.40) 0.60 0.-10 (0.60) (0.45) 6. 6 
(6.80) (4.50) (0. 70) (0. 10) (0.70) (0.50) 9.0 

(-1.90) (2.85) 0.65 0.40 (0.70) (0.40) 6. 0 

4.85 ~ . 15 0.60 0.55 0.90 0.50 (0.90) 0.60 0.60 8. 7 
(3.70) (1. 55) O. 75 0.60 (0.75) (0.50) 6. 1 
(4.65) (2.20) O. 70 0.<15 (0.75) (0.45) 6.6 
(5. -15) (3.65) 0.60 0.45 (0.60) (0. -15) 9.2 

(10.85) 9. 70 O. 75 0.-10 0.85 0.65 (2.65) 0.55 0.60 16.8 
(7. 15) 6. 75 0.60 0.40 1.10 0.60 (0.35) O. 75 0.55 9.1 
(1. 70) 3. 4 
(l. 80) 3. 1 

(1. 10) 1.9 
(1. 60) ~ . 7 

(0.95) 2. 5 
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139 鉄S族 (3.50) 2. 35 1. 25 0.30 (1. 15) O. 75 0.65 (0.70) (0.40) 

140 鉄量族 (3.90) 3.40 1. 00 0.35 (0.50) O. 70 0.50 (0.75) (0.50) 

lH 鉄S族 (8.85) (2.45) 0.95 0.:35 (6.40) 0.60 0.45 (0.50) (0.60) 
142 鉄器産 (8.75) 3.20 1.10 0.35 (5.55) 0.65 0.5υp ‘' (0.80) (0.55) 
143 鉄鍛 (8.95) 2.80 0.80 0.35 (6. 15) 0.55 0.50 (0.75) (0.50) 

144 欽鍛 (9.00) (3.05) I. 05 O. 35 (5.95) O. 55 0.40 (0.65) (0.45) 
145 鉄S族 (9.85) 3.55 0.90 0.35 (6.30) O. 55 0.50 (0.60) (0.50) 
146 鉄鉱 (1 1. 85) (0.70) (0.75) 0.30 7.40 0.55 0.40 0.65 0.50 0.30 l. 00 0.45 (3. 70) 
147 鉄S族 (12.45) (1. 20) 1. 10 0.30 9.40 0.60 0.55 O. 70 0.40 0.25 1.10 0.40 (1. 80) 

148 鉄範長 (10.35) (1. 20) 1. 00 0.35 7.20 0.65 0.60 0.85 0.60 (1. 95) 

149 鉄鍬 (7.05) (2.05) 0.90 0.30 (5.00) 0.55 0.50 (0.65) (0.40) 
150 鉄S族 (7. -15) (2‘55) 0.95 0.35 (4.90) 0.60 (0.30) (0.65) (0. ~5) 
151 鉄皇陵 (6.50) (0.80) 1. 05 0.30 (5.70) 0.60 0.50 (0.60) (0 50) 

鉄鍛(~差額片刃皇族)

問。 f軍軍百 全長【り 手J:長f~
?:J最大 刃長支穴 滅容lH芝 須郡上 鋭部上 頭部最 額調:最 線~k突 械が〈突 1隊秋予き 茎長U31
憾③ 厚手@ ⑤ 煽⑥ J事(1) 大儒@. 大E手⑤ 起長⑩ 組中高⑪ 起B事t(it

152 鉄線 (1.2.60) 3. 05 0.80 0.35 7.75 0.55 0.35 0.55 0.45 0.30 0.85 0.40 (1. 80) 
153 鉄鍛 (13白 95) 4. 30 O. 75 o. :~O [8.75) O. 50 0.40 (0.65) (0.55) (0.90) 

154 鉄鍬 (4.15) (2.40) O. 75 0.25 (1. 75) 0.55 0.30 (0.50) (0.25) 

155 鉄鍛 (4.75) (3.00) 0.90 0.40 (1. 75) O. 70 0.40 (0.75) (0.40) 
156 鉄製主 (5.30) 3.45 0.95 O. 30 (1. 85) 0.65 0.40 (0.65) (0.40) 

157 鉄，~量 (8.75) (1. 45) 0.90 O. 35 7.05 0.65 0.55 0.60 0.50 0.20 O. 75 0.40 (0.25) 

158 鉄事峰 (6.30) (1. 45) O. 75 0.40 (4.85) O. 55 0.30 (0.60) (0.35) 

159 鉄S族 (8.90) (1. 70) 0.80 0.35 (7.20) 0.65 0.50 (0.75) (0.50) 

鉄筋i~ (頭部)

No 縫額 全長(D 顕著②P長 務審sよ 額tffU二 頚部長を
鋭is_部型。員を 車!堕車状iをE突E 

線状突
線起J4EtZ@突 主主長⑬

3在最入:
一ヨ足堅後重量).: 1fig ~rlil@ l草@ 大 幅 @ 越線③ 総⑪

160 鉄鍬 (12.80) (10.40) (0.70) (0.50) O. 70 0.60 0.35 0.95 0.45 (2.40) 0.55 0.50 15.2 
161 童央S族 (10.50) (8.90) (0.70) (0. -10) 0.65 0.60 0.25 1. 00 0.55 (1. 60) 0.60 0.50 14.0 
162 鉄量産 (10. 50) (7.45) (0.65) (0. -10) O. 70 0.65 0.30 1. 05 0.55 (3.05) 0.65 0.60 11. 8 
163 鉄事族 (9.35) (6.70) (0.80) (0.50) 0.85 O. 75 0.25 J. 05 0.60 (2.65) 0.55 0.65 13.8 
164 鉄車族 (8.75) (5.05) (0.60) (0. .10) 0.65 0.60 0.25 1. 00 0.50 (3.70) 0.65 0.50 8.6 
165 鉄事族 (7.10) (3.25) (0.60) (0.50) O. 70 0.50 0.25 1. 00 0.50 (3.85) 0.55 0.50 6.3 
166 j歓喜隆 (8. 30) (1. 95) (0.75) (0. 15) 0.80 0.55 0.25 1. 00 0.50 6.35 060 0.50 6.2 

弓飾鋲

No |蜘|全附|蜘@ J搬 伶@J絃e欄， 帥③叶木悩賞@部門諮ilJ糊 @:I融<IDJ総計|官長 Jnh 

17当 弓飾鋲 :l.:!5 0.65 0.55 (0.05) (0.95) 2.00 O. 70 O. 50 0.50 2.4 
174 弓飾鋲 3.10 0.65 0.60 0.101 O. 70 J. 80 0.80 0.40 0.55 0.20 0.80 2.7 
175 弓飾鋲 3.65 。.75 0.55 (0.60) 記.15 0.65 ().45 0.80 0.15 0.95 3.0 
176 弓飾鋲 2.85 O. 75 (). 70 (0. 10) (0.70) 1. 75 O. 70 0.40 0.H5 (0.05) (0. (;0) :l.1 
177 弓飾鋲 3.20 O. 75 0.85 O. 15 (0.70) :U5 O. 70 0.40 0.65 O. 10 l. 05 3.1 
1711 弓飾鋲 3.15 0.65 0.60 (0. 05) (0.75) 1. 95 O. 75 0.50 0.55 2.2 
17¥) 弓飾鋲 :!.80 0.40 0.55 0.20 (0.90) 1.90 0.60 0.45 0.65 (0.05) (0. 75) 2. <1 
180 弓飾鋲 2.80 0.60 0.60 (0.05) (0.50) 1. 85 0.65 0.50 0.55 (0.05) (0.55) 2..1 

4.9 
4.6 
9.0 
lしO
13. .1 

10.6 
10.2 

0.50 0.50 12.2 
0.60 0.50 15.6 
0.60 0.50 13.8 

8.6 
8. 7 
7.8 

;'f.最大 喜主最大
lf!~ 

偏⑬ J事⑬

O. 50 0.50 11. 8 
O目、55 0.50 12.6 

2. 1 

'1. 2 
6.0 

0.55 0.45 7.8 
4.9 
10.8 
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1 181 1弓飾鋲 1 3.501 0.701 0.6sl (0.25) 1 (0.95) 1 2.351 0.801 0.351 0601 (0.15) 1 (0.90) 1 3.21 
双葉剣姿形容業

助|脚

No 磁類 長① 滅後}
i也板N

鋲長。
鋲頒筏 銀;~在感

寝起 iljij考IID @ @ 

186 空g返 (4.60) 1. 15 0.35 。‘80 O. 70 4.9 破片

187 杏Z書 (4.40) 1. 05 0.35 (0.30) 3.6 自主片

188 杏薬 (4.65) 1. 15 0.35 4.6 破片

189 杏Z長 (3.45) 1. 15 0.35 O. 70 0.65 3.9 破片

1.90 杏楽 (3.55) (2. 10) 0.25 (0.55) 0.60 3.1 破片

191 喜子薬 (2.85) (3.55) 0.30 (0.55) 0.65 4.7 破片

192 杏薬 (1. 15) 1. 35 (0.20) (0.50) O. 70 0.9 破片

193 杏Z定 (2.35) 0.90 (0.20) 1.4 破片

194 空E雪E (2.70) 1. 20 0.40 O. 75 0.60 3.7 破片

195 言g返 (2.20) 1. 10 0.30 (0.60) 0.55 1.9 破片

196 杏茶 (l. 70) (1. 45) 0.30 1.0 破片

No 後事河 金制(!J 備② 幅③) 長(1 干し後(W 編@ l卒。 悩③ 土.~@、 孔後@I 申高{印 J.!;:⑬ 

203 轡 (17.8) (8.50) (1. 70) (1. 65) [0.95] 0.45 0.35 l.¥)0 (1. 80) 0.95 (0.50) (0.35) 
(9.05) (2.10) (1. 90) (1. 00) )(⑪ 1.85 (1. 70) (0.85) (0.40) (0.40) 

⑬ ⑪ ⑬ @ ⑬ ⑬ ⑮ 21 

(2. 70) (2.35) 1. 80 (0.50) (0.30) 
22 23 24 25 26 

!fr g- 仏?考

33.4 務i
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Neo 保存I 会長ci ~~リ 長13，) 長111 籾fsl
法者(;傾

栃⑦ l写⑧ 格@ l享⑩ 中扇⑪ i早⑫ ~llii'⑮ 編I邸 厚⑬ 編@i 原@I isg {給量5ト
⑥ 

218 鮫具 (4.35) 3 65 (0.70) (4. 'J5) (4.35) [2.60] 0.60 0.55 0.60 0.55 (0.65) (0.50) 17.2 
219 銭兵 6.55 3. 50 3.05 .1. 65 1. 95 0.45 0.35 0.50 0.45 0.90 0.35 0.35 O. 50 O. 35 16.0 
220 絞呉. (4.45) (6. 15) (2.70) (0. 75) (0.70) 0.90 (0.55) 20.6 
221 銭具 (4.35) (4.0) O. 70 0.60 L 00 0.90 13.2 
222 銭具. (5.05) (3.80) 0.60 O. ，10 (0.70) (0.ω} 8. 7 
223 査支呉 4.85 (3.3) O. 70 O. 70 9.6 
224 絞兵 (3.00) 1. 20 (1. 15) (1. 00) 10. 'I 破片

225 絞兵. 5.20 (3.65) 0.55 0.35 (0.35) (0.30) 12. ，1 
主士金具 方形) 辻金具(コハゼL

tlo 種類 長(1 4原主】 地t紙JDj事 鋲受(.1) 量長t25在J。高 重19 No 極望書 長(1， 楓I② j世lゆ仮厚 鋲f要(:j) 銭{高fi引j高 主註g

226 土土金具 2. 75 2. 70 0.35 (0.65) 0.50 8.9 241 辻金具 2. 75 2.50 0.35 (0.55) 0.35 7.6 
227 辻金具 2.65 2.60 0.40 1. 65 0.50 9.8 24.2 i土金具 2. 70 2.30 0.40 5.0 
228 辻金具 2.65 2. 65 0.40 1. 55 0.55 11. 8 243 詮金具 2.65 2.30 0.30 (0.60) 0.~5 6.8 
229 i土金兵 2. 70 2. 70 0.55 1. 15 0.50 10.4 2牛』 土t金j!. 2.85 2.40 0.30 (0.70) 0.40 6.8 
230 対二金兵 2. 70 2. 75 0.50 (0.85) 0.40 9.1 
231 t土金具 2.55 2.65 0.40 (0 75) 0.40 8.0 賞金具

232 辻金具 2.80 2. 60 0.30 (0.70) 0.55 5.8 Nυ 組警視 傘士をくD高さ@ 前~@ !!jf.@) 申高⑤ l!jDゆ 情1.]) l事@ 編@

233 泊:金呉 2.80 2.90 0.40 (0.70) 0.60 U.4 245 賞金具 3. 70 1. 25 0.95 0.40 
234 辻金呉 2.9己 2.90 0.40 (0.70) 0.45 9. 7 246 資金具 (2.50) (0.50) (0.80) (0.25) 

235 辻金J1. 2.80 2.80 0.45 (0.80) 0.55 9.3 247 黄金具 (3.20) (1. 15) (0.95) (0.25) (0.45) (0. 25) (0.50) 

236 辻金具 2. 70 2. 70 0.30 (0.60) 0.55 7. :1 248 賞金具 (3.50) (1. 05) (l. 55) (0.25) (0.50) (0.25) (0.60) (0.25) (0.45) 

237 住金具 2.85 2.90 0.50 l. -10 0.60 12.2 249 資金具 3.60 (0.90) (0.90) (0.25) (0.45) (0.25) (0.45) 

238 i土金具 2.90 2.90 0.35 (0.70) 0.45 7.3 250 資金具 (3. 15) (0.65) (0.95) (0.25) (0.50) (0.25) (0.45) 
239 辻金J'l. 2.50 2. 5υF ω 0.30 1. 40 0.50 8.-1 251 賞金具 (2.65) (0.50) (0.95) (0.25) (0.50) (0.25) (0.45) 
240 i土金具 2.65 2. 70 0.30 (0.70) 0.45 8.5 252 資金具 (3.20) I (0.60) (0.90) (0.25) (0.40) (0.25) (0.50) 

I望金~. (繍円形飾金~.)
253 I賞金具 I(3.00) I (0.40) I (0.50) I (0.30) 
254 I資金具 I(3.00) I (1. 25) I (0.55) I (0. 30) 

g
一口
一日
一日一
一一
一日
一口
一川
一
れ
一
川
一
u

a
一



ト唱

'J 。、

No 極官頁 会炎(0

267 刀7・ (7.35) 
z6ll 刀子 (5.55) 

:!6!! 刀千 (6. 15) 
270 刀予 (8.20) 
271 刀7・ (5.10) 

'I.n 刀子 (5. 15) 

273 刀子 (5.65) 
274 刀子 (5.80) 
275 刀子 (4.40) 
276 m子 (3.50) 

277 刀子主主 ("). 65) 
ノミ状工具①、@、 @、@

Nω 飯事百 全長t.o
279 ノミ① (11. 75) 

280 ノミ① (10.00) 

281 ノミ① (10 15) 
282 ノミ① (9. '15) 
283 ノミ① (9.50) 

284 ノミ① (7.55) 

285 ノミ① (8.80) 
286① ノミ① (3.95) 

286② ノミ① (2.95) 

287 ノミ① (3.75) 

288 ノミ② (10.65) 
289 ノミ② (9.80) 
290 ノミ② (9. 15) 

291 ノミ② (9.05) 

292 ノミ② (10. 15) 
293 ノミ② (7.85) 

294 ノミ② (L2.90) 

295 ノミ② (8.15) 

296 ノミ② (6.40) 
297 ノミ② (5.30) 

刃長② 刃 憾 @

(7.35) (1. 65) 
(5.55) (:l.00) 
(6.15) (L. 80) 
(4.65) 1. 60 
(2.50) 1. 70 

(3.30) 1. 20 
(0.45) ( L.:l0) 

刃・長(~! 刃倒ID

刃l草 @ 1室長@ 茎編。
茎最大
J:Jljt⑦ 

(0.60) 
(0. (0) 

(0.55) 
O. 50 (3.55) 0.90 0.35 

0.50 (2.60) 1. 10 0.45 
(5.15) (1.05) (0.65) 
(5.65) (1. 20) (0.45) 

O. 30 ('1..50) 0.90 0.35 
O. ;lO (3.95) ト30 0.25 

(:1.5) (1. 00) (0.20) 
(4.65) (0.95) O. 25 

刃I:W1'
頭部長 成部よ E頁翻:上
@ 綴(iT a，:1号

(9.55) (0.60) (0.35) 
(7.8) (0.45) (0.35) 
(7.9) (0.40) (0.25) 
(7.0) (0. (0) (0.40) 
(5.4) (0.35) (0. 30) 
(5.45) (0.60) (0.40) 
(2.9) (0.60) (0.40) 
(2.7) (0.70) (0.30) 
(2.95) (0.70) (0.4) 
(1. 55) (0.60) (0.30) 
(8.0) (0.55) (0.25) 
(8.2) (0.65) (0.30) 
(7.85) (0.50) (0.35) 
(7.7) (0.55) (0.30) 
(7.25) (0.55) (0.30) 
(7.0) (0.65) (0.40) 
(6.6) (0.50) (0.40) 
(5.80) (0.55) (0.30) 
(4.25) (0.50) (0.40) 
(4.00) (0.45) (0.30) 

3主査を* 闘⑨世H~ 目釘1平 2在売を大 茎最大 問事rJ~ 目jJll，1:
蓄量且

下J!l.③ @' ヒ厚⑪ 下l事@ 1ft @ 

1:1.8 
lUl 

15.2 
O.:W 10.tl 
O. 35 9.5 

(0.50) Y. 7 
(0.55) 9. 7 

O. 35 0.55 O.:W 7.9 
0.20 3.1 

(0. 10) O. 35 O. 25 2.1 
0.20 0.90 0.30 O. 15 0.25 0.35 0.30 5.0 

銃部品 頭部議 買事秋突 事長状突 軍事状雪号 主主Jt，;k: 1;1i走大
Æ~ 備予7

大樹，c1i 大E手ゆ 主~-!主 ill ' 起楓i!l'
起l~(② 3主{~(tJ， 樋Iゆ 厚⑬

0"60 0.40 0.25 0.80 0.40 (2.20) 0.45 0.40 8.2 
O. 70 0.45 0.25 1.10 0.60 (2.20) 0.60 0.60 10.8 
0.65 0.45 0.35 0.90 0.40 (2.25) O. 55 0.45 9. 3 
O. 75 0.45 0.25 1. 00 0.60 (2.45) 0.60 0.60 9.6 
O. 70 0.45 0.20 1. 05 0.45 (4.10) 0.65 0.55 7.7 

0.60 0.40 O. 25 O. 75 0.40 (2. 10) 0.50 0.40 6.0 
O. 75 0.40 O. 30 し05 O. 50 (5.90) 0.60 0.50 6.6 
O. 75 O. :10 0.15 0.90 0.40 (1. 25) 0.65 0.45 

7.4 
①ー畏し、
②強い

0.65 0.30 0.30 0.80 0.40 (2.20) 0.50 0.40 2.1 
0.65 O. 30 (2.65) 0.45 0.50 7.7 
0.75 0.40 (l.60) O. (iO 0.40 8. 7 
0.95 O. 50 (UO) 0.60 0.65 7.8 
0.60 0.35 (1. 35) 0.35 0.40 6.0 
0.95 0.50 (2.90) 0.65 0.60 9. 6 
O. 70 0.40 (0.85) 0.50 0.40 8.8 
O. 75 0.50 (6.30) 0.55 0.60 11.6 
0.80 0.45 (2.35) 0.55 0.50 9.6 
0.80 0.50 (2.15) 0.60 0.50 5.1 
O. 75 0.50 (1. 30) O. ~5 I 0.60 5. 1 



H
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298 ノミ@ (4.55) (4.05) (0. 65) (0.40) 0.90 O. 50 (0.50) 0.55 0.50 6.8 
299 ノミ@ (5.25) (3.70) (0.65) (0.45) 0.80 0.50 (1. 55) 0.45 O. 50 4.4 
300 ノミ@ (5.65) (3.35) (0.65) (0.35) 0.86 0.45 (2.30) O. 60 0.55 5.0 

301 ノミ@ (4. )0) (3.50) (0.65) (0.45) 0.90 O.υr::r:: υ (0.60) 0.50 0.50 <1.6 
:302 ノミ② (4.25) (2.10) (0.50) (0.20) (0. 75) O. 40 (2. 15) 0.45 0.40 2. 3 
303 ノミ@ (9.80) (2.30) (0.70) (0.40) 0.85 0.40 (7.50) 0.65 0.60 7.4 
304 ノミ② (9.05) (9.05) (0.50) (0.30) (0.60) (0.45) 6. 2 
305 ノミ② (7. 15) (7.15) (0.45) (0.30) (0.70) (0.40) 5.8 
306 ノミ② (7.70) (7.70) (0.55) (0.35) (0. 75) (0.55) 9.8 
307 ノミ@ (9.35) (9. 35) (0. 70) (0.35) (0.80) (0.40) 21. 2 
308 ノミ② (10.20) (10.2) (0.85) (0.50) (1. 05) (0.50) 19.0 
309 ノミ@ (7.85) (i.85) (0.70) (0.50) (0.95) (0.60) 12.0 
310 ノミ② (8.40) (8.40) (0.75) (0.ぬ) (0.80) (0.45) )1. 0 
311 ノミ② (4.90) (4.90) (0. 70) (0.35) (0.80) (0.45) 6.0 
312 ノミ(Il ('1. 10) (4. 10) (0.60) (0.40) (0. 60) (0.40) 2.2 
313 ノミ@ (3.90) (3.90) (0.55) (0.35) (0.70) (0.35) 4.0 
3H ノミ ~1 (3.60) (3.60) (0.5ち) (0. 30) (0.55) (0.30) 2.8 
315 ノミ{星、 (5.25) (5.25) (0.40) (0.35) 2.4 
316 ノミ@ (4.30) ('1. 30) (0.35) (0.30) 1.2 
317 ノミ② (5.40) (5.仰) (0.65) (0.115) 11. 3 

3.18 ノミ12.1 (~. 00) ('1. 00) (0.85) (0. 30) 2.6 
319① ノミ② (4.05) (1. 10) (0.65) (1. 25) (0.65) 

26.2 
①ー緩い

319@ ノミ② (5. 50) (0.70) (0.50) ②長い

320 ノミ③ (11. 90) (1. 25) 0.85 0.2D 3.30 0.55 0.30 [0.55J 0.30 (0.35) 0.35 0.30 2.8 
321 ノミ@ (11. 35) 0.15 0.20 (11. 35) (0.80) (0.60) 15. JI 

322 ノミ@ (Il. 50) (J 1. 5) (0.60) (0. '10) (0.70) (0.50) 10.0 
323 ノミ@ (11. 70) (11. 7) (0.85) (0.40) (1. 05) (0.55) 21. 6 
324 ノミ@ (17.90) (17.9) (0.80) (0.60) (0.90) (0.60) 61. 0 
325 ノミ@ (19.40) (10.9) (0. iO) (0.35) 0.85 0.60 (8.50) 0.65 0.60 33.2 
326 ノミ@ (18.45) (11. 05) (0.70) (0.60) 1. 20 0.80 (7 40) 0.95 0.80 '13.6 
327 ノミ@ (22.15) (20.85) (0.65) (0.35) 1. 15 0.40 (1. 30) 0.80 0.65 33.2 
328 ノミ@ (L5. 10) (9.45) (0.85) (0.50) l. 00 0.65 (5. 65) 0.80 0.60 20.6 
329 ノミ② (10.05) 0.35 0.20 8.60 0.85 0.40 (1. 50) 0.50 0.40 7.5 
330 ノミ② (8.05) 0.30 0.25 (8.05) (0.80) (0.40) 6.6 
331 ノミ② (8.35) (6.80) (0.65) (0.30) 0.90 。目35 (1. 55) 0.65 0.40 6.4 
332 ノミ② (3.35) 0.40 0.15 (3.35) (0. 70) (0.25) 1.5 
333 ノミ② (3.05) 0.80 O. 25 (2.65) (1. 10) (0.40) 4.7 
334 ノミ@ (2.115) O. '10 0.20 (2. ，15) (1. 05) (0.30) 2. J 

針状工具

No 種類 会長ID '>J 長~ 刃幅③ 刃J.l'i<ll 頭部長 野t部上 頭部上 務部長主 務部殺 車IJ秋竣 部II:lk~ 刺:I!，喫
2主主を⑮

芸員大 護法大
官在話@ 憾⑥ J事① 大幅@ 大l草@ 起長⑮ 起稿⑤ 起，ml:@ 幅@ 厚@

335 車十状 (3.80) (3.80) (0.60) (0.30) 2. 7 

336 童十状 (3.40) (3.40) (1. 05) (0.45) 4. 7 
337 車十状 (5.10) (3.55) (0.55) (0.30) 0.40 O. 30 (1. 55) 0.40 0.30 2.6 
338 針状 (4.80) (0.50) (0.40) 3. 2 
339 針状 (4.60) (0.35) (0.35) 2. 7 

340 童十状 (2.85) (0.35) (0.30) 1.8 



H
V
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342 鈎状 (15.95) O. 70 0.35 1. 70 1. 95 0.35 4.9 
343 鈎状 21. 60 0.80 0.50 2.65 2.15 O. 25 37.8 
344 鈎状 (12.35) 0.85 0.45 1. 60 2.50 0.30 18. 2 
345 鈎:伏 (10.05) 0.90 0.55 (0.60) (1. 65) 24.0 
346 鈎状 (7.85) O. 75 O. -15 1. 55 2.05 0.30 10.2 
347 鈎状 (5.35) (0.80) (0.50) (0. 70) (3.40) (0.25) 13.6 
348 鈎状 (7.50) (0.80) (0.50) 3. 15 2. '10 0.40 10.6 
349 鈎状 (7. 15) (0.80) (0.40) -1.10 3.80 O. :15 18.11 
350 鈎状 (-1. 55) (0.70) (0. -10) (1. 55) 2.25 (0.30) 4.9 
351 鈴ry:伏 (3.80) (0.80) (0.65) ~ . 20 2.55 0.25 9.6 
352 鈎状 (4.90) (0.70) (0.40) 2.05 1. 50 0.25 6.2 
353 鈎状 (3.80) (0.80) (0.55) (0.5) (1. 90) 5.8 
351 鈎状 (3. ~) (2. 10) 0.30 5.1 
355 鈎状 2.50 (2.90) 0.30 5. 7 
356 鈎状 2.50 (1. 95) 0.30 5.0 
357 鈎状 (3.05) (1. 00) 1.8 



E 平成4年度の調査一史跡整備に伴う範囲確認調査一

杉山秀宏 (公醐オ団法人 ・群馬県埋蔵文化財調査事業団)

1 装身具 (Fig.55・56)

サトウの『紹介Jl(1)および 『者上紙B(2)では、汗

色のガラス主300、制;Hの[fel!sのみであったが、今阿

の調査で材質の異なるものも合めて数舵類の主の存夜

がI~~ らかになった。

ガラス製青色丸三li130・ガラス製品ik@JJ，]i17・ガラ

ス製黄在νほ 28・水.¥掛丸主 14・鍔玉製管玉2・滑石

製管王1・滑石製日本1・銀製空主3・金製耳環1が

今阿~H上した装身具総数である。

ガラス製緑色小玉 (1---17) 長径2.30---3. 2<Xrm、厚さ

1. 25---1. 8511111、重量0.01........0.039である。粟玉ともl呼

ばれることの多し中陰j、の主である。

ガラス製黄色小玉 (18........ 45) 長径2.10........2. 95nlll、!平

さ1.15........1. 9加 n、耳語ミ0.01.......0.039であるQ b.. Cとも

に他例より推してアノレカリ有民ガラスの可能性が高

川 bは銅と鉄、 cは少量の鉄を発色J予1](坊として若色

されている。ガラス玉の多色化は中期中頃以降とされ

る(4)が、特に顕著となるのは、後期に入ってからで、

行長墳を中心に埋納されることが多いことが指摘され

ている。伍)

水晶製丸玉 (46---59) 法: I~は、長経 3. 10---5.7伽m、

p;r.さ 1.20........3. 3伽m、重:庇O.10-....0.469 gある。ガラス

製舟色丸玉同様個々のばらつきが大きし、が青白L玉の

小形のものと桂昌でみると近川

ガラス製膏色丸玉 (印......187) サトウや舎上簿の記述

に見られる青色のガラス小玉に相当するc 大きさは3

つに分類でき、大形のものは3点(185・186・187)あり、

厚さ 1cmを超え、 1.080......1. 465cmの章世Eに入り、長径

もlcmを超え、1.021......1. 370cmである。重量は、 2.89

......3.719と39前後である。このうち晶も大きい95は、

璃璃色地に法青色の斑文を施した鮎稀玉である。小形

のものは10点(的吋9)あり、長径は、 2.25''''... 4.姉 m

と5nlll米満内で、厚さ1.30--4.∞nlllと4nlll以内に納ま

り、盛i止は0.09......0.129とO.19前後になる。これら以

外の中形は、ある程度の1隔をイ了しており、 分離するこ

とも可能だが中間的なものが多く、無理して分類しな

179 

かった。法量を示すと、 JC[さ2.25......10.5加n、長径5.10

......10.的m、重量0.31......2.539の範囲となる。色調はガ

ラス玉では島もポピュラーなネイどーブルーであり、

伽|体により、 80のように発色がやや織がかるものなど

が一部ある。形は、大形は球j惨状を呈するが、中形 ・

小J形品、特に中形品は、 J:F:加に平組面を有する日玉

状を呈し、造りは量産品ということもあってかかなり

維なものがある。サトウの『紹介』によると分析を依

i抗した結果、材質はアノレカリ石灰ガラスで、微量のコ

バルトにより着色されていたことが報告されている。

碧玉製管玉 (188・189) 庁株色の大小の管王が lつ

ずつ出七した。大形のものの方が色調がや射集みを帯

びた紘色を呈してしも。共に片而穿孔である。

滑石製管玉 (191) 脳&t:-tこjlï~ 、計阿賀の管玉である。

両面より穿孔している。持..li質の管ギに比べ、他の諸

例同悩~Oめである。

滑石製臼玉 (1卯) 灰白色を呈する。古墳面解の滑石

製模造品はこの時期にほぼm滅することが想定され、

円五においてもほぼ同様のことがIrえ、その点で、ガ

ラス玉の大量五IJ葬に比べ、 Ji保のみの滑石臼玉高IJ葬は、

玉類の材質の変化を如実に示すものである。

銀製空丸玉 (192--J 94) 先形のもの l個 (194)以外

は、与分 の遺存度でつぶれてb、る。金属製の空玉は、

各地域の首長境クラスの占墳に副葬される場合が多く

郵艇のものは6世提代になって主流となり、夜開眼ホ

式石室肢からの出土が目立っている。(6)

金製耳環 (195)・(196:明治 Ll年出土) サトウや件

ヒ部f;Qzsの金環と対をなすものである。小さくて絢!め

の耳広iである。純金製である。やや変形している。純

金製の耳環は5脳抹吋t臨初頭に多b、(7)

2 馬具 (Fig.57)

州防が多く創陪を知り 1r~るものは方形金具を除き

ほとんど無いので、以下、各早朝部の個数は破片数で示

すことにする。 サトウの 『紹介』 及び陪上倒には、

剣砲i予告集4・f字形鏡板1-J怖 2・輪鐙1・鉄具、留金



具、鎖等の出土の言己主があり、今回の調査では、辻金 連結法を想定する必要があるが、出土状況が企く不明

具類 ・鞍金期賓と考えられる遺物が出土し、木来の馬 の為、復元は因調代、 他の良好な出土例から想定する

装の状況が多少明らかになった。なお、杏葉に関して

は、 双葉貧l躍割先日県iと通例のI~I陵形若葉の組み合わせ

と現在考えられている。(8)

遺物の破片総数は杏葉・鋭|痴議金具片82・鞍金具片39・

辻金具類(方形金具片 4+2?・コハゼ河後具片 2・2

連黄金具片24・資金具片65である。

杏葉金具片 (210.......217)

ほとんど縁金具片である。t断反部分もかなりの数量

が出土したが、細片が多く図示できな川縁金具相互

の接合がほとんど成し得ないため全体の形を想定する

ことは困難である。210.......214・216まで、縁金具の各部

分であり、いずYしも曲綿や屈曲部を呈している。213・

214は、剣麹移杏葉の頭部の一部と考えられ、216は同

じく貧I躍智杉杏葉の剣菱先端部であろう。215は釣舌金具

片の可能性が高~\217 f'iJ)(謀議IJ菱形杏葉の立闘部の一

部と考えられるもので、吊り金具のー脅日が残っている。

縁金具部分は厚さ1.5 ....... 2. (AlI!1の鉄地板に鍛揚板をのせ

金鋼板を制Eせた後、銀被せの径 伽m前後の鉱棋を打ち

しかないだろう。

責金具 (204.......207) 2本で一組となる 2連のものと

1本のものがあるが、1.711>:のものは、 2連のものが分

離 した可能性もあるが、今の所、単装のものと連装の

ものの2種類あることにして説明する。し吋'%Lも、 l幅

4~5 1T11l で厚さ 1. 5.......2mmの防碕需拡牟形の長さ4.......5

cmの鉄板を幅2.4.......3cmで阿端を折り 曲げて造られて

おり、皮組tの慨に違いがあったことを示す。基本的に、

連装の方が桶が広いようである。x線写真を撮ってい

ないので明らかにしえず、図15f-で、きなかったが、斜め

方向の刻みと銀被せが行われた可能性も考えられる。

3 武器 (Fig.57・58)

サ トウの 『紹介』及び『書上簿』では、鉾 2本k鉄

鍍多数という諮創tあり、今回の調査では、新たに、

万σX政片が出土し少なくとも刀が1本はあること、及

ひ省肢の型式が3樹嚢ある二とが分かった。 鉾(石突)

1・刀片4十Lj.?・鉄鉱片 24但貞部から型式のわかるも

付けたものである。 ののみカウント)

鞍橋縁金具片 包08・209) おそらく鞍橋縁金具と想 石突 位29) 鉾2本の内の1本に対になるものである。

定できるもので、 4.......51T11l1隔、厚さ1.5"-2mllの側反に金

銅板を被せ径 3mm前後併搬耐火鋲を打ちつけたもの

で、裏面にIjJjて質が遺存している。いずれも直線状を

呈しており、接合できる資料がないためその全体の形

の復元は困難である。

辻金具類 (201-----203) 方形金具 (201・202)計 4個

体分出土している。内、ほほ先形で出土した2例を図

示した。大きさがやや異なり、 寸 旦2.8cmのもの位01)

と→亙2.6cmのもの (202)がある。中央部は鉄板が厚

く、打ち叩いたことで四隅が薄くなっている。裏面に

は中央部に径4~5mm の銅仰が出ているが、この鋲が方

形の側樹反に後から打ち込んだものかどうかは、X線写

真で櫛志しておらず不明である。錨剛疫を被せて裏面

で2........3mn折り返している。辻金具の中心部になるもの

と思、われる。

コハゼ形金具 (203)2個体分出土している。いずれも

小破片で、残りの良い方を図示した。造りは方汗多金具

と同じで、鉄地板に金調剤反を被せたものである。方形

金具の四辺に黄金具を聞にして4個連結する復元が想

定される(9)が、現状では方形金具の方が数が多く別の
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全長 JL5cm、口径2.8cm、袋部での厚さ 2nmである。

基部より 3.8cmの所で郡稲円形から方形に変えており、

表面観奈では、基部より 5.5cmまで袋部を有する。基

部より 8mmの所に目釘がある。

万片 (228)刃部の破片である。明瞭に刀の破片とわか

るものは4片だが、うち最も残りの良いものを図示し

た。棟l隔61T11lであるが、刃幅は刃先が欠損していて現

状では不明である。棟幅より推してあまり長い刀では

ないだろう。

鉄鍛片 (218"-227) 鉄搬は今回の調査で2型式ある

ことが分かった。いずれも長頚織で、以下、各型式街

に述べる。

短頚有勝長三角形鍬 (218"-222・225)17本と最も出

土品の多い勤主である。長頚搬のうちでも、頚吉lSが4cm

前後と短めのものである。刃部は3.7~4cm とほぼ頚部

の長さと四散する。明瞭な片鏑を有し、逆刺は1品、

長頚段違有H劇夫三角耳織。23・224・226・227)計7

本出土している。刃部は片湖1鯛1も含めると 4cmにな

り、頚部は現存しているもので、 4cmWこだ、が、他例

より推して、典型的な長頚鯨の中に入る 7cm以上にな



るだろう。以上の搬は61日記前半の興組的な鍛と言え、

当占墳の年代推定のー，恨拠となる。

4 右室出土の農工具形小型模造品他 (Fig.58)

サトウ及び書上簿には全く記述のなかったもので、

今回初出である。刀チ 1・斧 l・鋤 L.盤片3・針片20

+9?。針以外は模造弘の可抗制、主が，1石川

力子形小型模造品 (233) 刃長 6.6cm、刃幅 1.lcm、

仰早2mm、茎長l.lcm、茎J掛tJ伽m、である。茎には木

質が残る。刃部は造り札lすもののあまり明瞭でなし、。

模造品と考えられる。

斧形小型模造品 (235) イTJliの斧形の模造品である。

全長3.6cm、袋部羽目7側、 刃似し9cm、袋部径加であ

る。袋部には木質が残り、柄の付いていたことがわか

る。刃は造り出していなし、。

鋤先形小型模造品 位シ1) 鋤先の模造品である。全長

2.8cm、柄部隔3.25cm、刃'1耐3.9cm、折り返し町沖高創刊

である。 折り返し部に4むド質カ~~り、柄の付いていた

ことが分かる。

盤形小型+事董品 (231・232) 恐らく盤先と考えられ

るもので刃先は不明瞭で特 ・鋤と同じく模造品と考え

られる。刃幅5"-8mm、刃l早2.仇mである。

針 (230) 関商方形の一辺 lmm剥荷の針状のものが数

点出土している。図示したように基部に木質の残るも

のがある。おそらく針と考えて良いだろう。

5 その他の石室出土の遺物 u;'ig.58)

大小の釘片21+9?. ~I州t金J.!..片 3。 いすすエも今回の

調査で初めて出土したものである。

釘(236"-238) 大形のもの幅7mm、厚さ伽m、長さ 2.3cm

以上位36)とIJ、形のものh日3....... 伽 n、厚さ 2.5......... 伽位37・

238)がある。ホ僻伏のものに使用した可制全がある。

鈎状鉄製品 。39"-241)

玄議室奥の側壁及び奥J翠に的状金.J..t.の基部と思われる

部分位39)が出土し、知慌のフックの部分は、玄室奥

IWはり出土しており、観汗山古蹟(lωゃ藤ノ:木古境

(11) で出土した鈎状金具と同織の~協を有するものと

思われる。基部の幅1、cm、厚さ伽mで先に行くにした

がしゅ臨瓦くなる。 フック部は、 '~M7"-8 mm、厚さ 3.......4mm

である。

以上の副葬品のセットから、6ttt紀前半代の年代が与

えられ、首長クラスに相当する泣物相であることが3
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え、 6也紀前半の函館事品の代表例として良いだろう。
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Tab.之 平成4年度前二子古境石室出土品計 測表

No. 名 作 タト筏 (長) 中高 厚 内1~(cm) ill (邑) Wi考 阪管fI干No

ガラス製緑色小豆i 0.3 0.29 0.20 O. I1 0.03 131 

2 ガフス鎚緑色小玉2 0.25 0.30 0.20 0.12 0.02 132 

3 ガフス製緑色小玉3 0.30 0.26 0.26 O. 09 O. 03 133 

4 ガラス製緑色小玉4 0.25 0.30 0.21 O. 12 0.03 134 

b ガラス製緑色小:t:5 O. 36 0.31 0.25 0.11 0.03 135 

6 ガフス製緑色小玉6 O. 30 0.25 0.20 0.15 0.02 136 

7 ガフス製緑色小玉7 0.29 0.22 0.15 O. 12 0.02 137 

8 ガラス製緑色小ヨi8 0.31 0.29 0.19 0.18 0.02 138 

9 ガラス製緑色小::E9 0.29 0.25 O. l6 0.12 0.02 139 

10 ;lJフス製緑色小玉10 0.30 0.30 0.20 O. 16 0.02 140 

1] ガフ二ぇ製~:iR色小玉11 0.30 0.22 O. l3 0.09 0.01 141 

12 ガラス製緑色小玉12 0.32 0.30 0.10 O. 15 0.02 142 

13 ガラス製緑色小3i13 0.3J 0.25 0.20 O. 12 0.02 143 

I~ ガフエ乳製緑色小玉14 0.28 0.29 0.15 O. l~ 0.01 14-1 

15 ガフス製緑色小玉15 0.36 O. 30 0.15 O. 18 0.03 145 

16 ガラス製緑色小玉16 0.35 0.25 0.20 0.10 0.01 146 

11 ガラス製緑色小3!.l7 0.32 0.30 0.20 0.15 0.03 147 

18 ガフユ製黄色小ヨil 0.25 0.21 O. 15 0.05 0.01 148 

19 ガフJえ製黄色小玉2 0.29 0.25 O. 17 O. 10 0.01 Itl9 

20 ガラλ製黄色小玉3 0.30 0.28 0.12 0.11 0.02 150 

21 ガラス製黄色小:E4 0.29 0.29 0.16 0.12 0.02 151 

22 ガラス製黄色小玉5 0.31 0.28 0.15 O. 10 0.02 152 

23 ガフス製黄色小玉6 0.30 0.30 0.28 0.1'1 0.02 153 

2-1 ガフエ乳製策色小玉7 0.30 0.25 0.10 O. 10 0.01 154 

25 ガヲス製黄色小豆8 0.25 0.23 O. 18 0.10 0.02 155 

26 ガフス製黄色小豆9 0.20 0.21 0.22 0.08 0.02 156 

27 ガフス製黄色小玉10 0.26 0.25 O. 15 0.10 0.01 157 

28 ガラス製策色小:ElI 0.29 0.29 0.18 0.06 0.03 158 

29 ガラス製主主色，J、支12 0.28 0.31 O. 19 0.10 0.03 159 

30 ガフス製策色小:E13 0.29 0.30 0.19 0.10 0.03 160 

31 ガフス製貨色小豆14 0.28 0.25 O. 18 0.10 0.02 161 

32 ガラス製1t色小豆15 0.28 0.29 O. 15 0.05 0.03 162 

33 ガラ7-製黄色，J、ヨil6 。.25 0.28 0.20 O. l2 0.03 163 

34 ガフス製黄色小豆17 0.23 0.27 O. 15 O.()S 0.02 164 

35 ガフス製黄色小玉18 0.22 0.26 O. 12 0.08 0.02 165 

36 ガフJ乳製1t色1)、玉19 0.20 0.28 0.11 O. 13 0.03 166 

37 ガラス製黄色小支20 0.25 0.29 O. 15 0.11 0.02 167 

38 ガフス製策色小玉21 0.26 0.29 0.18 0.09 0.02 168 

39 ガフス製黄色小玉22 0.28 0.25 O. 12 0.10 0.02 169 

40 ガフス製黄色小玉23 0.28 0.25 O. 13 0.06 0.02 lIO 

41 ガラス製黄色小五24 0.29 0.25 O. 13 0.10 0.03 171 

42 11フス製策色小玉25 0.30 0.28 0.16 0.13 0.03 172 

43 1Jフス製策色小玉26 0.25 0.20 0.15 0.06 0.01 173 

44 ガフA製黄色小玉27 0.23 0.20 0.19 0.07 0.01 174 

45 ガラス製貨色小室28 0.30 0.30 0.16 0.10 0.02 175 

46 水品製J:L3i1 0.55 0.50 o. :~O 0.20 O. 10 187 

tl7 水品製丸玉2 0.58 0.51 0.35 0.30 0.20 186 

48 水品製丸玉3 0.56 0.55 0.40 0.35 0.30 183 

49 水品製丸:E4 0.61 0.60 0.31 0.22 0.20 177 

50 水品製主L3i5 0.61 0.60 O. 50 0.22 O. 10 188 

51 水品製丸玉6 0.59 0.61 0.48 0.24 0.20 184_ 

52 水品製J:L:E7 0.68 0.65 0.40 0.25 0.30 185 

53 水品製1L:t:8 0.65 0.65 0.40 0.28 0.30 180 

54 水品製丸玉9 0.68 0.61 0.36 0.26 0.30 178 

55 水品製丸玉10 0.70 0.70 。‘46 0.24 0.30 181 

56 水品製丸玉11 O. 69 0.54 0.42 O. 31 0.30 116 

57 水品製;l:EJ2 O. 70 O. 70 0.50 O. 22 0.30 179 

58 水品製丸玉13 O. 70 O. 73 0.50 0.32 0.40 189 

59 水品製丸玉14 O. 79 O. 79 0.53 O. 16 0.50 182 
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Nn. 4自 絢1 外径(長) 申I~ J!;f 内径(ιm) 盛(直) (，ni苦言 報告~r}No.

60 ガラス製青色JI.~l O. ，j6 0.50 0.32 0.15 0.60 99 

61 ガラス製背色丸五2 0.45 0.46 0.32 0.15 0.10 24 

62 ガフス製青色丸玉3 0.48 0.48 0.35 0.18 0.10 3] 

63 ガフス製青色丸玉4 0.66 O. 70 0.32 O. 15 0.10 1J5 

64. ガラス製背色丸三1!5 O. '15 0.45 0.38 0.15 0.10 22 

65 ガラス製世f色芦1.3i6 0.48 0.48 0.40 0.18 0.10 50 

66 ガフス製青色丸ミE7 0.48 0.45 0.40 O. 18 102 

67 ガフス製青色丸玉8 0.48 0.46 0.38 O. 18 81 

68 ガラス製背色丸玉9 O. 50 0.50 0.41 0.20 0.10 33 

69 ガラス製符色J.1.3110 0.45 0.45 0.35 0.15 O. 10 23 

70 ガフス製i'r色丸玉1I 0.67 O. 70 0.55 0.24 0.40 100 

71 ガフス製青色丸玉12 0.69 0.69 0.61 0.18 0.40 32 

72 ガラス製青色丸五13 0.69 0.69 0.60 O. 17 0.40 45 

73 ガラス製青色;tL3i14 0.69 O. 70 0.50 0.26 0.30 8 

74 ガフス製青色丸玉15 0.69 0.68 0.62 0.22 0.30 106 

75 ガフス製青色丸玉16 0.65 0.66 0.62 0.22 0.40 84 

76 ガラス製青色丸五17 0.69 O. 70 り.49 0.20 0.40 107 

77 ガラス製狩色芦Lヨ[18 0.72 O. 78 0.68 0.12 0.50 122 

78 ガフス軍基青色丸3i19 0.81 0.74 0.60 0.21 0.50 113 

79 ガフス製音色丸玉20 O. 71 O. 75 0.50 O. 15 O. .[0 62 

80 ガラス製背色丸::EZl 0.69 O. 70 0.50 O.三2 0.40 55 

81 ガラス製青色丸:E22 O. 79 O. 72 0.55 0.26 0.50 124 

82 ガフス製青色丸玉23 0.80 0.80 0.56 0.23 O. 70 91 

83 ガフス製青色丸玉24 0.70 O. 78 0.51 0.24 0.40 41 

84 ガヮス製背色丸玉25 0.80 0.84 。‘50 0.22 O. .10 83 

85 ガラス製w色丸玄26 0.70 0.80 0.50 0.20 0.40 38 

86 ガフス製青色丸玉27 O. 70 O. 70 0.48 O. 25 0.30 130 

87 ガフス製青色丸王28 O. 78 O. 78 0.50 O. 23 0.40 128 

88 ガラス製青色丸玉29 0.80 O. 72 0.4.5 0.25 0.40 11 

89 ガラス製背色JI.::E30 0.74 0.80 0.60 0.18 0.60 39 

90 ガラス製背色JL::E31 O. 78 O. 78 0.46 0.20 0.30 73 

91 ガフス製青色丸玉32 O. 75 O. 70 0.51 0.25 0.30 34 

92 ガラス製青色)1.~33 0.81 0.84 0.59 0.20 0.50 85 

93 ガラス製符色九五34 0.84 O. 78 0.60 0.35 0.60 37 

94 ガフス製青色丸玉35 0.88 0.78 0.60 0.28 0.60 108 

95 ガフス製青色丸玉36 O. 78 0.80 0.60 0.23 0.60 lJl 

96 ガフス製背色丸玉37 0.80 0.80 O. 70 0.15 0.60 129 

97 ガラス製w色丸ヨi38 0.75 O. 76 O. 70 O. 16 0.50 12 

98 ガラス製青色丸玉39 O. 70 0.80 0.68 0.18 0.50 21 

99 ガフス製青色芦L玉40 O. 75 O. 75 0.61 O. 22 0.50 94 

100 ガラス製背色丸3!Al 0.80 O. 70 0.45 O. 20 0.30 43 

101 ガラス製特色丸玉42 0.80 0.80 0.60 0.28 0.50 36 

102 ガラス製青色丸ミE43 0.80 0.81 0.65 0.22 0.60 28 

103 ガフス製青色芦LミE44 0.82 O. 78 0.58 0.22 0.50 44 

104 ガフス製青色丸ミE45 O. 70 O. 73 0.51 0.26 0.40 20 

105 ガラス製符色jl.::E46 0.80 0.80 0.63 0.20 0.50 105 

106 ガフス製青色丸玉47 0.80 O. 75 0.65 0.26 0.30 7 

107 ガフス製青色芦L3i48 O. 78 O. 75 0.60 O. 28 0.40 101 

108 ガフス製青色丸玉49 0.80 0.80 0.60 0.24 0.60 127 

109 ガラス製#色丸玉50 0.80 0.80 0.54 0.20 0.50 57 

110 ガフス製背色丸玉51 0.64 0.83 0.62 0.20 0.60 109 

III ガフス終音色丸玉52 O. 72 0.80 0.55 0.20 0.50 61 

112 ガラス製背色:k:l!53 0.86 0.85 0.45 0.30 0.50 16 

113 ガラス製~[色;!.t:E54 0.80 0.92 0.55 0.29 0.60 104 

114 ガフス製rr-色丸玉55 0.81 0.92 0.56 0.23 0.50 110 

115 jjフス製青色丸玉56 O. 78 0.80 0.54 0.25 0.50 77 

116 ガフス製i'J"色丸玉57 0.78 0.90 。.62 O. 18 0.50 97 

)17 ガラス製白色丸玄関 0.88 0.81 0.60 0.22 O. 70 35 

118 ガラス製作色ヌL::li59 O. 75 0.80 0.62 0.32 0.60 66 

119 ガフス製青色丸玉60 0.80 0.85 0.71 0.23 O. 70 90 
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Nn. 's 鈎: 外径(長) 申ril J!;f 内径(cm) 盛(直) (，ni考 報告~rfNo.

120 ガラス製背色丸玉61 O. 76 0.86 O. 76 0.18 0.60 87 

121 ガラス製宵色芦l.:E62 O. 75 O. 75 0.58 0.22 0.60 72 

122 ガフス製音色芦l.:E63 O. 78 0.84 0.65 0.20 0.50 79 

123 ガフス製青色丸玉64 0.74 0.82 0.65 0.21 0.50 112 

124 ガラス製青色丸玉65 0.82 0.82 0.60 0.20 0.50 80 

125 ガラス製守色丸.:E66 O. 79 0.90 0.60 0.20 0.50 51 

126 ガフス9l~背色丸玉67 0.85 0.89 O. 70 O. 23 0.22 -18 

127 ガフス製青色丸玉68 0.92 0.82 0.62 O. 18 O. 70 30 

128 ガラス製青色丸玉69 0.80 0.80 0.64 0.28 0.50 98 

129 ガラス製狩色ヌ1..:E70 0.80 0.82 0.60 0.4-1 0.60 17 

130 ガフス製行色芦l.:E71 0.80 0.85 O. 70 0.15 0.80 63 

131 ガヲス製音色丸玉72 0.90 0.90 0.55 0.30 0.60 116 

132 ガラス製青色丸玉73 0.89 0.89 O. 76 0.28 0.90 11~ 

133 ガラス製青色芦1..:E74 0.82 0.88 O. 70 0.28 O. 70 46 

134 ガフス製f[色芦l.:E75 0.90 0.95 0.64 0.29 0.80 70 

135 ガフス製青色丸玉76 0.80 0.80 0.55 0.27 0.50 119 

136 ガラス製脊色丸玉77 0.72 0.80 り.52 0.24 0.50 14 

137 ガラス製符色;t1..:E78 0.78 O. 75 0.60 0.32 0.50 29 

138 jJフス製青色丸宝79 0.84 0.80 0.56 0.32 0.60 103 

139 jJフス製青色丸玉80 0.78 0.80 0.62 0.22 0.60 59 

140 ガフス製]If色メL:E81 O. 75 0.80 0.62 O.五O 0.60 52 

I'U ガラス製w色芦L:E82 0.90 0.85 0.66 0.22 0.80 54 

142 メfフス製17色丸五83 0.88 0.91 0.60 0.23 O. 70 2 

143 jJフス製青色丸玉84 0.85 0.90 O. 76 0.22 0.90 56 

1-14 ガフス製背色11.ミE85 0.80 0.95 。‘66 0.26 O. 70 6 

1.15 ガラス製w色丸.:E86 0.90 0.90 0.60 0.26 O. 70 47 

146 ガフス製青色;L::E87 0.85 0.98 0.82 O. 23 0.90 27 

1'11 t.fフス製青色丸玉88 0.90 0.94 0.68 O. 30 0.80 126 

148 ガラス製青色;lt.:E89 1.00 1. 00 O. 78 0.22 1. 00 4 

149 ガラス製背色1t.:E90 0.85 0.94 O. 70 0.35 0.90 120 

150 ガラス製青色:11.玉91 0.88 0.90 O. 70 0.28 0.80 10 

151 jJフス製音色丸玉92 0.90 0.90 0.60 0.24 0.90 5 

152 ガラス製背色丸玉93 0.90 0.90 O. 70 0.28 0.90 26 

153 ガラス製符色丸玄94 0.91 0.91 0.68 0.30 0.90 18 

154 ガフス製青色芦1.::E95 0.80 1. 00 O. 70 0.35 0.80 78 

155 ガフス製青色丸玉96 0.80 0.96 0.51 0.30 0.60 53 

156 ガフス製背色丸玉97 0.85 0.95 O. 75 0.30 0.90 74 

157 ガラス製背色;Jt..:E98 0.90 0.92 0.68 0.30 0.80 76 

158 j:fフス製背色丸玉99 0.92 1. 00 0.68 0.20 1. 00 81 

159 ガフス製青色丸玉100 0.92 1. 00 O. 78 O. 18 1. 00 86 

160 ガラス製青色丸玉101 0.95 0.90 0.66 0.24 0.70 58 

161 ガラス製背色九五102 0.88 0.95 O. 75 O. 25 0.90 68 

162 ガラス製青色芦L::E103 O. 78 0.90 0.48 0.25 0.50 82 

163 ガフス製青色芦L玉104 0.84 0.85 0.60 0.32 0.60 92 

164 ガフス製脊色丸玉105 0.90 0.85 0.68 O. 18 0.80 64 

165 ガラス製青色丸.:E106 O. 75 0.96 O. 78 0.28 0.80 93 

166 ガフス製青色丸玉107 0.86 0.94 O. 70 0.50 0.80 123 

167 ガフス製青色丸玉108 0.96 1. 05 0.65 O. 52 0.80 117 

168 ガフス製背色丸玉109 0.90 0.98 0.62 0.35 0.80 121 

169 ガラス製'#色丸.:ElIO 0.90 0.96 0.60 0.30 0.80 40 

170 t1フス製f.I色芦L::E1l1 0.90 0.96 O. 76 0.32 0.90 9 

171 ガフス製青色丸玉112 0.90 0.90 0.84 0.32 0.90 13 

172 ガラス製背色丸:E113 0.92 0.92 0.80 0.26 1. 00 60 

173 ガラス製w.色;!-t:E114 0.98 1. 00 O. 70 0.38 1. 00 69 

174 ガフス製青色丸玉115 0.98 1. 00 O. 70 0.34 1. 00 19 

175 ガフスwl青色丸玉116 0.95 1. 05 O. 75 0.26 L 10 88 

176 ガフス製1'J'色ヌLミ1!1l7 0.90 1. 00 0.65 0.30 0.90 75 

)77 ガラス製背色丸.:E118 0.92 0.86 O. 70 0.21 0.80 49 

178 ガラス製fr色ヌL::E119 0.90 1. 02 0.68 O. 38 0.90 42 

179 ガラス製青色丸::E120 0.90 l. 00 O. 78 0.2<1 L 00 15 
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Nn. 's 絢1 外後(長) 申ril J!;f 内後(ιm) 虚{亘) (，ni苦言 報告苛I}No.

180 ガラス製背色丸玉121 0.90 0.90 1. 02 0.22 1.20 96 

181 ガラス製宵色芦l.:E122 0.90 0.95 0.90 0.15 1. 00 65 

182 ガフス製音色丸五123 1. 08 1. 05 O. 75 0.25 1. 10 3 

183 ガフス製青色丸玉124 0.86 0.94 0.95 O. 18 0.90 

184 ガラス製青色丸玉125 0.95 0.96 0.68 0.26 0.80 67 

185 ガラス製守色丸.:E126 1. 25 l. 28 1. 25 0.22 2.90 118 

186 ガフス製背色丸玉127 1. 38 l. 38 1. 38 O. 20 3.60 95 

187 ガフス製青色丸玉128 1. 40 1. 40 1. 40 0.28 3. 70 崎鈴玉 125 

188 幸喜玉製管支l 1. 76 0.60 0.54 0.21 1. 10 191 

189 懇玉製管3!.2 3. 58 0.60 0.62 0.28 2.00 190 

190 t管布製臼i丘 0.30 0.60 0.60 0.17 0.30 193 

191 滑るl製Is'玉 2.40 0.55 0.50 0.24 1. 00 192 

192 銀製gt;玉1 0.74 0.90 0.84 0.22 0.01 195 

193 銀製空ヨ~2 0.95 O. 76 O. 74 0.08 0.02 196 

194 銀製笠玉3 0.82 0.90 0.82 0.18 0.04 194 

195 金製耳飾1 1. 45 1. 62 0.25 2.90 197 

196 金製耳飾2 1. 50 l. 50 り.28 3.30 198 

201 辻金具綴 ・方形金主主i 2.90 2. 90 2.80 11.40 201 

202 辻金具類 ・方形金具2 2.56 2. 70 O. 78 - 9. 10 202 

203 tt金具類 ・コハゼ形金具 2.45 1. 08 0.96 1. .[0 203 

204 辻金具ー類 ・資金具l 3.28 0.60 0.90 1. 20 204 

205 辻金具綴 ・賞金具2 3.00 0.50 。.75 1. 30 205 

206 辻金具鎖 ・頁金具3 2. 76 1. 00 0.56 ー 206 

207 辻金具類 ・賃金具4 3. 12 0.98 1. 06 ー 2.90 207 

208 潟兵 ・鞍金具 3. 38 0.68 。‘60 1. ，10 208 

209 j潟具 ・鞍{t兵 3.22 0.55 0.65 L 50 209 

210 馬具 ・杏菜、鏡板金具 l. 38 4.02 0.50 3.30 210 

211 馬具.・杏楽、鏡板金具 1. 42 3.40 0.66 ー 3.50 211 

212 馬具 ・ ~~庭、鏡板金具 2.90 1. 65 0.60 2.60 212 

213 馬具 ・杏諜 4. l5 2.20 0.55 5.10 食11菱形杏業 213 

214 馬具 ・杏薬 2. 70 3.15 0.66 貧1I変形杏築 214 

215 馬具 ・ 昔~~庭 2.28 1. 76 0.80 - 3.20 釣金具 215 

216 馬具 ・杏紫 1. 95 1. 90 0.52 1.50 216 

217 馬具 ・杏裟 5.05 3.40 2.58 17.80 双楽貧11菱形谷楽 217 

218 鉄鍛 7.98 l. 20 0.69 Ll.OO 218 

219 鉄鍛 4.22 l. 02 0.50 ー 5.00 219 

220 鉄t膝 4.20 l. 00 0.4，6 3.20 220 

221 鉄鍛 4.80 0.90 0.55 2.60 221 

222 鉄量産 4.00 1.12 0.60 13.00 222 

223 鉄ま族 ll，16 1. 08 0.51 ー 13，40 223 

224 鉄割程 4.00 l. 00 0.62 4.50 224 

225 鉄線 2.85 1. 02 0.55 3.10 225 

226 鉄事族 7.94 0.98 0.58 11.80 226 

227 鉄器産 4.90 1. 00 0.45 ー 3.50 227 

228 刀 2. 70 3.86 0.65 11. 20 228 

229 鉾 ・石突 11.70 2.98 2. 70 99. 50 229 

230 針 3.40 0.20 0.30 0.90 230 

231 重量I 1. 40 0.60 0，40 ー 231 

232 重量2 2.54 0.86 0.40 2.20 232 

233 刀子 7.80 1. 14 2.36 7.50 233 

234 鋤形模i産品 2.92 3.90 0.85 5. 70 234 

235 斧形模造品 3.80 2.J4 1. 05 - 9.20 235 

236 釘 2.32 0.95 0.85 236 

237 釘 2.02 0.42 0.40 237 

238 釘 1. 06 0.44 0.56 238 

239 鈎状鉄製品i 2.95 1. 30 0.92 ー 4.80 239 

240 鈎状鉄製品2 4.10 1. 15 2.78 240 

241 鈎状鉄製品3 3. 12 l. 10 2.50 13.20 241 
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W 平成 14年度の調査一史跡樹首工事に伴う石室調査一

杉山 秀 宏 (公益財団法人 ・群馬県埋蔵文化財調査事業団)

これらの遊物は、すべて床石の移動の|駒こ、床石の

下や問に落ち込んだもので、本来は床石上に置かれた

遊助と考えられる。今回見つかった遺物を総計すると、

青色ガラス丸玉2、同小主 12、問ビーズ玉7、管玉 4、

水品製小主 l、滑石製臼玉 lの玉類、銅製馬具片4、

鞍橋金具片 3、制 糊 附 l、鋤族片 l2、j'f.金具片 l

など、の金属製品、完形の二回市器::10彰土器、須恵器大形

器台片 ・接種;器商杯片を含む土器片21の土樹費等で、あ

る。これらぽすべて明治 11年及ひ幣備に伴う調査で出

土したものと一連の潤勿である。

金銅製品 (42・43・45・栃)は)号具と考えられるもの

が出土している。厚さ0.1CII1の調搬に金メシキを施して

いる。周辺部にIllij0.38 cm、厚さ0.23cmの側反の縁金具

を付け、上から鋲を打っている。縁金具の内側の金銅

板に2粂の列点二丈州庖されている。完形品がないため

全体像は分からないが、おそらく鞍金具の一部と考え

られる。

鞍橋縁金具破片が3点。9・41・47)出土している。

剣菱形杏葉あるいは双葉剣菱形杏葉の楕円部の地板

破片と考えられるものが1点 (48)出土 している。

責金異破片 (4ω が1点出土している。

雲母片 (53"'5めが、 4点出土した。j草さ0.1cm未満

の呆1併で、外形は不定形である。井出二子山古墳から

の出土例(りがあるが、石室内にまかれたものと考えら

*，1.，る。

鉄鉱がほぼ知杉にちかいものが3点。8・29・38)

出土しており 、いずれも、艇長有11搬 長三角形鍛であ

る。他に破片が9点、。0"'37・44)出土している。

入り込んでい

たこと、明治

期の出土造物

中の台付藷形

土器と技法が

共通している

ことで、石室

構築時に床石

下に置かれた

ものと考えら

れる。

石室構築に

当たり、死者

の霊魂を鎮め

る意や、石室

の長期安定を

祈念して床面

下に埋められ

たものであろ

うか。完形で

の出土はそう

した意識下で

の埋納を示す

ものかもしれ

ない。上の床

石と樹石は動

かされた形跡 。
が見られない

2m 

土師器壷形土器(49)が床ゐiNo.l6とNo22の柵石切り込

み下から完形の状態で出土したことが注目される。床

ことから、その性格を考える上で重要な資料である。

石下に口縁部を上にしていたものと見られる。君部協は [参考文献]

胴部中位に最大径を持つ球形胴角底、仁l縁部は中段に (1) w:井出二子山由境』史跡整備事業報告書 雨時市教育委

抗議が入り長く立ち、古蹄flがやや開く。全体に作りが 員会2仰

よく表面は磨かれ、赤色途彩を施す。器高 15.3cm、口

径9.6cl11、胴部最大経12.0ωl、口縁高5.7cmである。

注目されるのは、この土器中の土に靭天岩の剥片が
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Tab.3 平成14年度前二子古峨石室出土品計測表

判仏 4古 体 長{外経1 1悩 I事 i内後(CIω 度 (g) 。得考

l ガフス製背色丸玉l 0.-18 0.48 0.40 0.15 0.10 床石No10下部

2 ガラス製青色丸ヨi2 0.46 0.50 0.38 0.16 0.10 床石仇10下普11

3 ガラス製脊色芦L:E3 O. .f4 0.44 0.40 O. 15 O. 10 床石No.10下部

ガフス製青色丸玉4 0.48 0.48 0.40 0.12 O. 10 旅石ぬ10下告11

5 ガフス製青色丸ヨミ5 0.50 0.50 0.40 O. l-l O. 10 床右No.IO下官官

6 ガラス製青色芦L3$.6 0.50 0.50 O. '15 0.20 0.10 床石No.IO下部

7 ガラス製脊色丸玉7 O. 72 O. 72 O. 56 O. 18 O. 60 床石ぬ10ド部

8 ガフス製青色丸玉8 0.88 0.90 0.60 0.28 O. 70 床石No.lO下部

9 ガフス製青色丸玉9 0.80 0.86 O. 70 0.20 O. 60 床;r:iNo.IO下部

10 ガラス製背色丸玄10 0.80 0.88 0.72 0.28 O. 60 床石No.IO下部

I1 プJフス製青色丸玉11 1.24 l. 28 L 00 0.30 2. 00 l日ミ石No.l0下部

12 ガフス事~青色丸玉12 1. 20 l. 26 L 08 0.30 2. 30 床石ぬ10下部

13 水品製丸三E O. 70 0.72 0.50 0.25 0.40 床石NO.10下部

14 主事王製管玉1 2.16 0.68 O. 70 0.10 1. 60 床石No.10下部

15 幸喜玉製管玉2 2.20 0.66 O. 70 o 25 1. 70 床石No.10下部

16 主皇玉製I'{f玉3 1. 80 0.62 0.58 0.08 1. 00 床石No.10下級

17 主豊玉撃~管玉4 2.55 O. 70 0.62 0.32 1. 90 床::'EiNo.10下部i

18 ガラス製1青色ヌL:E13 0.80 0.80 O. 70 0.24 0.60 床石No.ll下線

19 11ラヌ、製舟色丸ヨi14 0.46 0.44 0.34 O. 10 0.10 床石ぬ12下町3

20 ガフス.!l¥!l青色丸玉15 0.74 0.85 0.50 0.22 0.50 床石No.l2下部

21 ガフス製1な色丸主16 0.80 0.78 0.68 0.24 0.50 床石No.I2下部

22 ガラス製青色丸玉17 O. 70 0.84 O. 70 0.24 0.60 床石No.12下部

23 滑石製臼玉 O. 58 0.58 0.30 0.20 0.10 -*石No.I2下部

24 ガフス製青色丸玉18 0.82 0.96 0.82 0.28 し00 床石No.15下部

25 ガフス興行色丸玉19 O. 78 0.82 0.68 0.20 O. 70 床石No.l5下部

26 ガラス製背色丸支20 O. 70 0.80 O. 70 0.20 O. 40 床平'iNo.15下部

27 ガフス製青色丸玉21 0.82 0.90 0.60 0.20 0.60 床石No.15下部

28 鉄器産 12.88 1. 00 O. 76 12.00 床石No.IO下告s
29 鉄車俵 8.52 1. 20 0.92 12.60 床;:r;;No.l0下部

30 鉄器産 4.90 O. 58 0.58 3.00 床石No.lO下部

31 鉄自在 2. 78 O. 58 0.45 1. 00 床石ぬ10下部

32 鉄鍛 3. 70 0.46 0.47 1. 30 F転石No.10下部;

33 鉄t族 8.65 O. 70 0.67 6.20 床石No.IO下部

3-1 鉄鍛 2.46 0.64 0.58 l. 80 床石No.IO下部

35 鉄高族 2.80 0.48 0.43 0.90 床石No.IO下部

36 鉄器産 1. 60 O. 36 0.47 0.40 床石No.IO下部

37 鉄鍛 1. -18 0.30 0.28 0.20 床;:gぬ 10下部

38 鉄事絞 10.05 1. 06 O. 78 10.00 床石No.ll下部

39 鞍金具 2.00 0.60 O. '10 O. 60 床石ぬ12下部

..f0 鞍金具 3.90 l. 30 0.80 3. 50 床石No.l3下宮11

41 鉄鍬 2.06 0.60 0.55 0.80 床;r:iNo.15下部

-12 鞍金具 3. -10 3.25 0.58 1. 70 床石No.15ド鈎i

43 鞍金具 ，1. 10 3‘00 0.36 2. 20 15と16悶下部

-14 鞍金具 4.55 0.95 0.5'1 3.80 ~土
45 鞍金具 2.08 し70 0.20 0.30 後土

46 鞍金具 L 55 0.95 0.18 0.20 綴土

.17 鞍金具 1.86 0.54 0.48 磁土

48 奇策 3.88 3.06 0.'14 5.90 援土

49 土師器 ・附形土器 口径 ・10.3 部さ ・15.4 メLl志 16と221伺下部

50 須恵、総 ・前節形総合 (2.3) 床石No.10下部

51 土師器 ・ 台付~形土総 (). 8) [15.8] 床石No.12下部

52 須恵器 ・1笥郎 ー (7.0) [10.4] 床石No.10下宮11

53 雲母l 1.3 O. 7 0.2 0.01 積土

51 雲母2 O. 7 0.65 0.2 0.01 F壁土
55 袋母3 O. 7 0.55 0.2 0.01 ~土
56 雲母4 O. 7 O. 7 0.2 0.01 穫土
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V ま と め

前原 豊(前橋市教育委員会副参事)

6世紀、赤城山麓の標高 130mの台地上の 3基

の大型前方後円;慣が次々と築造された。古墳は南

から、前二千古境、中ニチ古墳、後ニチ古墳とよ

ばれる大室古墳群である。いちばん南の前二子出-

境は、境長 91mの大きさで6世紀初頭につくられ

た。真ん中のCll二子古墳は、 二重の周堀を持つ墳

長 111mと大室古墳群で最大の規模を誇り、前二

子古墳よりややおくれて6世紀の前半につくられ

た古墳である。後二子古墳は、6世紀の中葉から

後半にかけてつくられ、横丘長 80mとやや小振り

になる。ここでは大室古:憤群の先駆けをなした前

二子古撲について若干の検討を加えまとめとし

たい。また、前二子古噴を考える場合に梅木造跡

と多岡山古墳群 69号竪穴遺構についてもあわせ

て検討していかなくてはならない。

梅木造跡はほぼ正方形に堀がめぐる。堀の一辺

が約 85mあり、面積は 7200rrfを測る。掘底には

6世紀初頭に榛名山から噴出した火山灰が堆積し

ていることから、 5世紀後半"-6世紀初頭の使用

期間が考えられる。このニとから、前二子古墳に

葬られた人物との関係が考えられます。館の全貌

は東側lに流れる梓川による氾濫で主要な部分は

流出しているため、詳細は不明であるが、前二二子

古;慣の向かう西側に突出音15があり、複数の柱穴が

検出されたことから、西が門付くこと判明した。

前二子古境のすぐ東方にある伊勢崎市多間山

古墳群 69号竪穴は4m弱の周聞に柱穴を有する

長方形の特殊な遺構である。5世紀末から6世紀

初頭の土器類、鈎状鉄製品、盾|潤金具などの遺物

とともに棺床粘土の存在や使用期間が短期間で

あり、焼失を受けている点など深津敦仁氏は前二

子古墳の被葬者と関連が窺える「喪屋j の可能性

を導きだしている。

1 石室開口一明治 11年の発掘調査一

陵墓探索 前二子古墳と後二子古墳の石室は、

1878年(明治 11)3月に開円した。当時、地元か

ら県庁に提出された「室内出品番上簿Jの一節に

よれば、村人がキツネやムジナを追し、かけて穴を

掘ったと ころ偶然石室にあたり、その内部から多

くの遺品が発見されたと書かれている。しかし、

実際は、明治 8年に豊:城入彦命の陵墓に認定され

た前橋市総社二子山古墳が、明治 9年に指定解除

されたことと連動している。当時の群馬県は、新

たに豊城入彦命の陵墓の候補を探すため、なかば

公的な発掘調査を前一子古;噴と後三子古墳で実

胞したことが、タト池昇氏によって指摘されてい

る。なお、残りの一つである中二子古墳について
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も石室の探索を行ったが、発見にはいたらなかっ

た。

これらの石室探査の裏には明治政府の天皇制の

彼活を 目的とした陵墓決定にむけての全国調査

があった。この陵墓の全国調査は、明治4年 2月

に太政官布告と して全国に通知され、群馬県は

1874年(明治 7) 、教部省に k毛野君 ・下毛野君

の始祖とされる豊城入彦命の陵墓として総社二

子山古墳の申請をした。翌 75年には教部省から

控城入彦命の墓として治定、管理者が置かれるこ

ととなったが、 1876年(明治 9)が地元のトラブ

ノレによって自然解消のやむなきにいたった。県は

大きな打撃に受けたが、総社三子・山古蹟に代わっ

てすぐに畳城入彦命の墓として注目を集めたの

が前二子古境であった。

前二子古墳の石室関口 群馬県は再度、豊城入

彦命の墓の治定を受けるため、前二子古墳の石室

調査を組織的 ・計閥的に実行した。これらの経緯

については、 1878年(明治 11)4月 14日、地元

の東大室村の井上真弓が石上神宮大宮司の菅政

友に宛てた書簡にくわしく脅かれている。 w古制

徴証』をみると、前二子古墳の発掘に関しては入

念な記録が残されている。古墳の平面図、石室内

の遺品配置図、出土品l略図があり寸法や注者きを

施している。とくに前二子古墳の室内並出品位置

之図、出土品は入念に拙かれている。考古学史上

においてもこの時代に詳細な記録図面はほとん

ど存在していない。現代の学問水準からいって

も、当時の絵図の精度はきわめて高く、副葬品配

置を知るうえで、欠かせない資料となっている。

失敗に終わった陵墓認定 このように前二子

古墳調査の棋底には、群馬県が政府からの陵墓治

定を切望しており 、県の命令で西大室村が動いた

結果と受けとれよう。 しかし、県が中心となり、

入念な計聞のもとに実行されたにもかかわらず、

政府に提山した報告には、偶然の発見として処理

されている。そこには古墳の乱掘を戒める政府の

意向、治定されなかった場合の県の体罰を守る姿

勢が見え隠れしている。

ちなみに、この調査結果は 1878年(明治 11)3 

月に古墳が開けられてから 1カ月のちの4月に惜

敗素彦県令名で宮内卿宛に 「管内肯陵墓之儀ニツ

キJと、前二子占墳を豊城入彦命、中二子占墳を

御諸別主基ーとして上申した。しかし、これに対し

て宮内省は 11月に官員を派遣し調査したが、豊

城入彦命とは治定されずに終わった。

5000人を超える人びとの見学 陵墓指定はさ

れなかったものの、出土品の展覧がおこなわれ、



当時、一大センセーションを巻きおこした。日本

全国から 5179名もの人びとが出土品の見学に訪

れている。明治 11年当時の発掘の記録が残され

る恨岸孝一家文書の中の『占墳神器拝礼人名誌』

には、1878年4月から翌年6月までに前二子古墳

の石室から発掘された古器物の見学した人びと

の日付、住所、氏名、年齢が記録されている。当

時、公共交通も未発達であったが遠く石川県、滋

賀県、愛知県などからも見学に訪れている。

英国外交官アーネスト・サトウの調査 日本の

近代考古学は幕末以降明治初期に、 「殖産興業J

などを目的として、欧米の先進技術や学問、制度

を輸入するために雇用された欧米人によって開

始された。そういった外国人なかで、イギリス政

府から派遣された外交官という立場あったアー

ネスト ・サトウ (SirErnes L Mason Satow) も天

皇制に興味を抱いていた。

このサトウが大室を訪れるのは、発掘から 2年

たった 1880年(明治 13)3月の始めである。そ

の様子は、サトウの著した『日本旅行日記』のな

かにくわしく記述されている。多忙な公使館の用

務の合間をぬって、 3月 8日には前二子古墳を訪

れ、出土品のスケッチや測定して 1日過ごした。

サトウは大室で調査してから iカ月後の 4月 13
日に日本アジア協会で調査した内容の講演をお

こなった。そのときの講演内容は紀要の vol.8 
part.. 3に 「上野地 方の古墳群 J (Ancien L 
Sepulchral mounds in kaudzuke)として収録され

た。

2 史跡整備に伴う調査一平成4年と平成 14年

の発掘調査一

前二子古境は、大室古境群中で最古の古墳であ

り、 6世紀の初めに造られた。墳丘が上下 2段に

盛土によって造られた前方後円墳であり、墳丘に

沿って周堀と外周溝といった二重堀と堤によっ

て区画されていることも新たに判明した。古墳の

形は、 6世紀中葉以降の前方部が大きく張り出す

古憤とは異なり、前方部があまり大きくならな

い、ややずんぐりとした形である。堀を合めた古

境の大きさは、長さ 148m、l隔 127m。面積は 15900
nf。主!filIlは東西lこ向く 。憤丘は全長 94m、前方部

の1隔が 65m、後円音I~の鐙 94m、高さ 14m で、ある。

墳丘の造成にあたっては、下段墳丘が地山を一部

削り問し、その上に僅かながら盛土が盛られる。

また、上段墳丘は盛土で造成した後に葺石が葺か

れていた。古墳を取り囲む 8mlll高の周堀は、馬蹄

形であった。外堀にあたる部分は、幅約 3mの狭

いものであった。周期と外周構に固まれた幅 5m
と広い中堤が存在する。

形象埴輪と大型の円筒埴輪 調査によって形

象埴輸は、タト堤から人物埴輪、 l段目の墳丘上部

であるテラスから人物や石見型楠輪、 境頂部から
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蓋や大刀、家形埴輸などがみつかった也タト壊、テ

ラス、墳T頁からみつかった円筒埴輸は、高さ 1m
を超える突帯が 4条ある径 50CIllを超す大型埴輪

であったo 円筒埴輸の設置場所は、外堤には内外

に2列、テラス、境頂部であり、総延長が 670m
にもなった。ここに符 50c mの埴輸を並べるに

は、およそ 1340本の円筒埴輸が必要とされた。

円筒J誼輸にはしっかりした高い突帯を巡らし、ほ

かに占墳に比べ大型の良質な埴輪で構成されて

いた。円筒埴輸の製作技術にも古い技法であるハ

ケメ調整を横方向に使う塙輪も一部認められた

ため、 6世紀初めの特徴を表している。

黄泉の国に通じる横穴式石室 さて、前二子古

境の石室の関口位置を観察すると、 一見、唐突な

位置にあいている。石室の入口は、 一般にテラス

面などに閉口するのが普通であるが、前て子古墳

の場合は下段のj費丘部に閉口している。

前二子古噴の石室の設置は地形を利用し、 大規

模な造成はおこなっておらず、わずかに地山を削

り、固めた程度である。反対に、後述する後二子

古墳は地面を深く掘ってつくられている。

石室の入口にはテラス状の祭壇がみつかった。

幅 70c m、長さ 9・5mのテラス状で、祭壇には4

木の柱が 3ml間隔で立てられたものと想定され

る。柱穴のサイズが直径 40.........60c m、深さ 50......... 

80c mで‘あることから、やや大きめの柱が立てら

れ、それぞれ色彩をもっ旗が葬儀をよりいっそう

あでやかなものにしたものと想像される。

初期横穴式石室 羨道は人口から傾斜をもっ

て上がっているが、羨道の奥や玄室は水平に設置

されている。全長 l4mの長く狭い雨中IU型横穴式石

室は初期の横穴式石室の特色である。群馬県内で

は、6世紀の初頭に竪穴式石室の埋葬法から横穴

式石室の;埋葬法にかわる。前二子古境の石室も群

馬県を代表する初期の横穴式石室である。

石材は壁や天井には、在地の輝石安山岩を用い

ている。玄室全面と羨道の一部の床面には、凝灰

岩製の切石を丁寧に加工し敷いてあった。

石室の入口に立っと羨門があり、さらに奥の玄

室には玄門がつく。そして玄門には凝灰岩で製作

された幅 1m、長さ 1.5m、厚さ 20cmの扉石が

設置される。

玄門の天井側には、まぐさ石、床面は欄石によ

って仕切られる。玄室にはL字状切組を用いた仕

切り石が存在する。

凝灰岩製の白い敷石 床面には、企国的にも例

のない凝灰岩製の丁寧に撃で加工された敷石が

玄室全面と羨道の半分に敷かれていた。羨道の敷

石は 10枚しか残っていなかったものの、発掘調

査で石五前面とテラス商に持ち出されていたも

のがあったため、羨道にも、全面的に敷かれてい

た可能性が強い。敷石はほぼ水平に設置され、玄

室内には、 L字状切組を用いた仕切り石が存在す



る。このように前二子古墳の石室は、 人口の両側

に羨門、 羨道と玄室を分ける玄門という 2つの門

石、さらに玄室を閉鎖する扉石、床全面の敷石等

など備えた個性的な石室である。現在のところ、

敷石や扉石などといったものは6世紀前半の関東

地方の古墳には類例は探すことができない。かろ

うじて、前二子古墳の石室と形状が似る栃木県宇

都宮市の権現山古墳で扉石が俄認されている。敷

石についてもずっと後の時期の古境にはみられ

るものである。

布幕でおおわれた石室 もうひとつ前て子古

境の中で注意をしておくべき遺物が存在する。そ

れは通常「鈎状鉄製品j とよばれている鉄製品で

ある。明治の調査では約 20点の鈎状鉄製品が出

土している。今回の発掘調査では、石室に差し込

んだ状態で西壁と奥壁 2カ所から鈎状鉄製品がみ

つかった。その後、さらに 2009年 2月に再調査

をおこなったところ、西壁から新たに 3カ所、東

監から lカ所が発見された。これで鈎状鉄製品は、

6カ所から発見された。このことから、石室や惜

を布幕で積う |擦に鈎状鉄製品を使用したものと

考えられる。間内では、 鈎状鉄製品は奈良県藤ノ

木古墳、群馬県県観音山古墳など6世紀後半の古

境で、みつかっているため、前二子古噴の例は圏内

でもっとも古い例といえる。

また、韓国においては、百済の武事王陵や加耶

の松鶴綱 1号墳、全羅南道の長室生峰古墳からみつ

かっている。このうち、 鈎状鉄製品がみつかって

いる松鶴洞 l号噴や長鼓r1i雌古境については、前二

子古噴の横穴式石室と非常に形の類似した石室

であるという興味深い意見が、近年、宮崎大学の

柳沢一男氏から提出されている。

まず、慶尚南道に存在する松鶴洞 1号墳は韓国

の南端、力[1耶地域の6世紀前誕の古墳である。年

代的にも前二子古墳とほぼ同じである。この古墳

には、たくさんの埋葬の服設があり、そのなかで

1つ注目されるのが、墳丘の上のほうに 18-1号と

呼ばれる横穴式石室である。長方形の玄室に、細

長い羨道の平面の形態をもち、断面でも玄室の天

井の部分と羨道の天井の部分の高さが一致し、構

造的にも前二子古墳の石室と一致している。ま

た、松鶴洞 l号境の石室では、壁面にクギが打ち

込まれていた。

さらに松鶴洞古墳のある西側の地域に長鼓峰

古;憤がある。この長鼓峰古境は前方後円境で、長

方形の玄室に細長い羨道がつき、松鶴洞 l号墳や

前二子古墳の石室とその構造がよく似ている。年

代は 5世紀の後葉から 6世紀の前葉と前二子古墳

と近接する時期である。前二子古墳が造営された

6世紀の初頭という時期、閉じように韓国にもそ

れと似たような石室をもつものがあるというこ

とは注目すべきである。
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3 朝鮮半島とつながる副葬品

石見型埴輪 前二子古墳から出土した塙輸の

一つに、最近、石見型埴輸とよばれるようになっ

た形象植輸がある。それは、西日本でさかんにつ

くられ、東日本ではほとんどみられないものであ

る。石見型塘輸は、 1931年(昭和 6)に奈良県石

見遺跡の調査で最初に出土したことから、 「石見

型屑形楠輸Jとよばれていた。しかし近年の発

掘調査で埴輪のほか、木製品が多数出土して資料

数がふえたことによって、盾形埴輪というより権

威を象徴する儀杖や玉杖をあらわしたという説

が有力になっている。現在、和田一之1陥氏により

「石見型埴輪Jとよばれるようになった。和聞の

研究によれば、石見型埴輪については、 5世紀後

半から 6世紀後半まで存在し、分布の拡がりは畿

内が濃厚であり、西は瀬戸内海北岸である岡山県ー

まで、東は静岡県、飛んで群馬県前二子古墳まで

であるとされている。

前二子古境から出上して復元された埴輪は、大

阪府羽曳野市職里 4号墳の埴輪と共通する。2つ

の個体と も比較的よく似ている。それは、「快り j、

「切り欠きJ、 「粘土の貼付Jの仕方である。 し

かし、 「切り欠きj簡所や粘土の!1占付箇所が異な

っている点や「粘土の貼り付けJが突帯を貼り付

けたままにしているなど、前二子古墳には変容が

認められる。また、形状や全体のプロポーション

も直線的になっているなど、伝播の過程で生じた

変容がみとめられる。

関西では石見型埴輸を用いた古噴は、 100mを

趨すような大型古:肢からは出土していない。逆

に、 60m以下の中小型前方後円墳に多い。とくに

定型期とされる 6世紀前半には大王や盟主的な首

長にはとり入れられることが少ない。主に新たに

台頭してきたとされる中小首長居に採用された

埴輪であった。石見型士直輸は中心地帯である畿内

地域のほかとして瀬戸内海北岸に分布が集中し、

埴輪と同様な形を持つ石見型石製品は有明海沿

岸域に限って認められる。これら 2つの地域は 5

世紀後半から 6世紀前半にかけて対幹半島交渉に

おいて重要な役割を果たしたことが多くの研究

者から指摘されている。このように、石見型埴輸

は韓半島交渉にかかわっていた中小首長屈の相

互のつながりを示す器物のーっとしてとらえる

ことができる。そして梓半島の月桂洞 l号噴から

石見型木製品が問土しているのである。

いずれにしても、関西から遠く雛れた東国での

石見型埴輸の出土古墳は、近年になって、富岡市

一ノ宮4号i設や安中市琴平山古噴、太回市東山 3

号境、小山市飯塚 44号墳など4O"IJを加えること

となり、ますます重要性を帯びてきている。関西

地方での石見型埴輸のあり方は、中小規模の古噴

の首長層の緋として古墳に樹立されたことが想

定されている。しかし、ここ前二子古墳での石見



型埴輸のあり方は、韓半島という国際情勢をキャ

ッチする革新性を示すもので、あった。

小像を付けた筒形器台 装飾付の筒形器台で

あり 、かつて「四神飾付土器Jとよばれた「小像

付筒形器省jである。これは高さ 60cmほどであ

り、円錐型の台の直径が 33cm、土器を載せる台、

受け部の直径が 20cmという大きさである。 小{象

は、円錐形の基部と筒形の円相:部の付け恨にあた

る段に小像が 4個付けられていたが、i個は剥落

して残っていない。残された像は、亀、鳥、そし

て蛇と蛙の組み合わせである。

この装飾のついた筒形緑台そのものの数が園

内でも少ないため、あまり類例がないが、福岡市

の羽根戸台墳のものに小像が付けられている。羽

織戸占墳の筒形探台も前二子古墳と同様に円錐

部の下の台部分があって、そこから円柱部があ

り、査を載せる受け部がある。そして、円錐部と

円柱部の境に小像が付けられている。人物の像、

犬が境付近につき 、柱の部分に亀が蝶1症状によじ

笠るようについている。この筒形部省は5世紀後

半とされるものであり、渡来的な要素、韓国的な

要素が濃厚な土器として存在している。

韓国にはこういった小像を付けた土器が三国

H寺代、新羅の都のあった慶州市を中心に多数発見

されている。とくに著名なものが韓国の国宝に指

定されている鶏林路 30号墳から出土した査であ

る。壷の首の部分には也、鳥、そして蛙を追う蛇、

琴を弾く像、性行為の人物像などが表現されてい

る。実用品ではなく埋葬に使用された土器と考え

られている。

さらに、釜山にある 5世紀前半の福泉洞 31・32

号t貨から出土した装飾付の筒形器台があるが、こ

れも前二子古噴の筒形器有と同様に円柱部と円

錐部の段に馬、猪、犬が付けられている。また、

前二子古噴とほぼ同時期である 6世紀前半の新

籍、月城路の古墳から出土した議には、つまみの

まわりに、蛙をくわえた蛇が描かれている。蛙を

くわえる蛇とい うこ とで前二子古墳の蛙を追う

蛇に共通するモチーフといえ、 年代的にもほぼ同

時代といえよう。

前二子古境の筒形株台にみられる小像は、福岡

市羽根戸古墳例などと共通して半島の系譜が考

えられる。とくに土提に付ける小像は、 三国時代

である 5.........6世紀の新維や1)日耶地域の一部に限定

された分布がみられることから、 三国の新躍にそ

の系譜が求められる。

その他に若狭地方に集中して分布をみせる双

葉剣菱n~杏繋が 4枚存在する 。 これも松鶴洞 1 号

境卜1s石室でも出土している。 2個の金製耳飾

は垂飾部分を欠落しているが新躍や加耶製の耳

飾の可能性が高い。

平成 14年度の石室床面敷き直しの調査の出土

品の中に雲母片が4点、新たに発見された。県内で
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は井出二子山古墳から心葉形の垂飾として出土

している。門間誠一氏によれば日本で 10例、韓

国で 12例が集成されている。日本例では井出二

子山古墳例と奈良市阪原阪戸祭肥遺跡を除けば 6

世紀代の古墳である。また、韓国朝鮮半島例は新

羅の主陵級の古墳ですべて6世紀代といわれてい

る。新羅の古墳では井出二子山古墳と同様に飾り

として使用されており、 他の園内古墳の用途は葬

送儀礼に伴うものとされている。おそらく前二子

古墳の事例も葬送儀礼に伴うものと考えられる。

4 上野地域と韓半島とのつながり

このよ うに前二子古墳には特殊な石室、鈎状鉄

製品、右見型埴輪、筒形器台などいくつかの半島

とのキーワードでつながりが認められた。前二子

古墳を含む上野地域の中央部の古噴からは、朝鮮

半島の百済や新羅の系譜をひいたさまざまな出

土品が多数発見されている。1高崎市谷ツ古墳の飾

履、高11崎市剣11時天神山許境の金製耳飾、前橋市金

冠塚占墳の金銅製冠、高11崎市観宮山凸・境では新羅

武苦手王陵との同型の水瓶など枚挙に暇がない。5

世紀には、ヤマトの大王が中国の宋に使者を送

り、称号をもらうなど外交を積極的にくり広げる

と、東アジアの人たちも倭国に渡って来て、知識

者 ・技術者として重用された。渡来人によって、

日本に様々な先進技術や文化が持ち込まれたの

である。これらの人々に関係する考古資料は近畿

に多いが、東日本では上野地域にも多い。わが国

最古の歴史書である『日本書記』には、群馬県と

の関係が考えられる豪族 ・上毛野氏が将軍として

半島へ渡ったり、知識人を呼び寄せる使者を勤め

たとする伝承記事がある。

さらに 6世紀になると朝鮮半島は高句麗、百

済、新羅の三国と加耶地域の政治同盟の聞で交流

や争いが複雑に絡み合って推移していた激動の

時期lとなる。その激動の禍のなかに倭国もしっか

りと組み込まれており、朝鮮半島の情勢に直接的

な影響を受けていたとされ、朝鮮半島南部地域と

倭国の聞には活発な交流があったことが指摘さ

れている。

特に6世紀後半には、倭国と友好的関係にあっ

たとされる百請、加耶の地域が、高句麗や新躍の

攻め込まれる状態となった。そこで、倭国の利害

関係も有利に導くため、軍事目的も含め、|茶々な

支援がなされ、多くの人々が半島に渡ったことが

知られている。6世紀の上野地域は、関東地方の

中でも最も活発に古噴造営を展開し、豪華で、盛

富な副葬品を誇っていた。この時期、関東地方は

ヤマト政権の軍事的基礎を担うようになってき

たとされ、ヤマト政権が朝鮮半島へ軍を派遣する

とき、関東地方の有力豪族がこれに積極的に加わ

った事が考えられ、その功績として古墳造営の背

後に特別な関係がみえる。
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あとがき

前二子古墳がある大室古境群は、現在はそれを含めた 37haに及ぶ広大な敷地が大室公園

として整備されている。公圏全体は市の公園緑地部が中心となって都市公園として整備され、

大室古墳群の部分は、史跡公園として前橋市教育委員会が中心となって整備したものである。

その場合、両者の問に緊密な連携がはかられ、細部にわたって有機的な関係を持たせている

ことが最大の特徴である。

現在、土日 ・祝日を中心に大室公園には、連日数多くの人が訪れて賑わっている。その際、

いわゆる緑地公間部分からスムーズに史跡公園部分へと足を運ぶことになり、はてしなく広

がる赤城山の裾野に抱かれて一大古墳群がある歴史的景観を満喫しながら散策することを可

能にしている。

完成なった背景には、平成元年から平成 17年に及んだ一大調査 ・整備事業があった。私

もその一端に関わらせてもらったと ころであるが、刻々と進む古墳群の基礎調査をつぶさに

確認することができたのは、古墳研究にたずさわるものとして、これ以上ない経験であった

ことは言うまでもない。

大室古墳群を構成する主要古墳は、早くに国史跡に指定され、調査 ・整備前から古墳時代

の上毛野地域を理解する上での枢要な古墳として、多くの研究者によって検討が及ぼされて

きていた。 しかし、本格的な考古学的発掘調査が及ぼされたのは、今回の一連の事業がはじ

めてのことであり、古墳群の評価を一新させる成果を輩出させたことは言うまでもない。

今回のシンポジウムでは、この一大整備事業を中心的に指導した白石太一郎氏、この調査

に強い関心を持っており、調査中の現地に時々足を運んだ柳津一男氏、高久健二氏、そして

一貫して古墳群の実際の調査 ・研究を主導した前原 豊氏と筆者が一堂に会して見解を披漉

し、討議を重ねたことは、ある意味、 一連の調査の総括的な役割の一端を果たすことができ

たのではないかと思っている。

今回のシンポジウムでは、特に前二子古漬に焦点を当てて議論をしたところである。それ

は、 古墳群の調査の中では、本古墳に最も長期間を費やして基礎的調査が実施され、極めて

多くの知見が得られたことも関係している。古墳群形成の 口火を切った前方後円墳であり、

古墳群全体の理解のカギを握っていると思われるからである。

前二子古墳を取り巻く考古学的状況が大きく進展したことも重要だった。豪族居館として

の梅木遺跡、前二子古墳のモガリ屋の可能性が非常に9郎、多田山古墳群 69号竪穴遺構の発

見、さらには、明治期の石室調査で出土した副葬品の全貌が明らかにされたことの意義は非

常に大きい。

今回のシンポジウムの表題に掲げた「東アジアから見た前二子古墳jは、前二子古墳を構成

する諸要素の一つ一つをたどっていくと 、それほど遠い先にこの東アジアという枠組みがあ

るのではないことが、講演やシンポジワムの内容からも浮き彫りになってきた。 と同時に、

多くの新たな研究課題が確認されたことも明らかである。

前二子古墳、あるいは大室古墳群、さらには古代東国文化の解明はこれからである言って

も過言ではない。そして、その解明のプロセスこそ、考古学・歴史学研究の醍醐味である。

県民の多くの方々に興味関心をもってもらし、。解明のあゆみの輸の中に加わってもらいた

いと願うところである。

なお、今回のシンポジウムの遂行、さらには本書の刊行には、前橋市教育委員会文化財保

護課のみなさんの献身的な従事があってはじめて成ったものであることを申し添えておきた

し、。

(右島和夫)
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